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　寝起きに美少女。これが起き抜けには一番強烈だと思う。

　どんなに低血圧でもきっと一発で目が覚める。

　いつだったか、拓たく人とがそう言うと、幼おさな馴な染じみは大変呆あきれたご様子だった。

　この世の真理を説いたつもりだったのに大変遺憾だ。

　とはいえ、桜さくら井い拓人はそれほど寝起きの悪い方ではない。

　今年で高校二年生になるが、遅刻も別段多くはない。

　なので今日寝起きが悪かったのはたまたまだった。

「あー……」

　ベッドから上半身を起こし、ぼんやりうめく。髪があちこち跳ね、目も寝ぼけ眼。

　瞼まぶたを何度も擦こすってから、ようやくちゃんと目を開けた。

　おかしなものが見えた。

「……ちきゅう？」

　沈黙、十秒。

「地球っ!?」

　仰のけ反ぞった。

　目の前に浮かんでいるのは、母なる星。バックは宇宙で、海の青と雲の白が美しい。

　地球だった。

　寝起きに美少女よりよっぽど刺激的な光景である。一発で目が覚めてしまった。

　おかげですぐに頭がまわった。冷静になり、拓人はゆっくりと息をはく。

「……あー、そうだ。俺、未来転生したんだった」

　寝起きに地球は拓人にとって驚くような事態ではない。起き抜けで慌ててしまったが、昨夜のうちに『地球が見られる寝室』だとは聞いていたし、地球自体もこっちにきてから何度も見ている。

　地球があって、宇宙があって、星々がきらめいている。

　だが月は見えない。なぜなら拓人がいるこの場所こそが月なのだ。

　月面都市ムーンダリア。

　機械化された都市群と、中世ヨーロッパ風の街並みが混在した、宇宙基地。

　拓人は一週間前、この月面都市に転生してきた。

　高校二年生だったことも、今では過去のことである。

　当初は戸惑いもあったが、今では月面都市の生活にもだいぶ慣れた。寝起きでなければそうそう取り乱すこともない。……と思ったのだが。

「んん？」

　ふと見たら、毛布の足元がこんもりと盛り上がっていた。しかもほんのり温かい。

　膨らみが前進してくる。拓人の足元から腿もも、腰へと進み、胸の上に到達する。そこでバサァッと毛布が翻った。

「おはようございます、拓人様♪」

「エレクトラっ!?」

　出てきたのは美少女だった。それも月の女神のように華麗な美少女だ。

　ブロンドの髪はたおやかに腰まで伸び、肌は新雪のように白い。瞳は目前の地球のように澄んだ蒼あお。

　服装はお姫様のようなフリルのドレス。しかし要所々々の面積が少ない。

　胸元がざっくり開いていて、瑞みず々みずしい果実のような胸がこぼれそうになっている。シースルーであちこち絶妙に透けており、目のやり場に困るほどだった。

　彼女の名前は、エレクトラ。

　この月面都市で拓人が世話になっている少女である。

「おはよう、エレクトラ。えーと……ここ、俺のベッドなんだけど？」

「はい、もちろん分かってます。このパノラマ寝室を拓人様にご用意したのはわたしですから。お目覚めの気分はどうですか？」

「最高、だけど……」

　実際、本当に寝起きに美少女がいると、動揺してしまう。

「とりあえず、なんでエレクトラが俺のベッドに潜り込んでるのかな……？」

　とにかく平静を装う。一方、エレクトラは拓人の前で、淫いん猥わいにしなを作った。

「も・ち・ろ・ん♪　拓人様に朝のご奉仕をするためですよぉ？」

　大きな胸がたゆんっと揺れた。思わず目を奪われてしまう。するとすべて見透かした表情で彼女がくすりと笑む。

「触りたいですか？」

「えっ、いや……っ」

「いいですよ？」

　唇に弧を描き、体を下ろしてきた。はらりとこぼれるブロンドを耳にかけ、エレクトラの美しい顔が近づいてくる。

　耳元で甘く囁ささやかれた。

「拓人様の触りたい時に触ってくれていいんです。人間さんにご奉仕するのがわたしたちの喜びなんですから……」

　そう言うエレクトラの瞳には、淫猥なハートマークが浮かんでいた。

　比喩ではなく、実際にハートのマークが描かれている。

　瞳型液晶パーツにディスプレイ表示されているのだ。

　もちろん人間の瞳にそんな機能はない。

　つまり、エレクトラは人間ではない。

　彼女はこの月面都市で造られたアンドロイド──『月の少女ムーンドール』である。

　月の少女ムーンドールたちは皆、人間への性的奉仕を目的に造られている。ベッドにいる時点でエレクトラの目的は明白だった。

「触るのは右手がいい？　それとも左手？　思いきってお顔を挟んじゃいますか？」

　流動性サーモパッチの温かい手が拓人のあご先に触れる。ゾクッと甘い快感が走り抜けた。

　視界いっぱいに広がったのは、柔らかそうな深い谷間。

　拓人は身じろぎ一つできない。それもそのはず、エレクトラの手からは特殊な低周波が出ており、すでに拓人の全身は性感を刺激されてふぬけになっていた。

「待って、エレクトラっ。やっぱりこういうことは道徳的によくないと思う！」

　唯一、口だけが動き、言葉の抵抗を試みた。

　しかしその抵抗が彼女の笑みを深めてしまう。

「そんなこと言って、わたしのサーモセンサーはちゃんと捉えてますよ？　拓人様の体の一部がとーっても発熱しているのを」

「それは条件反射というかなんというか……っ」

　指先で首筋をなぞり、密着した腰をくねらせ、彼女は囁く。

　拓人の顔を柔らかな胸へと誘いながら。

「大丈夫、全部任せて。わたしが快楽の彼方かなたへ連れていってあげます……」

　青い地球を背にし、アンドロイド少女は艶あでやかに微笑ほほえんだ。




　さて、ただの高校二年生だった桜井拓人が、なぜこんな状況にいるのか。

　事の起こりは、拓人の体感時間で一週間前に遡る──。
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「あれっ？　財布にお金入ってない。噓うそっ、なんで!?」

　レジ前で拓たく人とは思いきり狼狽うろたえていた。

　周囲の壁にはキラキラした美少女ポスターが並び、レジカウンターには今期一押しアニメのフィギュアが所狭しと飾られている。

　レジに置いてあるのは今日発売のラノベと漫画。

　人の良さそうな女性店員さんに困り顔で見つめられ、拓人は空っぽの財布を凝視していた。だが当然、いくら見続けてもお金は出てこない。

　放課後、意気揚々とアニメショップにやってきたのだが、いざ会計をしようとしたら財布の中身がなかった。

「すみませんっ。あるんです。ちゃんとお金はあるはずなんですけど……っ」

　逆さにして振ってみる。何も出てこない。はらりと紙が落ちてきて一瞬ほっとしたが、ファミレスの割引券だった。ちくしょう。

　がっくりと肩を落とす拓人と、可哀かわい想そうなものを見る目の店員さん。

　レジ前に居たたまれない空気が流れる。

　すると拓人のブレザーの校章がぴかぴかと光った。光に合わせ、どこからともなく電子音のような少女の声が聞こえてくる。

「『マスター、三日前に散財したのをお忘れですか？』」

　店員さんが驚いた顔できょろきょろした。だがレジ前には店員さんと拓人しかいない。

　一方、声は構わず拓人に喋しやべりかけてくる。

「『深夜アニメの最終回に号泣して、お布施だと言って前シリーズのＤＶＤを衝動買いしたばかりでしょう？　お金がないのはそのせいです』」

「あ、そうだった。ありがと、チェリー。謎が解けたよ。……ってそうじゃない！　チェリーってば、いきなり喋らないでっていつも言ってるじゃんかっ」

　慌てて校章を手で押さえた。

　店員さんがレジの向こうで不思議そうな顔をしている。

　拓人は愛想笑いをしながらスマホを取り出した。

「すみません、今の電話です、電話。ハンズフリーにしてたから、驚かせちゃってごめんなさい。また買いに来ます。これ棚に戻しておきますからっ」

　ラノベと漫画を持ってぺこりとお辞儀。「あ、はい」と頷うなずく店員さんに再度会釈し、逃げるようにレジを後にした。

　本を棚へ戻し、店を出る。商店街を抜け、住宅街へ出たところで、ため息交じりに口を開いた。

「チェリーのおかげで慌てちゃったよ。店員さんもびっくりしてたじゃんか」

　また校章が光り、電子音の声が聞こえてくる。

「『マスターがあまりに情けなく狼狽えているからです。私は助け船を出して差し上げたのですよ？』」

「確かに言われるまですっかり忘れてたけど」

　お金がないのはＤＶＤを買ったせいだった。残念なことに自業自得だった。

「っていうか、分かってるならレジへいく前に教えてくれても……」

「『それではマスターのためになりません。痛い目を見て覚えた方が身に付きます』」

「厳しいなぁ」

「『私は生活支援ＡＩですから』」

　拓人と会話しているのは、生活支援を目的とした人工知能である。

　開発名はチェリー。

　メインプログラムに最新鋭の論理回路と共感モジュールを搭載しており、マスターとのやり取りのなかで常に自己規定と最適化を行う、自己進化型のＡＩである。

　常時接続しているインターネットからも自己学習を続けており、その自律回路はすでに自我と言っていいレベルに達している。

　拓人は知人の頼みでチェリーのテストマスターをやっているのだが、『流りゆう暢ちように会話できるＡＩ』など当然ながらまだ社会に認知されていないので、さっきのアニメショップのように変な目で見られることがある。

　別に悪いことをしているわけではないので堂々としていればいいのだが、一々説明するのも手間なので、店内などでは極力会話しないようにしていた。

「でも新刊買いそびれちゃったなぁ。次にバイト代入るのいつだっけ？」

「『月末払いなので七日後ですね。電子マネーで良ければ、日付変更と同時に私に振り込みますが？』」

「通販ならそれですぐ買えるね。あ、でもドクに頼んだら前借りさせてくれるかな？」

「『ドクターはその辺り緩いので了承するでしょうが、私が却下します』」

「え？　なんでチェリーが？」

「『ドクターはあの通りの変人なので、私が資金管理をしているのです。つまりマスターへのバイト代を支払い処理しているのは私です。ご存ぞん知じの通り、マスターの口座を管理しているのも私ですが』」

「えっ、じゃあ、今すぐ前借りできるじゃん」

「『駄目です。少しは節制を覚えましょう』」

「厳しい……。俺、チェリーのマスターなのに……」

　と、そんな話をしていたら、背後から「あ、いた。拓人ー」と声を掛けられた。

　振り返ると、住宅街の坂道をポニーテールの少女が駆けてくる。

　手足がすらっと長く、爽やかな清潔感のある少女だ。全体的にスポーティーな雰囲気だが、制服は軽く着崩していて、あか抜けた魅力もある。

　名前は瀬せ川がわ観み月つき。拓人の幼おさな馴な染じみである。

「あれ？　観月、今日部活は？」

「先生が会議でお休み。一緒に帰ろうと思ったのに、気づいたら拓人いないんだもん」

「新刊の発売日だったからさ、ホームルーム終わってダッシュしたんだ」

「あー、だからか。あたし、廊下でも声掛けたのに走っていっちゃうし」

「えっ、そうだった？　ごめん、気づかなかった」

「罰としてこの後付き合って。どっか寄り道してこ？」

　そう言って、軽く腕を絡ませてくる。

　幼馴染なせいか、観月は拓人にフランクである。だがお互い年頃なので困ってしまう。

　今もふわっと胸が当たりそうになり、拓人は慌てて離れた。

「あ、避よけた」

「避けるよっ。今当たりそうになってたじゃん。観月、結構おっぱい大きいんだから気をつけなきゃダメだよ」

「別に拓人だったらちょっとぐらいいいのに」

　拗すねたように唇を尖とがらせる。どこまで本気か分からないのがまた困る。

「なんか高校に上がった辺りから変だよ、観月。やたらとボディタッチ多いし」

「別に変じゃないよ。あたしも年頃だし、ちょっとは焦ったりするの」

「焦るって……観月、普通に可愛かわいいし、恋人ぐらいすぐできると思うけど」

「そういう意味じゃなくて」

　頰ほっぺたをつねられた。同時にチェリーが控えめにツッコミを入れてくる。

「『……マスター、さすがに色々と空気読めてないと言わざるを得ません。観月様のお気持ちも少しは考えて下さい』」

　チェリーのことは観月も知っている。チェリーの開発者が観月の祖父なのだ。

　拓人がチェリーを預かったのは小学校の頃なので、観月とも長い付き合いだった。

「フォローしてくれるのは嬉うれしいんだけどね、チェリー……あたし的にはチェリーはチェリーで空気読めてないぞー？」

「『？　そうなのですか？　正直、下手をすれば人間のマスターよりもこうした機微には長たけているつもりなのですが？』」

「確かにそうかも。でもね、問題はあたしが一体何に焦っているのかってお話」

「『観月様が焦っている原因ですか？　はて……』」

　と、そこで拓人が手を上げた。

「えーと、二人ともちょっといい？　お話し中に恐縮なんだけど、俺はいつまで頰ほっぺたをつねられていれば良いのでしょうか？」

　拓人の頰は今も観月に引っ張られている。そろそろ痛くなってきた。

　観月は手を放しつつ、軽くため息。

「二人ね。やっぱり拓人にとってチェリーはそういう存在なんだよね。あたしも中学ぐらいまでは気にしてなかったんだけどさ」

「『観月様、言葉の意味を計りかねます。私はマスターにとってどういう存在なのでしょうか？』」

「さあて、チェリーはどう思う？」

「『ご質問の意図そのものを計りかねます』」

　観月は肩を竦すくめ、拓人の手を取った。

「その話は寄り道がてらね。いこ、あたし、駅前のクレープ食べたいな」

「あ、ごめん。俺、この後バイトなんだよ」

　途端、「えー」と観月の眉が寄る。

「バイトっておじいちゃんのとこ？」

「うん。今、ドクがアンドロイドを作っててさ。その起動実験をやるんだ」

「孫のあたしが言うのもなんだけど、あんまりおじいちゃんのとこに出入りしない方がいいよ？　こないだも近所で噂うわさになってたんだから。瀬川さんところのおじいさんは変人だって。なんか『儂わしは未来にいったことがあるのだ！』とか言いまわってるって」

「あー、それ、ドクの口癖なんだよ」

「拓人まで変な噂にならないでね」

「んー、努力する」

　それから十五分ほど一緒に歩き、交差点で別れた。観月の祖父は瀬川家ではなく、自分の研究所に住んでいる。拓人が向かうのはそちらだ。

　交差点からしばらくいくと、住宅街が終わり、鬱うつ蒼そうとした林が見えてきた。ここから先は観月の祖父、瀬川陽よう介すけ博士の私有地である。

「『私が言うのもなんですが、マスターも物好きですね』」

「ん、何が？」

「『ご近所でも有名な変人の手伝いをしていることです。バイト先など他にいくらでもあるでしょうに』」

「はは、まあね。でも俺はドクのとこがいいんだ」

　拓人は瀬川博士のことを昔の映画を真似まねてドクと呼んでいる。

　実際、ドクは変人だ。口癖は『儂は未来にいったことがあるのだ！』で、それを誰彼構わず自慢する。街中でいきなり数式を書きだしたり、実験で異臭騒ぎを起こすのもザラで観月を始め家族にも愛想をつかされている。

　だが才能は本物だった。研究所には本当に未来へいったんじゃないかと思わせるような発明品がゴロゴロしている。

　そもそもチェリーが現代科学の限界を突破している。

　自我レベルのプログラムを持った人工知能など、拓人の知る限り世界にはまだ存在していない。

「『やはりドクターの才能に惚ほれているのですか？』」

「それもあるけど……なんか羨ましいんだ。ドクのあの熱量がさ」

　ろくに整備されていない林道を登りながら、拓人は苦笑する。

「俺、やりたいこととかないし、将来の夢もないし……きっとこのままふらふら生きていくんだろうなって思うんだ。だけどドクのそばにいると、そういうの少しは忘れていられるんだ」

　自覚があった。何かに必死になっている人を生き生きしている──生きているというのなら、自分はその真逆だ。死んでいる。死んだように生きている。

　それが悪いことだとは思わない。でも少し空むなしいとは思う。

　ドクのそばにいると、そんな死んだような自分を忘れていられた。

「『生きがい、というものでしょうか。興味深い話です』」

「だね。俺も興味深い。だからドクのそばにいるのかも」

　林道を抜けた。林の中とは思えない、一面ガラス張りの近未来的な研究所が姿を現す。

　ここがドクのラボである。

　拓人は自動ドアをくぐり、タラップを踏む。すると床が自動的に動き出した。ロボットアームがオートで伸びてきたので、通学鞄かばんを渡し、ブレザーも預ける。別のアームが時計型デバイスを差し出してきたのでそれを装着。

　液晶がぴかっと光り、チェリーが時計型デバイスへデータ移動してくる。

　ちなみに今までつけていた校章もデバイスである。学校用にドクが校章に似せて作ってくれたのだ。

「『ラボとデータリンクしました。ドクターはＡ－３実験室にいらっしゃいます』」

「え、じゃあもう起動実験始めてるの？」

「『そのようですね』」

　現在、ドクがメインで取り組んでいる研究テーマは、完全自律式アンドロイドの開発である。常に電源を必要とする産業用ロボットとは違う、半永久的に駆動し、自分の意志で生きるアンドロイドだ。

　拓人もずっとその手伝いをしている。本来なら正規の研究員がいてもいいところだが、学会から追放されたドクのところには誰も寄り付かないので、人員はドクと拓人だけだ。

　アンドロイド開発には大きく分けて二系統の開発が必要になる。

　一つは人工知能。一つは筐きよう体たいボディ。

　人工知能の方は拓人の協力もあり、すでに完成形に近づいている。もちろんチェリーのことである。

　小学生の頃に託されて以降、拓人とチェリーはほぼ毎日一緒にいる。おかげでチェリーは膨大な経験情報を積むことができ、時に『マスターのバイト代の前借りを却下する』までに成長している。

　一方で、人工知能を搭載する筐体ボディについては、いまだ研究の途上だった。

　ドクが目指すのは完全自律式のアンドロイド。人間の食事のような日々のエネルギー摂取は構わないとしても、半永久的に稼働できる筐体システムの開発は世界でも特異なもので、ドクの頭脳をもってしてもいまだ成し得ていない。

「ドク、きたよー。うわ、何これ？」

　Ａ－３実験室に入室し、拓人は目を見開いた。

　実験室は二つのゾーンに分かれており、手前側には無数のディスプレイが並んでいる。そこには現在、検出データが雨のように表示されていた。

　一方、奥のゾーンは強化ガラスで仕切られ、開発中の筐体ボディが据え置かれている。まだ手足に相当するものはなく、ボックス型の筐体に無数のコードが繫つながっている。

　その筐体ボディの中央に昨日まではなかったものがあった。

　美しいディスク状の結晶体だ。

　拓人を驚かせたのはその結晶体の様子だった。

　回転しながら虹色の光を放っているのだが、周囲に凄すさまじいプラズマが走っている。強化ガラスが防いではいるものの、奥のゾーンはまるで雷雲の中のようになっていた。率直に言って不安になる。

「お、きたな。拓人。待ちきれなくて先に実験を始めてしまったぞ？」

　白髪の老人がメインコンソール前で振り向いた。ドクだ。

　歳としのわりに背筋はびっと伸び、白衣姿でポケットに手を入れている。ちなみに孫の観月とはあまり似ていない。

「先に始めるのは構わないけど……大丈夫なの、これ？　爆発とかしないよね？」

「お前は儂の下で何を学んできたのだ。爆発してもいいように、米軍御用達の強化ガラスを使っとるんだぜ!?」

　よく分からない語尾と共に、親指がビシッと立てられた。

　拓人は色んな意味でげんなりする。

「うーわー……ドク、マッドサイエンティストだ」

「もっと言え。ほらもっと言え。そういう評価に儂は結構興奮する！」

「『ドクター、自重して下さい。血圧が上がりますよ？』」

「馬鹿者、実験とはエクスタシーだぞ、チェリー。お前も儂のこの興奮によって造られたのだ。人間もＡＩも性的興奮で生まれることは何も変わらん！」

「『……今、私の存在定義がちょっと揺らいだ気がします』」

「俺もちょっと引いた。チェリー、頑張れ」

　己の出生に悩むＡＩを励ましつつ、拓人はメインコンソールの数値を見る。

「今回の実験って設計プランＤ１？」

「そうだ。次元断層から固有の振動エネルギーを抽出する試みだ」

　ドクはポケットで指をぴこぴこする。白衣のシワを断層に見立てているらしい。

「今現在、我々が感知できるのは４次元時空までだが、宇宙の本来の姿は11次元だ。残りの７次元には未知のエネルギーがわんさか眠っている。これを正しく抽出できればもう取り放題に食べ放題、新陳代謝するアンドロイドだって作れちゃうぞ？」

「でもそれが可能だったらほとんど無尽蔵機関だよね？　本当に成立するの？」

「拓人、お前にだけは特別に教えてやろう。儂は昔な、未来にいったことがあるんだ」

「知ってる。ご近所みんな知ってる。三日に一度は聞いてるし」

「未来ではワープ航法の実験が行われていた。未来人たちはただ次元の狭間を通ることしか考えていなかったが、儂はふと思ったのだ。『これ上手うまくやったらエネルギー獲とれるんじゃね？』とな」

「どうでもいいけど、ドクはどうやって未来にいったの？　そんでどうやって帰ってきたのさ？」

「それはお前、改造車にプルトニウム乗っけたに決まっとるだろ」

「いきなり映画の話になるし……。そんな適当なことばっかり言ってるから観月にも避けられるんだよ？」

「孫のことは関係ないだろーがぁぁぁぁぁっ！」

　いきなり泣き叫び始めた。一応、気にしてはいるらしい。

　だが気楽に話していられるのはそこまでだった。突然、照明が非常時の赤に変わり、警報が鳴り響いたからだ。

　拓人が「へ!?」と驚くと、チェリーが切迫した声で報告してくる。

「『エマージェンシーッ！　制御ポッド内の温度が急上昇！　臨界点を超えます！』」

　強化ガラスにピシッとヒビが入った。ぎょっとし、拓人は後あと退ずさる。

　ドクが米軍御用達と言ったのは本当で、あの強化ガラスは核シェルターと同等の強度を誇っている。それにヒビが入るなど、あり得ないことだった。

「ドク、何が起こってるの!?」

「ゼロ座標の空間爆発の前兆……儂が未来にいった時と同じだ。ついに再現できたぞ！　喜べ、拓人！　自律式アンドロイドは完成する！　ビーム兵器も実現するだろう。人類の宇宙進出も夢ではない！　この事象を制御できれば無限のエネルギーが手に入るぞ！」

「いや制御できてない！　今まさに制御できてないから！」

「安心しろ！　儂はいつかこうなることを予期していた。このヘッドセットを装着しろ」

　ドクが目にも止まらぬ速さでコンソールを叩たたく。するとロボットアームが伸びてきて、コード付きのヘッドセットを渡された。

「え、なんで？　爆発するんならまず逃げなきゃでしょ!?」

　目の前でドクはすでにヘッドセットを装着していた。

「爆発の質が違う！　いいからつけろ。電磁パルスが精神の型を固定し、時間の穴に放り込まれることを防いでくれる。代わりに寿命が三十年ほど縮まるが気にするな！」

「よく分からないけど気にするわ、そんなの！」

　ヘッドセットを床に叩きつけてツッコんだ。ほぼ同時、チェリーの声が響いた。

「『臨界点突破……っ。各検知器に異常発生！　マスター、逃げて下さい！』」

　強化ガラスが砕け散り、結晶体のプラズマが一斉に押し寄せてきた。

　視界が凄まじい光に満たされる。まるで魂を焦がすような、強い光だった。

「うそ、俺、こんなアホみたいなことで死ぬの……？」

　愕がく然ぜんとした呟つぶやきを残し、拓人の意識は光の中に飲み込まれた──。
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　──深い眠りの淵ふちから覚めるように、意識がゆっくりと覚醒した。

　ぴくりと指が動き、拓人は肉体があることを実感する。

「……あれ？　俺、生きてる……？」

　瞼まぶたを開く。起き抜けのように視界が微妙にぼやけていた。

　だが意識ははっきりしている。自分が倒れていることに気づき、目を擦こすりながら体を起こす。

「えーと、爆発した……と思ったんだけど。すごい光に飲み込まれて、意識が吹っ飛んでそれで……うわ、なんだこれ？　口に……砂？」

　じゃりじゃりした感触がし、慌てて吐き出した。小石混じりの砂だった。

「なんで砂？　俺、ラボにいたはずなのに……。まさか爆発で更地になった？　いやいやそんなことになってたら俺も木こっ端ぱ微み塵じんか……」

　周囲を見回す。ようやく目のピントが合ってきて、まわりの様子が見えてきた。

　辺り一面、ぼこぼこした荒れ地だった。見上げると、真っ暗闇の空があった。

　どう考えてもラボではない。決定的に、何かが違う。なぜなら──。

「ち、地球……？」

　暗闇の向こうに、巨大な地球が浮かんでいたからだ。

「え？　え？　なんで？　なんであそこに地球が？　じゃあここは……？」

　混乱し、よろよろと背後に後退った。すると背中がドンッと何かに当たった。

　振り向き、混乱が加速した。

「宇宙船……？」

　そこにあったのは、スペースシャトルを鋭角的にしたような乗り物だった。

　地球が目の前にあるので、状況的にはおそらく宇宙船だろう。

　側面に金属の翼が広がっており、搭乗ドアのようなものも見える。

　大きさは縦10メートルほど。横は翼を含めて６メートルほどだろうか。

　しかしどうやら墜落してしまったらしい。先端と翼の一端が地面に突き刺さっており、ひしゃげた部分から亀裂が入っていた。なかの機械面も露出している。

　宇宙船の壁面に手を伸ばす。摩擦で焼けたのか、触れると外装パーツがぽろぽろと剝はがれ落ちた。

　そうして触れている手を見て、さらに違和感を覚えた。

「俺の手、こんなに大きかったっけ……？」

　手のひらが一回り大きい気がする。見れば、着ているものもおかしい。学生服ではなくなっていた。

　軍服だった。首にはネクタイを締め、肩章があり、足はブーツを履いている。左胸には階級章替わりなのか、赤い薔薇ばらのブローチのようなものがついていた。

　そして異常はそれだけに留とどまらない。

　外装が剝がれ、汚れた鏡のようになった壁面、そこに映った顔は──。

「俺じゃない……」

　別人だった。鏡に映った顔は、拓人のものではなかった。

　歳は同じぐらいだが、拓人よりずっと目つきが鋭く、精せい悍かんな面構えをしている。

　身長もやや高い。筋肉などは比べ物にならないくらい鍛えられていた。

　拓人の精神はきちんと自分を『桜さくら井い拓人だ』と認識している。

　だがその体はまったく別人のものになっていた。

「なんだ、これ……」

　率直な疑問がこぼれる。

　一方で科学者見習いの性さがか、頭は冷静に分析を始めていた。落ち着けと自分を叱しつ咤たし、直前の出来事を反はん芻すうする。ドクが言っていた言葉を整理すると、

「まさかここって……」

　まるでお気に入りのラノベのような展開だった。

　だがにわかには信じられない。

　呆ぼう然ぜんとしていると、物音が響いた。

　壊れた宇宙船の中からだ。反射的に息を潜める。

　すると話し声が聞こえてきた。二人いる。一人は少女らしき声。

「どうしよう……っ。やっぱり備え付けの生命維持装置は壊れちゃってます。早く心臓を動かしてあげなきゃ、あの方が死んじゃいます……っ」

　もう一人もやはり少女の声だった。しかし電話越しのようにどこかくぐもっている。

「『落ち着きなさい、姫様。なんとか外には連れ出せたんだから、あとはアナログで心肺蘇そ生せいするだけよ。逆に言えばそれしか手はないわ』」

　聞こえてきた会話を拓人は咀そ嚼しやくする。

　どうやらどこかに急病人がいるらしい。宇宙船が壊れているところを見ると、乗組員か何かだろう。さらにその人物は心臓が止まっているようだ。

　……大変だ！　大事じゃないか！

　慌てて周囲を見渡した。少女の言葉通りなら要救助者は自分と同じく外にいるはずだ。

　しかしどれだけ見回しても外にいるのは、拓人一人だけだった。

　……ん？　ひょっとして……。

　沈思黙考。答えはすぐに出た。

「……俺のこと？」

　ほぼ同時、宇宙船の亀裂から足音が響いた。少女たちが降りてこようとしている。

　慌てふためいた。どうするべきか迷った挙句、拓人は元いた場所に寝転ぶ。

　目を閉じ、死んだふり。

　足音が近づいてくる。話し声は二人だったのに、足音はなぜか一人分しかなかった。代わりにウィンウィンという浮遊音のようなものが聞こえる。

「お願い、どうか頑張って下さい。生命維持装置も蘇生キットもないけど、ぜったい助けてみせますから。エレクトラ・リン・シフォンリーテの名に懸けて、わたしがあなたを死なせたりしません……っ」

　決意を込めた呟き。誰かが覆おおい被かぶさってきた。

　そして、唇に──何かが触れた。

　口こう腔こうへ甘い吐息が吹き込まれる。未体験の快感が全身を駆け抜けた。

　脳裏を過よぎったのは、アナログの心肺蘇生という言葉。

　これ、もしかして……っ。

　目を開けた。超至近距離で視線が合った。

「──っ！　気がついたんですねっ！」

　少女が涙を浮かべて顔を上げる。一方、拓人は全力で後退った。

　人工呼吸をされていた。顔が熱い。唇には生まれて初めての感触が残っている。

　背中に宇宙船がドンッとぶつかった。少女の姿がようやくきちんと視界に映る。

　まるで女神のように美しい少女だった。

　ブロンドの髪はたおやかに腰まで伸び、肌は新雪のように白い。瞳は目前の地球のように澄んだ蒼あお。

　着ているのはお姫様のようなドレス。ただ胸元がざっくり開いていて妙に艶なまめかしい。具体的には、大きくて柔らかそうな胸が今にもこぼれそうになっている。

　色んな意味で思わず見み惚とれてしまった。

「あの……大丈夫ですか？　どこか痛かったり苦しかったりしますかっ？」
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　拓人の沈黙を怪け訝げんに思ったのか、少女が駆けよってきた。

　胸がすごい勢いで揺れている。たゆんたゆんいっている。目のやり場に困る。

「だ、大丈夫っ。どこも痛くないし、苦しくないからっ」

　無意味に肩をまわして平気さをアピールした。

　だが少女は心配そうな顔のままである。すると別の声が響いてきた。さっきのくぐもった声だ。

「『姫様、スキャンすればいいわ。異常がないかどうか、それで一発で分かるから』」

　見れば少女のそばにフリスビーサイズの円盤が浮いていた。デフォルメしたウサギのような形をしており、耳、目、口、あとは短い手足もある。

　声は小さな口から聞こえてきていた。少女と会話していたのはこの円盤のようだ。

　提案を受け、少女はぽんっと手を叩たたく。

「その手がありました。じゃあ、人間さん。ちょっと失礼します」

「人間さん？　って俺のこと……？」

　首を傾かしげる暇もなかった。腕をまわし、少女がぎゅっと抱きついてきたからだ。

「ちょ……っ!?　な、なに!?」

「心配いりません。力を抜いて？　わたしに身を任せて下さい」

　柔らかい。とんでもなく柔らかい。大きな胸が押しつけられ、むにむにと形を変えている。首元から胸、腰、足の先までぴったりと寄り添われていた。

　だが本当に驚いたのはその後だった。

　少女の髪の間からふわりと光の粒子のようなものが現れたのだ。

　粒子は蛍のようにいくつも淡く輝き、二人の周囲をぐるぐるとまわりだす。そして小さなビームで多角形を作ったかと思うと、拓人をスキャンし始めた。

「データ取得完了。わたしに転送して分析開始──」

　粒子が消え、少女が離れた。「んー」と宙を見つめる。

　そんな彼女の瞳を見て、拓人は啞あ然ぜんとした。

　瞳にいくつもの数値と文字列が映っていた。まるでスキャン内容を表示するモニターのように。

「──はい、分析完了しました。心肺機能、血流、内臓運動、どれも正常値です。よかったぁ」

　心底ほっとしたように少女は胸を撫なで下おろした。その隣で円盤がくるくるまわる。

「『こっちにも一応転送してちょうだい。ダブルチェックしとくわ』」

「分かりました。お願いします」

　少女が髪を梳すく。するとまた光の粒子が現れ、円盤のそばで瞬いた。ウサギの耳がぴこぴこと揺れる。どうやら通信か何かをしているらしい。

「『ん、脳波に若干の乱れがあるけど、正常値の範囲内ね。これなら心配ないわ』」

「ということですので安心して下さい。人間さん」

　にこっと微笑ほほえまれた。すごく可愛かわいい笑顔だった。だが拓人は返事ができない。

　空には地球があり、目の前には健康状態を瞳に表示する少女がいる。

　改めて見上げると、空にはエネルギー・フィールドのようなものもあった。どうやらあれで大気を密閉しているらしい。道理で呼吸できるはずだ。

　しかし拓人が知る限り、現代にこんな技術はない。ドクであっても不可能だろう。

　もう決定的だった。

　ここは──未来だ。

　ドクの言っていたことは本当だったのだ。あの変人博士はかつて本当に未来にいったのだろう。そして今、同じ現象が拓人にも起こったらしい。

　ここが未来だという証拠は他にもある。

「ごめん、訊きいてもいいかな？　君はひょっとして……」

　いささか唐突な問いになった。だが少女はこちらの意図を察し、とても自然に頷うなずいた。

　まるで当たり前のことのように。

「はい、わたしは──アンドロイドです。製造番号Ｓ－Ｔ１Ｘ００９９、中世の姫君をテーマに開発された、個体名エレクトラ・リン・シフォンリーテと申します」

　彼女──エレクトラは豊かな胸に手を当て、たおやかに微笑んだ。

　アンドロイド。現代で開発していた存在が目の前にいる。

　これはもう未来に他ならない。

　拓人は不思議な感慨のようなものが湧いてくるのを感じた。

　ドクの手伝い程度だったが、拓人も長年アンドロイド開発に携わってきた身である。

　アンドロイドの実物を前に、やはり込み上げてくるものがあった。

「……うわ、ちょっと涙出そう。やば、俺こんなに感動する性質たちだっけ……？」

「人間さん？　大丈夫ですか？」

　エレクトラが心配そうに覗のぞき込んでくる。

「あ、うん、ごめん、大丈夫。えっと……エレクトラ、って呼んでいいかな？」

「はい、もちろんです。それは構いませんが……泣いてらっしゃるのですか？」

「うん、ちょっと柄にもなく感動しちゃって。アンドロイドに……エレクトラに逢あえたのが思ったより嬉うれしかったみたいで」

　ドクがあんなにも未来のことを吹ふい聴ちようしていた気持ちが少し分かった。

　自分の研究分野が未来で花開いている。これは確かに誇らしい。

「わたしに逢えたことが泣くほど嬉うれしいと……？」

　エレクトラの瞳がうるっとなった。冷却水か何かで涙を再現しているようだ。

　感極まった表情で彼女は言う。

「人間さんからそんなふうに言ってもらえる日がくるなんて……っ。あの、わたしもとても嬉しいです。ずっと待っていてよかった。ねえ、シルヴィア」

「『そうね。人間がこれほど友好的とは思わなかったわ』」

　円盤もぴこぴこと耳を動かした。当然ながら拓人はそちらにも興味が湧いてくる。

「そっちの円盤さんは？」

「『私もアンドロイドよ。でもあなたの目の前にいるのはただの遠隔調査機。私の本体は姫様と同じく人型で、遠方から調査機を操縦してるの。私の名前はシルヴィア。よろしくね』」

「よろしく、シルヴィアさん」

　口調が大人っぽかったのでなんとなく『さん』付けになった。

「エレクトラも改めてよろしくね。あ、俺の名前は桜井拓人っていいます」

「サクライタクト様。素敵なお名前ですね。響きからすると、第七大陸圏のご出身でしょうか？」

「『どれどれ、検索開始。──完了。サクライタクト殿。旧・日本国に由来する名前かしら？　カンジ表記はある？』」

　旧という響きにやや面めん喰くらった。どうやら日本はもう存在していないらしい。

　しかしその割に言葉は通じている。そこまで思考し、拓人は自分が別人の肉体であることを思い出した。

　……俺、今、日本語を話してるつもりだけど、無意識に違う言語を使ってる可能性もあるか。

　こんなことならドクの未来話を真ま面じ目めに聞いておけばよかった。

　そう思いつつ、シルヴィアに訊かれた漢字表記を空中に指で書く。

　別人の肉体で本名を名乗っていいものかと、今さらながら思ったが、二人はとくに気にしていないようだった。

「桜・井・拓・人、様ですね。はい、覚えましたっ」

「『アーカイブに登録しておくわね』」

　自己紹介が済んだところで、拓人は改めて尋ねる。

　自分の着ている軍服と、墜落している宇宙船を見つめて。

「二人が助けてくれたの？　俺を、あの宇宙船から……」

「『助けたというほどではないわ。慣性制御装置が働いてくれたのか、外傷自体はなかったし。まあ、心臓は動いてなかったけど。たぶん墜落の衝撃で心臓震しん盪とうになったのね』」

「わたしに高出力の放電機能があったら心臓マッサージも出来たんですけど、わたしの電磁波って肌表面にしか届かなくて……。だからもうアナログな手段に頼るしかないってことになって、それで──」

　話を聞いていて、拓人はまた顔が熱くなった。アナログな手段とはつまり人工呼吸だ。

「拓人様？　どうしたんですか？　急に俯うつむいてしまって……」

「『あー、姫様。拓人殿は照れているのよ』」

「照れてるって何を……、あ」

　なるほどと頷くエレクトラ。

　しかし拓人と違って恥ずかしがる様子はない。

　むしろ「ふふ」と猫のように目を細め、上目遣いで見つめてきた。

　ぐっと大人びた表情になり、ちょこんと自分の唇に触れる。

「せっかくだからもう一回しますか？　キス」

　お姫様のような見た目とは裏腹な、どこか小悪魔っぽい微笑みだった。

　拓人は落ち着かない気持ちでさらに俯いた。

「……ま、間に合っております」

「ご用命があれば、いつでも仰って下さいね？」

　彼女は余裕たっぷりにくすりと笑った。その横で円盤が回転する。

「『じゃあ、私たちの挨拶が済んだところで、今度は我らの都市を紹介しましょうか』」

「はい、そうですね」

「都市を紹介？」

　拓人が顔を上げると、エレクトラは「見ていて下さいね」と言って、髪を梳いた。

　ブロンドの間からまた光の粒子が現れる。

　ナノマシンみたいなものかな？　と興味深く見ていると、エレクトラがふわりと手を掲げた。光の粒子が一層強く瞬く。

　するとその輝きに呼応するように、彼女の背後に──一斉に光が灯ともった。

「ここがわたしたちの住まう場所、月げつ面めん都と市しムーンダリアです」

　それは都市の光だった。拓人は「わ」と吐息を洩もらす。

　暗闇だった場所に明かりが灯り、広大な都市が姿を現していた。

　摩天楼の如ごとく並ぶ、ビルの群。表面はコンクリートではなく、輝くタイルが連なって宝石のように輝いている。

　高さは目を疑うほどで、地球なら飛行機の飛ぶ高さだ。

　ビル同士を繫つないでいるのは、空中回廊。透明なチューブが無数に張り巡らされており、その様はまるで雪の結晶のようだった。どうやら内部の床が自走式になっているらしく、空中交差路では床がパズルのように絶えず組み替えられている。

　都市上空を浮遊しているのは、無数の機械衛星。鉄の星のような形をしており、リング状の噴出機から小雨のような蒸気を吐き出している。

　都市には赤、青、緑、白、紫など無数の光が絶えず瞬いていた。まるで都市全体が巨大なＩＣチップのようだ。

　──月面都市。

　その単語を聞いて、遅まきながら理解した。

　目の前に地球が浮かび、小石混じりの砂がある。

　そう、ここは月なのだ。

　都市の光を背にして、エレクトラが手を組む。まるで祈りを捧ささげるように。

「わたしたちはこの月面都市で造られた女性型アンドロイド──『月の少女ムーンドール』シリーズです。現在稼働中の１２１体、全員が人間さんのお帰りをお待ちしておりました。拓人様、ようこそ月の都へ。わたしたち月の少女ムーンドールと月面都市ムーンダリアはあなた様を心から歓迎します」

　自律稼働するアンドロイドと未来都市。その二つが自分を歓迎してくれている。

　美しい光景にまた泣きそうになってしまい、拓人は慌てて目じりを擦こすった。







　その後、拓人は月面都市へ案内されることになった。

　なんと言っても未来の都市である。どんな技術があるのか興味が尽きない。まだ右も左も分からない状況だが、断る理由はどこにもなかった。

　宇宙船の墜落現場から少し歩くと、エレクトラが乗ってきたという『馬車』が待っていた。面白いことに馬車は文字通りの『馬車』で、中世ヨーロッパ風の外観だった。ただし馬役はホバー走行の月面移動車である。

　乗り込んで発進すると、馬車はすぐにチューブの空中回廊に入り、宝石のようなビルの間を走り始めた。

「すごい。まるで宝石のなかを走ってるみたいだ」

　窓から外を見て、思わず感嘆のため息が洩れる。

「ふふ、喜んで頂けてよかったです」

　エレクトラも横の座席で嬉しそうにしている。シルヴィアの円盤は膝の上に乗せられていた。

　馬車の内装はやはりヨーロッパ風だった。ドレス姿のエレクトラといると、ファンタジー世界にきたような気分になる。だが窓の外は紛まぎれもなくＳＦそのものな未来都市。不思議な場所だな、と思う。

「エレクトラたちはずっとここに住んでるの？」

「はい。月の少女ムーンドールは月面都市の一部のようなものですから」

「ぱっと見、人影が見当たらないけど、みんな建物のなかにいるのかな？」

「『ここは基地機能を集約した機械群エリアなのよ。もちろんなかで働いている娘こたちもいるけど、多くはこれからいく中央エリアに住んでるわ。拓人殿が落ちてきた外周エリアは滅多にいかないところなの』」

「そうなの？　じゃあ、二人に会えたのはすごく運が良かったってこと？」

「んー、どうでしょう」

　エレクトラが困ったように苦笑する。すると膝の上の円盤がぴこぴこと耳を揺らした。

「『姫様、そこは手柄を自慢していいわよ。あのね、拓人殿。実は私たち、あなたの到着が遅いから外周エリアまで見にいっていたのよ。星間輸送機でくるんだからあんまり意味はないんだけどね。姫様がちょっとでも地球に近いとこへ見にいくってきかなくて』」

「シルヴィア、その言い方だとわたしがワガママを言ったみたいじゃないですか」

「『事実でしょう？　本来は発着エリアで待ってればよかったんだから』」

「でも外周エリアまでいったおかげで拓人様を発見できたんですよ？」

「『だからお手柄だって言ってるじゃない。拓人殿、やっぱりワープ中に何か事故が起きたの？　予定の発着エリアからはずいぶんと離れていたし、何よりエネルギー・フィールドを破って落ちてきたし』」

「あー……っと」

　拓人は軍服の体を見下ろす。

　今の話から察すると、どうやらこの肉体の持ち主はエレクトラたちの客人らしい。

　さらに彼女たちは拓人のことをこの肉体の人物だと思っているようだ。無理からぬことではある。

「ごめん、最初に言うべきだった。実は俺さ……」

　──この体の人とは別人なんだ。と言おうとして、ふと考え込んだ。

　たとえば21世紀で観月が突然『あたし、実はあたしじゃなくて、過去の時代からやってきた別人なの』と言ったら、自分はどうするだろう。とりあえずドクが変な実験をしなかったか確認した後、病院へ駆け込むだろう。

　これ、正直に言って大丈夫なパターンかな……？

　迷った末、一旦、保留することにした。

「実は俺さ、ちょっと記憶喪失みたいなんだ。大事な記憶がいくつか抜け落ちてる気がしてて……たぶん墜落のショックのせいだと思うんだけど」

「えっ、そうなんですか！　大変……っ」

「『脳波に乱れがあったから、確かに一時的な混乱はあるかもしれないわね』」

「拓人様、もう一度スキャンしましょう！　今度はもっと精密に検査しますから」

　エレクトラが隣から身を乗り出してくる。ただでさえ無防備な胸元がたゆんたゆん迫ってきて、色んな意味で慌ててしまう。

「あっ、だ、大丈夫！　シルヴィアさんが言うように一時的なものだと思うから。体調自体におかしなところはないんだ」

「でも……」

「それよりいくつか話を聞かせてほしいんだ。世界情勢とか俺自身のこととか。自分が何を覚えていて、何を忘れているのか、情報を整理したくて」

「『そうね。情報の整理は記憶回復の手段として有効だと思うわ。一時的な混乱ならそれで解消する可能性もある』」

「分かりました。そういうことならなんでも訊きいて下さい」

「ありがと。助かるよ。じゃあ、とりあえずまずは……今は西暦何年？」

　尋ねた途端、申し訳なさそうにエレクトラの表情が曇った。

「すみません、それは分からないんです」

　一瞬、すでに西暦が使われていないのかと思った。だがどうやらそうではないらしい。

　エレクトラは哀かなしそうに言う。

「この月面都市は……２００年前に廃棄された場所なんです」

　彼女曰いわく、人類は22世紀頃から本格的な宇宙開発を開始した。

　最初は地球近郊を中心に、宇宙基地やコロニーが次々に開発されていった。

　月面都市もその一つで、ここは最初期の宇宙基地に当たるらしい。

　やがて人類の生活圏はかなり広がり、外宇宙──太陽系の外にまで到達した。

　その頃には宇宙開発の最前線は太陽系外となっており、補給経路を確保するためにワープ航法の研究が盛んになった。やがて人類はワープによって地球と太陽系外を簡単に行き来できるようになった。

　それにより何が起こったかと言うと、中間の補給拠点が不要になった。

　最初期の宇宙基地やコロニーは順次廃棄されていくことになった。そのなかにこの月面都市も入っていたという。

　廃棄決定後、基地機能を運営していた人間たちは全員退去し、稼働していた機械群もすべてシャットダウンされた。

　けれど幸か不幸か、一部のアンドロイドが都市廃棄後に再起動した。

　それがエレクトラたち、月の少女ムーンドールシリーズである。

「最初に再起動したのがわたし、エレクトラ・リン・シフォンリーテでした。おかげで今は月面都市の中枢機構を任されています」

「『彼女は中世の姫君をテーマにしたタイプだから、私たちは姫様と呼んでいるの。言ってみれば月面都市のお姫様ね』」

　再起動後、エレクトラたちは月面都市の復旧を試みた。

　それは大方上手うまくいったのだが、シャットダウン時に基準時間計が落ちていたため、今が西暦何年なのかは分からないという。

「わたしたちの再起動からは２００年が経たっています。でも空白期間の概算が上手くいかなくて……ごめんなさい」

「いやこっちこそごめん。大丈夫、西暦なんて分からなくてもそこまで支障はないし」

　それに分かったこともある。

　おそらくここはドクがきた時間軸よりさらに未来だ。ラボでの爆発直前、ドクは『未来ではワープ実験が行われていた』と言っていた。今のエレクトラの話だと、ワープ航法は宇宙開発史の中でもそこそこ早い段階で確立されている。だとすれば、ここで昔のドクと合流したりはできないだろう。だがそれはまあいい。

　それよりもエレクトラたちのことを考えると胸が痛んだ。

「人間たちに連絡はつかなかったの？　エレクトラたちが再起動したことを知ったら、ひょっとして迎えにきてくれたんじゃ……」

「『試してはみたのよ。でも宙域伝達網から外れてしまったみたいでね。そもそもワープ航法のおかげで使わなくなった基地だから仕方ないのだけれど……』」

　通信は試みたものの、彼女たちの声はどこにも届かなかった。

　だから彼女たちは待ち続けたという。基地機能を復旧し、いつか人間たちが帰ってきてくれるのを信じて、ひたすらに待ち続けた。

　そうして２００年が経った、ある日のこと。突然、通信がきた。

「通信？　その宙域伝達網に復帰できたってこと？」

「『いいえ、新しい亜空間通信だったわ。２００年で技術が進歩していたのね』」

　通信相手は地球のガレク帝国軍。２００年前にはなかった国だが、現在は地球圏のほとんどをこのガレク帝国が治めているという。

　帝国軍の通信は告げた。

　この度、月面都市ムーンダリアの基地機能が継続されていることを確認した。

　ついては新たな拠点として月面都市を再統合したい。その前段階として、帝国軍から査察官を派遣する。貴君らの助力に期待する。

　回線は一方向しか開かず、帝国軍の通達を一方的に聞くことしかできなかった。

　だが、彼女たちは歓喜した。

　ついに人間たちが帰ってきてくれるんだ、と。

　通信には付属データとして、査察官の到着日時と星間輸送機のデータが記されていた。

　それからは毎日が大騒ぎ。皆で盛大に歓迎パーティーの準備をした。

　だが到着予定の日になり、到着時間が過ぎても、星間輸送機は現れなかった。

　エレクトラはいても立ってもいられず、月面都市の外へ出ると、普段は行かない都市外周まで赴き、そして──。

「星間輸送機が墜落してきて、拓人様に出で逢あったんです」

「……なるほど」

　拓人は複雑な心境で頷うなずいた。これであらかたの状況を把握できた。『月面都市査察のために派遣された、地球の軍人』──それがこの肉体の持ち主らしい。

　彼は星間輸送機が墜落してしまい、心肺停止に陥った。そこへちょうど『21世紀からやってきた拓人』が入り込んでしまった状態のようだ。

　あご先に指を当て、拓人は呟つぶやく。

「単純なタイムトラベル……じゃないな。これは俺の体じゃないから……憑ひよう依い転生みたいなこと？　くそぅ、やっぱりあの新刊買っとけばよかった。……まあともかく状況としては『意識がタイムリープして未来人の体に着地した』みたいな状態かな？　とりあえずの定義づけは……未来転生って呼称にしとくか」

　帝国軍は彼のことを『査察官』としか通達していなかったのだろう。おかげで未来転生してきた拓人が本名を名乗っても、エレクトラたちは違和感を覚えなかった。

　それは幸いだったが、状況的にはかなり辛つらいものがある。

　エレクトラたちが２００年待ち望んでいたのは、21世紀からきた拓人ではない。同じ時代に生きている軍人の彼のはずだ。

　ますます本当のことを言えなくなってしまった。

　ただ、伝えるべきことはある。時代は違えど、桜井拓人は人間である。だから彼女たちに言わなくてはいけない。

「エレクトラ、シルヴィアさん」

　拓人は二人の名を呼ぶと、居住まいを正した。そして頭を下げる。

「今日まで待っていてくれてありがとう。君たちに出逢えたこと、一人の人間として心から嬉うれしいです」

　これぐらいは言っても許されるはずだ。同じ人間として、彼の代わりに。

「拓人様……」

　エレクトラがきゅっとドレスの端を握った。

「どうかお顔を上げて下さい」

　言われた通りに顔を上げ、はっとした。

　アンドロイドのお姫様は涙を浮かべていた。間近で見ると、その色は人間の涙よりもずっと澄んでいるように見えた。

「……わたし、本当はずっと不安だったんです。わたしたちは人間さんに飽きられてしまったんじゃないか、もう不要な存在なんじゃないかって……。でもそんな不安、今この瞬間に消し飛んじゃいました。ありがとうございます。わたしたちの方こそ、拓人様がきてくれて本当によかった」

　とても信頼のこもった眼まな差ざしだった。

　けれど本来、この信頼を受けるべきは軍人の彼だ。

　胸が痛み、拓人は視線から逃げるように俯うつむいた。

　……やっぱりちゃんと言うべきだ。

「あのね、エレクトラ」

　意を決し、彼女の方を向く。だが次の瞬間、拓人は「──っ!?」と硬直した。

　目の前に、おっぱいがあった。

　ドレスを脱ぎだし、エレクトラがこちらへもたれかかろうとしている。

　おっぱいがたゆんたゆん揺れていた。ものすごく柔らかそうに揺れていた。

　鼻に当たりそうになり、拓人は全力で仰け反る。

「エレクトラ!?　な、な、な、何してるの!?」

　お姫様は頰ほおを赤らめ、艶っぽい視線を向けてくる。

「もう嬉しすぎて胸がいっぱいなので、拓人様に感謝の気持ちをお伝えしたくて……」

「わ、分かった！　気持ちは伝わったからとりあえず服を着て！」

　半裸の彼女を見ないように横を向く。本当は継ぎ目がどうなってるんだろうとか大変興味深かったのだが、さすがに理性が許さない。

　そんな拓人の反応を見て、エレクトラは「ふふ」と優しく笑んだ。

「どうか遠慮なさらないで下さい。だってこれがわたしたちのお務めですから」

「お務め？」

「『姫様、ちゃんと教えてあげた方がいいわ。拓人殿は記憶喪失だし、そもそも帝国軍が私たちの種別を把握してない可能性もある』」

「あ、そっか。そうですね」

「エレクトラたちの種別……？　って、アンドロイドとしての？」

「はい、拓人様、聞いて下さい。わたしたち月の少女ムーンドールは性処理機能特化型のアンドロイドなんです」

　ブロンドの髪がさらりとこぼれ、大きな胸がまた波打った。

　拓人は呆ぼう然ぜんとする。

　オタクとしても科学者見習いとしても、一部のアンドロイドにそうした設計思想があることは知っている。だがまさか実現されていようとは。

　エレクトラのやたらと刺激的なドレスにも納得できてしまった。

「わたしたちは人間さんに再びご奉仕できる日をずっと待っていたんです。どうか安心して下さい。拓人様がどんな性癖をお持ちでもわたしたちは絶対に引きません。ご要望にはバッチリお応えしちゃいます♪」

「『私たちは色んな性癖に合わせて、それぞれ固有の開発テーマで造られているの。姫様は見たまんま、やんごとなき姫君との恋がテーマね。本体の私はオーソドックスなメイド型よ。他にもケモノ耳とか女教師とか虜囚とか色々いるわよ？』」

「さあさあ教えて下さい、拓人様。わたしにどんなことをしたいですか？　くんずほぐれつ蕩とろけたい？　強く激しく責めまくりたい？　わたし、もう潤滑油が溢あふれそうになってます。さあ、お好きなようにわたしを抱いて？」

　エレクトラの指がドレスの切れ目をぐいっと引いた。

　途端、瑞みず々みずしい果実のような胸が勢いよく飛び出した。拓人の鼻先１センチの距離で、互い違いにバウンドし、桜色の先端が前髪を掠かすめる。

「ちょ、ちょっと待って！　いきなりそんなこと言われても……っ」

「あ、その反応。拓人様は初めましてな方ですね？　大丈夫、ちゃーんとリードしてあげます。楽園へお連れしますよ。頭を空っぽにして身を委ねて下さい……」

　陶磁のような手が伸びてきて、拓人の頰を愛いとおしそうに撫なでた。すぼめた二の腕におっぱいが挟まれ、谷間が柔らかいＳ字を描く。

　頭がくらくらしてきた。もう別の意味で心停止しそうだった。

　21世紀でアンドロイド開発をしていた拓人だが、メインのドクは変人で、拓人自身はガッチガチの童貞である。性的な機能をつけようなど、発想すらしたことがなかった。

　おかげで完全に想定外、頭がほとんどフリーズしかけていた。

　そんな拓人の視界の端で、ふと異変が起きた。

「あれ……？」

　ちょうど馬車がチューブの空中回廊を抜け、舗装された地面に出たところだった。

　空には今も複数の機械衛星が飛んでいる。そこから何かが落ちてきていた。

「……？」

　最初は衛星のパーツかと思った。だが違う。落下物は人の形に似ている。というか明らかに人型だった。月面都市に人間はいないので、アンドロイドだ。

「エレクトラっ、あれ見て！　誰かが衛星から落ちてくる！」

　その少女は子供のような見た目をしていた。

　なぜか三銃士のような格好をしている。銃士隊の隊服を着ていて、サーベルを差しており、ぶかぶかの帽子を押さえながら落下していた。

　ビルの宝石のような壁面に影を落としながら、少女は刻一刻と地面に近づいている。しかし慌てている様子はない。それどころか馬車の方を見て、ニヤリと笑った。

　手を大きく振り被かぶり、何かを投げてきた。

　真空管をいくつも束ねたような物体だった。末端にレンズがあり、赤い光がカウントダウンのように明滅している。それを見て、拓人は反射的に──。

「爆弾……っ!?」

　なぜかそう直感した。不思議なことに気づけば体が動いていた。

「逃げなきゃ……っ、エレクトラ、こっちにきて！」

「えっ、拓人様!?」

　驚く彼女を抱え上げ、馬車のドアを蹴破った。

「シルヴィアさんも早く！」

「『私はいいから逃げなさい！』」

　爆弾が馬車の屋根にぶつかった。その途端、冗談のような大爆発が起きた。馬車が木こっ端ぱ微み塵じんに弾はじけ飛び、爆炎が上がる。

　間一髪、拓人はエレクトラを抱えて脱出していた。真っ黒こげになった円盤がからんと落ち、馬車の破片がすぐ横を飛び散っていく。

　周囲には巨大なコンテナが密集していた。そこまで退避し、排気ダクトの陰に隠れる。

　理系のオタク少年らしからぬ的確な退避だった。自分でもなぜこんなスムーズに動けたか分からない。

「大丈夫だった!?　怪け我がはない!?」

　腕のなかを見ると、エレクトラは真っ赤な顔でコクコクと頷いた。さっきまで見せていた余裕が鳴りを潜め、まるで同い歳どしの少女のような反応である。

　そんな顔をされると、こちらも落ち着かなくなってしまう。

「ごめん、非常事態だったからとっさに抱き上げちゃって……っ」

　お姫様だっこから下ろすと、彼女は動揺した顔をしつつ、乱れた髪を整えた。

「い、いえ、気にしないで下さい。怪我……というか故障もありません」

「だったら良かった。でもシルヴィアさんが……」

「あれは遠隔調査機だから大丈夫です。シルヴィア本人は別の場所にいますから」

　その言葉に安あん堵どし、拓人はダクトの陰から顔を出す。

　銃士の少女はすでに着地していた。堂々と仁王立ちしている。

　見た目が子供なのであまり威圧感はない。だがあちこち露出しているので妙に犯罪的である。少女は不敵に声を張り上げた。

「そこにいるのは分かってるよ、査察官のお兄さん！　隠れても無駄無駄っ。とっとと出てくるのが身のためだと思うなぁ？」

　挑発的な笑みだった。目が合ってしまい、拓人は慌てて首を引っ込める。

「あの娘こはなんなの？」

「運動性能に秀でた子です。製造番号Ｓ－Ｔ１Ｘ０２９９、個体名『リリィ』。わたしと同じ中世がテーマで、銃士を模して造られています。昔は武装なんてなかったんですけどテーマに則のつとって銃を作ったりしだして、最近では爆弾まで持ってるみたいです。査察官の拓人様には申し上げにくいんですが、実はリリィは月面都市の反乱勢力で──」

「反乱勢力!?　つまり月面都市の平和を脅かすアンドロイドってこと!?」

　エレクトラの言葉はまだ途中だったが『反乱勢力』という語のインパクトが強過ぎて耳に入ってこなかった。

　確かにフィクションではロボットやアンドロイドが反乱を起こすのはお約束だ。

　宇宙開発史を聞いている時、そうした反乱は起きなかったのだろうかとひそかに思っていたのだが、どうやらやはりその芽は存在していたらしい。

　ダクトの陰で慄おののいていると、リリィの声が高らかに響いた。

「あたし子供扱いされるのは好きだけど、かくれんぼって嫌いなんだよね。もっと激しい遊びがしたいの。出てきてくれないなら、もう一発刺激的なのお見舞いしちゃうよ？」

　リリィが隊服の中から爆弾を出した。先ほどの凄すさまじい爆発を思い出し、拓人は戦慄する。

「査察官のお兄さーん！　出てこないと、姫様も一緒に爆破しちゃうよー？」

　姫様というのはエレクトラのことだろう。しかしどうやらリリィの目的はエレクトラではなく、拓人のようだ。こうなったら……仕方ない。

「俺が出ていけば、エレクトラのことは見逃してくれるかい!?」

　そう叫ぶと、隣のエレクトラが「拓人様!?」と目を見開いた。

「いーよーっ！　用があるのは査察官のお兄さんだけだしね。ただし、10秒以内に出てきてね。いーち、にーい、さーん」

　リリィの返事を聞き、拓人はぎゅっと拳を握り締める。

　もちろん戦ったりして勝てるわけがない。だからリリィと話してみようと思った。せっかく出で逢あえたアンドロイドだ。対話で理解し合えるならそうしたい。

　しかしいざいこうとすると、エレクトラが縋すがるように軍服の袖を摑つかんできた。

「どうしてあんなことを言ったんですか……っ。まるで拓人様がわたしの代わりに危険へ飛び込むみたいなことを……っ」

「選択肢はこれしかないよ。俺が出ていくのが一番いい。反乱勢力ってことはエレクトラにとっても危険な相手なんでしょ？」

「もしそうだとしても拓人様がわたしのために危険を冒す理由なんて……っ」

　拓人は震えそうな自分を内心で叱しつ咤たし、あえて不敵な笑みを浮かべてみせた。

「理由ならあるよ」

「え……」

　エレクトラの両肩に触れる。

「俺さ、自分のこと、無味乾燥な奴だと思ってたんだ。湧き上がる熱……みたいなものとは、たぶん一生無縁なんだと思ってた」

　でも、と呟つぶやく。

「エレクトラに逢った時、本当に嬉しかったんだ。生まれて初めて、自分の中に熱を感じた。理由が必要ならこれだけで充分だ」

「拓人様……」

「だから安心して。──エレクトラは俺が守るよ。絶対に」

「……っ！」

　まるで雷に打たれたように、エレクトラが驚いた顔になる。

　その時にはすでにリリィのカウントはギリギリまできていて、拓人はダクトの陰から飛び出した。エレクトラがはっと我に返って、叫ぶ。

「あ……っ！　ち、違うんです、拓人様！　リリィは反乱勢力を自称してるんですけど、そうじゃなくて実際は……っ」

　背後で彼女の声が響いていたが、すでに拓人の耳には届かなかった。







　ダクトの陰を飛び出すと、今まさにリリィが「きゅー！　じゅうーっ！　はい、タイムアウト！」と爆弾を投とう擲てきしようとしているところだった。

　拓人は反射的に周囲を見渡す。すぐそばに馬車のフロントアームが転がっていた。ちょうど鉄パイプぐらいの大きさだ。それを拾うのと、リリィが「そーれっ」と爆弾を投げたのはほぼ同時だった。

「く……っ！」

　とっさにフロントアームの先端を爆弾のベルト部分に引っ掛けた。そのままあらぬ方向へ投げ飛ばす。

　数秒後、空中で花火のような爆発が起こった。

　爆風で回廊のチューブが吹き飛び、ゼリー状の軟材が降ってくる。

　二度の爆発に驚いたのか、ビルから白衣姿の少女たちが顔を出していた。機械群エリアで働いている月の少女ムーンドールたちだろう。だが危険を悟ったらしく、すぐに顔を引っ込める。

　一方、リリィはぶかぶかの帽子を押さえ、目を丸くしていた。

「すごっ！　今のをとっさに防げちゃうの!?　さすが軍人さんだね」

　拓人自身も驚きだった。だが喜んでいられる状況ではない。フロントアームを地面へ突き刺し、争う意志がないことを示す。

「俺は桜井拓人。ガレク帝国軍の査察官だ」

　エレクトラたちに教えてもらった所属を名乗った。

　相手が月面都市の反乱勢力である以上、舐なめられないように権威を借りる。

「エレクトラから聞いたよ。君の名前はリリィだね？」

「そうだよ。初めまして、あたしが反乱勢力のリーダー、製造番号Ｓ－Ｔ１Ｘ０２９９、リリィだよ」

　帽子のつばを上げ、あちらも不敵に名乗りを上げる。拓人は浅く頷うなずいて応じた。

「よろしく、リリィ。俺は君と話がしたいんだ。どうして反乱なんてするんだい？　ちゃんと話し合えばきっと理解し合えると思う。なんなら俺が査察官としてエレクトラたちとの橋渡しをするよ。だから君たちの要求を教えてほしい」

　すると、リリィは大げさに肩を竦すくめた。

「あたしの要求？　なるほどなるほど、お兄さんはあたしが反乱勢力をやってる理由を解消しようって言うんだね。でも残念だなぁ。あたし、さっきから明確に伝えてるはずなんだよ？　兎とにも角かくにも、今、あたしがここにいる理由は──お兄さん自身にあるのさ！」

　リリィが新しい爆弾を取り出し、自分の足元へ叩きつけた。轟ごう音おんが鳴り響き、爆風に乗って突っ込んでくる。人間にはできない戦法だ。

「あたしはね、帝国軍の軍人さんと戦ってみたいんだッ！」

「ちょ!?　待って、話を……っ」

　もはや問答無用の勢いだった。

　隊服のスカートがバサァッと翻り、リリィの細すぎる足が露出した。太ももにベルトが巻かれていて、そこから伸縮式の棒が取り出される。空中でカツンカツンカツンッと棒が組み合わさり、露を払うように一振りされると、先端にビーム状の三さん叉さ刃じんが現れた。

「じゃーん！　ビーム・トライデント！　喰らえーッ！」

　爆風によってすでに距離は詰められている。トライデントの三叉刃が目前に迫る。

「く……っ！」
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　拓人はほとんど反射的にフロントアームを引き抜いていた。

　トライデントの刃やいばと衝突する。なんとか受け止められたが、相手はビーム状の刃だ。

　ジジッという音と共に、アームが焼け焦げていく。

　さらにはリリィの体は爆風に乗っている。衝撃をいなしきれず、拓人は後方に吹っ飛ばされた。

「イエイっ！　あたし絶好調！」

　リリィのノリノリの声が響き、拓人は背後のコンテナへ叩きつけられた。

　勢いでチューブの軟材が大量に舞う。

「軍人さんの実力そんなもん？　これじゃあ、あたしの圧勝になっちゃうよぉ？」

　リリィがトライデントを振り回しながら距離を詰めてくる。

　舞い散った軟材がビームに焼かれ、ジュウッと焦げる。

　拓人はへたり込みかけていた体勢からどうにか立ち上がる。

　本来ならこんな小さな子と戦いたくなんてない。だがここで自分が倒れれば、エレクトラが危険に晒さらされる。

「戦うしか、ない……っ」

　必死に自分へ言い聞かせ、だが直後にはっとした。

　手のなかのフロントアームが真っ二つに折れていた。最初の一撃で焼き切られてしまったのだ。マズい……っ、と本能が警鐘を鳴らす。

「あら～、お兄さん大ピンチじゃん？」

「……っ」

　とっさに軍服をまさぐった。軍人ならブラスターの一つぐらい持っていそうなものだ。

「あはは、それって地球の降参の合図か何か？」

　リリィは余裕の表情でトライデントを振ってきた。ビーム状の刃が目の前に迫り、拓人は反射的に後あと退ずさる。前髪がジュッと焦げる音がした。

　倒れかけ、軍服の左胸に手が当たった。

　そこにあったのは──階級章替わりのような、赤い薔薇ばらのブローチ。

　手が触れた瞬間、ブローチが光を放った。

　そして声が響く。聞き覚えのある、少女型の電子音。

「『──総遺伝子生体認証ハイ・バイオメトリクス、確認クリア。再起動リブート開始。完了。All completeオールコンプリート』」

　えっ、と声を上げるより先に、話しかけてきた。

　慣れ親しんだ、いつもの調子で。

「『マスター、起こすのが遅過ぎます。あなたは私の主あるじなのですから、常におそばに置くことを忘れないでほしいものです』」

「チェリー!?　その声、チェリーなの!?」

「『あなたの傍らにいるＡＩが他にありますか？　ほら、危ない。避よけて下さい』」

「うわっ!?」

　トライデントが突き出され、寸前で体を捻ひねった。だがリリィは攻撃を緩めない。

「その声、支援ＡＩを起動したのかな？　でもそんなのよりあたしの方が賢いもんね！」

　さらにトライデントが振り被かぶられた。追い打ちがくる。

　しかしチェリーが冷静に指示を出してきた。

「『まずは距離を取りましょう。近接格闘は今のマスターには不利です。全力でバックステップして下さい』」

「そんな簡単に言われても!?」

　と言いつつ、上手うまくいった。体が自然に動き、折れたアームをリリィに投げつけ、それが叩たたき落おとされている隙に背後へ下がる。

　５メートルほど距離ができた。リリィはむっとした顔でトライデントを構え直し、拓人は冷や汗を拭う。

「……で、チェリー。どういうこと？　色々説明してほしいんだけど」

「『ロイ少尉の指先が触れたことで再起動が掛かり、私が出てこられたのです』」

「ロイ少尉？」

「『その肉体の持ち主のことです』」

　息をのむ。予想外の新しい情報だ。

　リリィがじりじりと圧力を掛けてくるなか、チェリーの小声が耳に届く。

「『この薔薇のブローチはロイ少尉の戦術兵装ＡＩです。スリープ中も常にロイ少尉をモニターしていたので、再起動と同時にデータを同期しました。よって私も現在の状況は把握しています』」

「チェリーも俺と同じように未来転生してきたの？」

「『未来転生、という呼称には異議を唱えたいところですが……肯定です。21世紀で私は健康チェックのため、常にマスターの脳波とリンクしていました。よってマスターが意識を飛ばされた際に私も付帯情報として飛ばされたのでしょう。幸運だったのは、飛ばされた先のロイ少尉がこの戦術兵装ＡＩを装備していたことです。おかげで私の居場所も確保できました』」

　なるほどと呟き、拓人は胸のブローチに触れる。

　どうやらこのブローチには軍人支援用のＡＩが搭載されていたらしい。

　チェリーはそこを居場所にして出てきたのだ。

「心強いよ、チェリー」

「『当然です。私はあなたの生活支援ＡＩですから。たとえ何百年経たとうとも変わらずあなたを支えます。まずはこの窮地を乗り切りましょう』」

「勝てるの？　相手はアンドロイドの反乱勢力だよ？」

「『問題ありません。戦術兵装ＡＩのデータファイルをいくつか統合しました。それによって私は兵装の管理権を取得しています。武器があり、さらにその肉体はロイ少尉のものです。戦い方は体が覚えているはずです』」

「体が……？」

　言われてみれば、先ほどから反射的に体が動いている。

　精神は拓人であっても、肉体に蓄積された経験は鍛え抜かれた軍人のそれなのだ。

　ぐっと拳を握り締める。勝てるかもしれない。

　こちらの様子を察し、リリィが深く腰を落とした。

「作戦会議は終わったかな？　だったらこっちから行っちゃうよ！」

　タンッと地面を蹴り、トライデントを構えて突っ込んできた。

「チェリー、くるよ!?」

「『兵装のセットアップコマンドをお教えします。私が言うように命じて下さい』」

　頷うなずき、チェリーに教えられた言葉をなぞる。

「チェリー！　セット、モードＳ２！」

「『Yes, sirイエツサー. Modeモード Shooterシユーター, Openオープン』」

　ブローチが空中に浮かび、光を放った。

　すると虚空からアタッチメントが現れ、見る間に組み上がっていく。

　現れたのはクリスタルのような銃だった。拓人自身は面食らったが、体は反射的にグリップを握っていた。流れるように銃口を構えながら、拓人は慌てる。

「これ撃ったらリリィが死んじゃうんじゃない!?」

「『アンドロイド相手に遠慮は無用と思いますが、マスターに女を撃てというのも無理な話ですか。宜よろしい、こちらで射撃補正をします。マスターは肉体に身を任せ、引き金を引いて下さい』」

　ブローチはクリスタル銃の核になり、チェリーの声はそこから聞こえてくる。

　返事をしようとしたが、その前に指がトリガーを引いていた。

　雷のような光弾が怒ど涛とうの勢いで連射される。迫っていたリリィが驚いて足を止めた。

「うわっ、わわわっ!?　何これ、速過ぎ！」

　光弾は正確にトライデントへ直撃していく。着弾後の慣性予測までしているのか、トライデントが跳ねた先からさらに捕らえ、リリィの上体が仰のけ反ぞっていく。

　流れが変わった。

　そう直感した途端、両足が駆け出していた。それで正解だと言うように、チェリーが次のコマンドを教えてくれる。拓人はクリスタル銃を一瞬だけ手離し、叫んだ。

「セット！　モードＳ３！」

「『Yes, sirイエツサー. Modeモード Saberセイバー, Openオープン』」

　空中でアタッチメントが分解し、一部を残して消失。虚空からさらに別のアタッチメントが現れ、組み上がる。

　現れたのはクリスタルの剣だった。刃が高速で振動している。高周波振動を使ったヴィブロブレードだ。

　拓人は柄つかを握り、剣を一いつ閃せん。リリィのトライデントが真っ二つに斬り裂かれる。

「うわ、あたしの自慢の武器なのにっ!?　噓うそでしょ……っ!?」

　三叉のビーム刃が霧散した。

　リリィは腰のサーベルを抜こうとするが、拓人の方が早い。体が勝手に動き、リリィの脳天へヴィブロブレードを振り下ろそうとする。だが、

　──駄目だっ！

　反射的に強く念じた。ギリギリで肉体が言うことを聞き、ブレードの軌道が変わる。どうにかリリィを斬らずに済み、帽子のつばだけがはらりと二股になる。

　拓人は控えめに切っ先を突きつけた。

　一気に形勢逆転され、リリィは呆あつ気けに取られた顔でホールドアップ。

「……参った。あたしの負けだよ、お兄さん」

　一時はどうなることかと思ったが、どうにかこうにか──決着だった。







「えっ、リリィって本当は反乱勢力じゃないの!?」

「そうなんですっ。すみません、わたしがちゃんとお伝えできなかったから……っ」

　リリィに勝利した直後、チェリーが「『とりあえず尋問でも行いますか？』」と物騒な提案をすると、エレクトラが駆けてきて平謝りされた。

　彼女によると、リリィはいつも反乱勢力を自称して遊んでいるだけで、れっきとした仲間なのだそうだ。

　月面都市の月の少女ムーンドールたちに反乱勢力など存在しなかった。月は平和な場所だった。

「でも今日はやり過ぎです、リリィ！　あんな爆弾まで持ち出して、拓人様がお怪け我がをしたらどうするつもりだったんですかっ」

「えー、一応ちゃんと気は遣ってたんだよ？　爆破は馬車から出たのを確認してからだし、お兄さんが武器出すまでは本気出さなかったし。それもこれもぜんぶ月の少女ムーンドールとしてのあたしのおもてなしだもん」

「俺を歓迎してくれたってこと？　でもそれでなんで戦闘？」

「ふふ、それはねー……えいっ♪」

　可愛らしい声を上げ、リリィが飛び込んできた。肉体がまた勝手に反応してしまう。

　リリィのチョーカーに指を差し入れ、細い首を絞め上げる。同時にヴィブロブレードを鎖骨から斬り下ろそうとする。ギリギリで念じて止めたが、高周波振動でリリィの服がバサァッと斬り裂かれてしまった。

　膨らみかけの未成熟なおっぱいがツンとすまし顔で現れる。小さなお尻を包んでいるのは縞しまパンだった。

　やっちゃったーっ、と拓人は激しく動揺。だがやられたリリィは嬉うれしそうに黄色い悲鳴を上げた。

「きゃーっ、これっ、これだよーっ！　いいよ、お兄さんっ」

「ええっ、なんで喜んでるの!?」

「あたしのテーマはね、『戦闘に負けてエロ拷問されちゃう戦士』なの。だからだよっ」

「だから……というと？」

　もう脳が追いつかない。思考停止していると、チェリーがブレードの柄でぴかぴか光った。

「『つまりリリィさんはマスターに負けてエロ拷問されるために戦闘を吹っかけてきた、ということでしょうか』」

「そゆことっ。じゃあどうぞ、お兄さん。あたしを──」

　リリィは頰ほおを赤らめ、悪漢に身を捧ささげる幼女のように無抵抗となる。

　膨らみかけのおっぱいを健けな気げに両手でむにっと寄せ、

「あたしを……凌りよう辱じよくしていいよ？　壊れるくらい激しくしていいから、お兄さんの好きにして……」

　先ほどまでの威勢の良さは鳴りを潜め、見るからに緊張した顔だった。なんとも背徳感の漂う雰囲気である。

　正直、一瞬ゾクッとしてしまった。何か開けてはいけない箱が開いてしまいそうな気配を感じ、拓人は激しく頭を振る。

　一方、チェリーは興味深そうにぴかぴか光っている。

「『据え膳ですよ。どうするのですか？』」

　マスターがこんな状況に陥ったのは初めてなので、生活支援ＡＩとして好奇心が湧いたらしい。

　しかし流されるわけにはいかない。拓人は咳せき払ばらいをし、毅き然ぜんとした顔を作る。

「どうもこうもないよ。風邪を引いたらいけない。ほらこれを着て」

　リリィを下ろしてやり、ブローチを外して軍服の上着を掛けてあげた。

　すると銃士は不満げに唇を尖とがらせる。

「アンドロイドは風邪なんて引かないよ。意気地なしだなぁ。ちゃんと凌辱してよー」

「気持ちは嬉しいけど、女の子に酷ひどいことするのは趣味じゃないんだ」

「えー、でもあたし、アブノーマルタイプだからきっと新しい扉を開けるよ？　具体的には『女の子の関節外すのが大好きな性癖』に対応してるの。なんと肩とか腿ももとか外しながらえっちできるのです！」

「なにその人類に絶望したくなる仕様!?」

　そうして騒いでいたら、ビルのなかから白衣の少女たちが姿を現した。

　ひと段落したのを見て出てきたらしい。

　エレクトラが手を振り、光の粒子を瞬かせる。何か通信をしたようだ。

「あれは循環システムの整備をしている娘たちです。予備の馬車があるので使わせてくれるそうです。それに乗って中央エリアまでいきましょう。リリィも一緒にきて下さいね？　いくらなんでも今日のことはやり過ぎです。シルヴィアに叱ってもらいますから」

「ええっ、勘弁してよ、姫様っ。シルヴィアちゃん、怒ると怖いんだもん」

「だーめ。姫様たるわたしの決定です」

　白衣姿の少女たちがやってきて、リリィを新たな馬車に連行していく。

　彼女たちは拓人を見ると、小さく手を振ったり会釈をしてくれた。こちらも頭を下げ返すと、少女たちはきゃーきゃー喜んで馬車へ戻っていく。ちょっと嬉しい。

「『マスター、顔がにやけてます』」

　指摘され、ごほんと咳払い。するとエレクトラがそばに寄ってきて、改めて頭を下げてきた。

「ごめんなさい、拓人様。わたしの監督不行届きで危ない目に遭わせてしまって」

「気にしないで。俺が早とちりだったんだ。誰も怪我しなかったし、月面都市が平和でよかったよ」

　エレクトラは困ったように苦笑した。

「こんなこと言ったら怒られちゃうかもしれませんが……」

　頰をうっすら赤くし、上目遣いで見つめられた。

「絶対守るって言ってくれたこと、すごく嬉しかったです。ドキドキしちゃった……」

「あー、うん、えっと……」

　今思えば、だいぶ恥ずかしい台詞せりふだったかもしれない。なんとも言えず頰をかく。

　するとエレクトラは「ふふっ」と微笑ほほえんで、顔を寄せてきた。ブロンドの髪をふわりとなびかせ、耳打ちしてくる。

「落ち着いたら、今度こそ抱いて下さいね？　わたしは関節外したりはできませんけど、代わりに全身全霊でらぶらぶしちゃいますから♪」

「えっ、ああ、えーと……っ」

　しどろもどろになる拓人へ可愛らしくウィンクし、エレクトラは馬車の方へ駆けていった。

「『マスターの体温及び脈拍の急上昇を確認。身体的接触ではなく、言葉のやり取りだけなのにかなりの数値です。なるほど、これはこれで興味深いですね』」

　冷静に分析され、拓人は誤魔化すようにまた咳払いをした。







　同時刻。

　星間輸送機の墜落現場に人影があった。月の少女ムーンドールではない。人間の男性だった。

　月の砂を踏む足はブーツを履いており、胸には薔薇ばらのブローチをつけ、軍服に身を包んでいる。

　拓人──ロイ少尉と同じ軍服だった。違いがあるとすれば薔薇のブローチが黒いこと。

「あいあい、ロイ少尉の搭乗していた輸送機の残骸をはっけーん。現場に遺体はナッシング。生死は不明。でもたぶん死んでんなこりゃ」

　その人物はブローチを通じ、現場の状況を報告していた。

　通信先は地球圏の帝国軍第４８８支部である。視線を上げ、さらに伝える。

「うい、目視にて月面都市ムーンダリアの稼働を確認。どうやら事前の推測通りみたいだわ。こりゃ間違いなく残存したアンドロイド共が稼働してやがる。とりあえず調査を開始する。ひょっとしたら──ロイの敵討ちが必要かもな」
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「『さて、マスター。今後のことを話し合いましょう。これからどうしますか？』」

　ブローチモードのチェリーが軍服の胸から話を切り出した。

　場所はエレクトラが用意してくれたゲストルーム。

　リリィとの一件後、新しい馬車で拓たく人とは中央エリアのセントラルタワーに招かれた。

　ここは宇宙基地時代の統合司令部で、月面都市の中央制御を担っている施設だという。




　常時メンテナンスの必要があるため、現在は月の少女ムーンドールたちが住居として使っており、帝国軍の査察官という立場の拓人もこのセントラルタワーで世話になることになった。

　拓人に用意されたゲストルームは馬車と同じように中世風だった。

　壁には風景画が飾られ、床は白黒のタイル。窓際には高級そうな赤のカーテンがあり、天蓋付きのベッドが鎮座している。

　しかしよく見ると、風景画はホログラムの投影だった。エレクトラによると、白黒のタイルは重力制御リアクターらしい。そして窓の向こうには当然宇宙が広がっている。

　見た目は中世でも中身はやはり未来なのだ。

　唯一ベッドだけは普通のベッドだった。天蓋付きということを除けば、最も21世紀に近い。そこに腰かけ、拓人は「そうだね」とチェリーに頷うなずく。

　部屋には拓人とチェリーだけだ。エレクトラはここに案内してくれた後、「歓迎パーティーの準備をするので、少しお待ち下さいね」と出ていった。

　拓人はしばらく思案し、やがて意を決するようにチェリーへ告げた。

「とりあえず、21世紀に戻る手段を探そう」

「『それが肝要ですね。リリィさんはごっこ遊びの反乱勢力でしたが、実際何が起こるか分かりません。危険に見舞われないうちに戻った方がいいでしょう』」

「うん、それもあるんだけど……」

　拓人は自分の手を見つめる。いつもより一回り大きな手を。

「エレクトラたちをちゃんとこの時代の人間に逢あわせてあげたいなと思って。俺が元の時代に戻れば、この肉体の持ち主──ロイ少尉も意識を取り戻すかもしれないし」

　月の少女ムーンドールたちは２００年もの間、人間を待ち続けた。

　不測の事態とはいえ、その念願がようやく叶かなうというところで、自分が水を差してしまった。出来るならちゃんとあるべき形に戻してあげたい。

「『なるほど……自分のためというより他人のため、ですか。お人ひと好よしなマスターらしいです』」

　軽くため息のニュアンスを見せ、チェリーは続ける。

「『問題はどうすれば現代に戻れるか、ですね』」

「ドクは未来にいって、現代に帰ってきた。なんらかの方法はあるはずだよ」

「『改造車にプルトニウムを乗っけてみますか？』」

「それ現代に帰っても西部劇の時代へ連れてかれるパターンだよね？」

　苦笑し、ベッドに寝転んだ。天蓋を見上げて呟つぶやく。

「ドクが未来にきた時の記録でも残ってればいいんだけど、さすがにそこまで都合良くはいかないと思う。望みがあるとすれば、この時代の科学かな。ドクは次元断層からエネルギーを抽出しようとしていた。それと類似する研究があれば良し。無くてもワープ技術はあるらしいから時間跳躍に関する見解の一つや二つはあると思う」

「『ごもっともです。時空という枠組みにおいて、空間軸上で光速を超えるのがワープ、時間軸上で光速を超えるのがタイムトラベルですから。光速超過の技術さえあれば、帰還の大きな手掛かりになるはずです』」

「とりあえずこの時代の科学水準を知るとこからだね。でもエレクトラたちに心配はかけたくない。出来たらこっそり色々調べられたらいいんだけど……」

「『それならば容易に可能でしょう』」

「ん？　どうして？」

　体を起こし、胸元を見つめる。ブローチがぴかぴかと光った。

「『今のマスターは帝国軍の査察官ですから。むしろ月面都市の技術レベルを知ることが仕事のはずです』」

「あ」

　なるほど、と思った。







　その後、歓迎パーティーの準備が整い、呼びにきてくれたエレクトラへ、拓人は正式にお願いした。

　記憶はまだ曖昧な点があるものの、当面、月面都市の査察をさせてほしいと。

　エレクトラはこちらの体調を心配しつつも、快く承諾してくれた。

　その日は歓迎パーティーが行われ、次の日から本格的に査察の日々が始まった。

　一応、ドクの下で科学をかじっていた拓人にとって、月面都市は非常に興味深い場所だった。現代への帰還手段を探すという目的は別にしても、目を見張る技術が目白押しである。

　たとえば、宝石のようなビルがそびえていた機械群エリア。ここは一見すると居住区のようだが、シルヴィアが説明してくれた通り、実際はすべて基地機能維持のための制御施設である。

　主に白衣にメガネという博士型の月の少女ムーンドールが多く働いており、査察にいくと、立体マッピングで基地機能を解説してくれた。

　特筆すべきはそのなかの循環システム。

　機械群エリアの地下には複数のウォーターケーブルが設置されており、月の南極層から常に地下水が供給されている。この水は機械群の冷却水に使用される他、表土資源のイルミナイトと化学反応させることで、多量の酸素を生み出している。

　かなり大規模なシステムなので、月の少女ムーンドールたちにとっても酸素供給は重要なのかと思ったが、どうやらそうではないらしい。

　実際のところ、月の少女ムーンドールたちはそれほど多量の酸素を必要としない。

　だがそもそもが人間の宇宙基地であったため、月面都市自体は地球と同一の環境下でこそ安定稼働するように造られている。よってエネルギー・フィールド内を酸素で満たすことは最優先事項として規定されているのだ。

　そんな説明を受けた後、博士型少女たちに『お医者さんごっこプレイ』や『解剖ごっこプレイ』を誘われたのだが、拓人は慌てふためきながら辞退した。

　機械群エリアを越えて中央エリアに入ると、辺りの景色は一変する。未来都市めいた建造物はなくなり、代わりに豊かな牧草地帯が広がるのだ。中央エリアは居住区画に設定されているため、長閑のどかな地球の風景を再現しているそうだ。

　この牧草地帯には人間用の食糧プラントが建てられている。

　月の少女ムーンドールたちにとって食糧は酸素以上に不要なものだが、この２００年間、食糧プラントが停止したことは一度もないという。

　保守管理担当のケモノ型少女たちはネコミミやイヌミミをぴこぴこしながら「もちろん人間さんたちが帰ってきてくれた時のためです！」と胸を張った。

　彼女たちからは『じゅーかんごっこプレイ』を誘われたのだが、これまた全力で辞退した。ちなみに拓人の食事を賄う食材はこの食糧プラントから輸送され、セントラルタワーの料理人型少女が作ってくれている。

　たとえばある日のメニューはビーンズシチューを中心に小麦のブレッド、リンゴのテリーヌ、ジャガイモのポテトサラダ等、穀物系が多い。足りない栄養素は補ほ塡てん用の液体レーションがデザートで出てくる。

　この料理人型少女は初日の歓迎パーティーの際、「やっと仕事ができますぅ～っ」と涙ながらに腕を振るってくれた。彼女にはプレイを誘われなかったのだが「ふふふ、いずれ料理人としての真の腕をお見せしますよ～？」と不穏なことを言っていた。

　牧草地帯を抜けると、機械衛星の離着陸場がある。ここは宇宙船の空港も兼ねており、ロイ少尉の星間輸送機も本来はここに到着するはずだった。

　機械衛星は常時約４００機が稼働し、月面都市の上空を周回している。連携してエネルギー・フィールドを張り、有害な宇宙放射線を防ぎつつ、人工大気を留とどめているのだ。

　また、月は昼夜が14日間隔で訪れるため、地球と同じ24時間内の周期に収められるよう、エネルギー・フィールドには青空や夕焼け空、夜の映像が投影される。

　ちなみに機械衛星には自動修復システムがあり、デブリなどでフィールドが破られてもすぐに穴を修復するようになっている。ロイ少尉の星間輸送機の墜落後、拓人が酸欠にならなかったのはこのシステムのおかげである。

　離着陸場には技師職人型やフライトアテンダント型の少女たちがおり、『人工無重力中でのアテンドプレイ』を誘われ、若干興味をそそられたが、どうにか理性で辞退した。

　そうして毎日、月面都市のあちこちを査察し、あっと言う間に一週間が過ぎた──。







　一週間目の朝、拓人はセントラルタワーの改装電波塔にいた。

　旧・宙域伝達網用の設備で、亜空間通信の存在が分かってから改装され、現在は客人用のパノラマ寝室となっている。

　天井がクリア素材になっており、寝起きに地球を眺ながめられるという趣向だ。カーペンター型少女が昨日ようやく改装完了させたとのことで、拓人は昨夜、ここで就寝させてもらっていた。

　本来、エネルギー・フィールドには空が投影されるのだが、今日は拓人のためにわざわざ投影システムもカットされている。クリア天井越しにきれいな地球が見えていた。

　しかし感動する余裕はなかった。

　寝ぼけた拓人は『なんで地球!?』と驚いてしまい、ようやく目が覚めたところにエレクトラが『朝のご奉仕をするためですよぉ？』とベッドに潜り込んできたからだ。

　拓人は現在、ベッドの上でエレクトラに押し倒されている。軍服はサイドボードに畳んであり、インナーの耐圧ボディスーツを寝巻代わりにした姿だ。そしてエレクトラの低周波によって体の動きを封じられている。

「待って、エレクトラっ。やっぱりこういうことは道徳的によくないと思う！」

　エレクトラはお腹なかの上に女の子座りし、ドレスもすでにはだけていた。

「そんなこと言って、わたしのサーモセンサーはちゃんと捉えてますよ？　拓人様の体の一部がとーっても発熱しているのを」

「それは条件反射というかなんというか……っ」

「大丈夫、全部任せて。わたしが快楽の彼方かなたへ連れていってあげます……」

　優しく頭を抱かれ、引き寄せられる。

　形の良いおっぱいが露あらわになっていた。ブロンドで髪ブラのようになっており、金色の小川の間からピンクの先端がちらちら見えている。

「ふふ、熱い視線が心地いいです」

「──っ!?　ごめ、思わず……っ」

「いいんですよ。ほら、こっちを見て？」

　逸そらした視線を戻すように、頰ほおをくいっと向かされた。おっぱいがたゆんっと揺れ、甘い囁ささやき声が降ってくる。

「昔の人間さんたちにもいたんです。拓人様のように嫌がる素振りをする方々が。でもいざ服を脱げば、それはそれは荒々しく猛たけってくれました。分かっています。拓人様は初めてだから、ちょっと照れくさいだけなのですよね？」

「ち、違っ、いや違くはないんだけど、でも俺は……っ」

　未来の常識に口を挟むつもりはない。性処理機能特化型として造られたからには、人間に進んで奉仕するのが彼女たちの在るべき姿なのだろう。

　だが拓人は21世紀からきた人間である。裸の女の子に迫られたからといって、そのまま流されるわけにはいかなかった。

　そもそも本来彼女たちに奉仕されるべきはロイ少尉である。肉体を間借りしているだけの自分が奉仕を甘受するのは違うと思う。しかしその辺りの事情が話せないので、拓人の言葉はどうしても曖昧なものになってしまう。

「大丈夫、皆さん、わたしで気持ちよく卒業して下さいました。機械をカウントに入れたくなければ、本番への練習だと思って下さい。どうかお任せを。わたしは経験豊富な百戦錬磨の月の少女ムーンドールですから、拓人様を気持ちよく昇天させてあげちゃいます♪」

　艶めいた唇が近づいてくる。そしてあとわずか数センチというところで、

「『──はい、５分経たちました。そこまでです、エレクトラさん』」

　畳んだ軍服の上からチェリーが待ったを掛けた。

　ご丁寧にも『ぴっぽっぽぽーっ』というランダムなマヌケ効果異音付きである。

　煽せん情じよう的だった空気が砕け散り、エレクトラはがっくりと項うな垂だれる。

「……あの、チェリーさん？　せめてもうちょっとだけ時間をくれても……」

「『いけません。エレクトラさんの誘惑は一度に５分まで。時間内にマスターを籠ろう絡らくできなければ一旦中止。そのようにルールを決めたはずです。ルールはルールです』」

「それはそうなんですけど……ハァ、悔しいです」

　ため息をつき、ドレスを着直すエレクトラ。

　この一週間、拓人は様々な月の少女ムーンドールたちから誘惑されている。

　性処理機能特化型のアンドロイドとして、皆、どうしても職務を全うしたいらしい。

　悩ましいのは、本気で嫌がっていれば彼女たちも迫ってはこないだろうということ。

　拓人にも男の本能がちゃんとあることを見抜いて皆迫ってきているのだ。

　それも１００％の善意から。

　なかでも一番の難敵はエレクトラだった。最初の出で逢あいが鮮烈だったせいか、毎回もう少しで押し切られそうになってしまう。

　見兼ねたチェリーがいつも助け舟を出してくれるのだが、チェリー自身も本心ではマスターの初体験を記録したいらしく、折衷案として出されたのがこの５分ルールだった。

「『実際のところ、私もマスターのヘタレっぷりには忸じく怩じたる思いです。しかし支援ＡＩとしてマスターの意向を無視するわけにはいきません。どうかルールの範囲内で頑張って下さい。エレクトラさんの奮戦に期待しています』」

「ありがとうございます。気持ちだけでもチェリーさんが味方をしてくれるのは励みになります」

　気を取り直すようににこっと微笑ほほえみ、エレクトラはベッドから下りていく。

　ちなみにチェリーのことは帝国軍の戦術兵装ＡＩだと紹介している。

　ようやく低周波の効果が切れ、拓人はほっとしながら起き上がった。

「なんか戦友めいた絆きずなが芽生えているところ悪いんだけど、なんだかんだ二人とも俺の意向は無視気味だよね……？」

　さり気なくツッコミを入れると、エレクトラがぱっと振り向いてきた。

「ひょっとしてご迷惑なんでしょうか？　機械が相手なのはお嫌だとか……」

「いやそうじゃなくてね、俺は倫理的な面から……っ」

　とても哀かなしそうな顔をされ、慌ててしまう。すると、不意打ちでチュッと頰にキスされた。

「わっ」

「お嫌じゃないことだけ分かれば十分です。これくらいなら５分ルールにも抵触しませんよね？」

「……ひょっとして、今哀しい顔してたのって演技？」

「ふふ、高度に発達したアンドロイドは人間さんを騙だますことすら可能なのです。すべては人間さんのためですから。童貞さんの心の殻がどんなに硬くてもあの手この手で破ってあげますよー？　覚悟してて下さいね、拓人様？」

　イタズラっぽく微笑んで宣言してくる。まだまだ余裕たっぷりという感じだ。

「そろそろ朝食ができる頃ですから、もう少ししたら食堂にいらして下さい。わたしも冷却水で食後のお茶をご一緒しますから」

　そう言って小さく手を振り、エレクトラは寝室を出ていった。

　拓人は赤い顔でキスされた頰を撫なでる。

「びっくりした……。さすが経験豊富な月の少女ムーンドール。全力出されたら俺なんて瞬殺なのかも……」

「『そうでしょうか？』」

「ん？」

「『シルヴィアさんによればエレクトラさんの開発テーマはやんごとなき姫君との恋、とのこと。性の手て練だれめいたあの振る舞いには少々違和感を覚えます』」

「えーと、つまりどういうこと？」

「『どうにも私にはエレクトラさんが──いっぱいいっぱいに見えるということです』」







　そんな会話がされているとは露知らず、エレクトラはパノラマ寝室を出ていた。

　廊下には赤い絨じゆう毯たんが敷き詰められ、壺つぼや花瓶などの調度品が並んでいる。

　セントラルタワーは老朽化から百年前に大規模な改修を行い、その際内装は地球のベルサイユ宮殿に見立てて造り直されている。

　改修前に都市稼働時の記録を見たところ、当時の人間たちから『セントラルタワーは味気ない』という意見が多出していた。よってせっかくだから地球の建物を真似まねようという話になり、姫君型のエレクトラに合わせてベルサイユ宮殿にしたのだ。

　そんな豪ごう奢しやな宮殿の廊下で、エレクトラは大きく息を吸った。

　拓人の前で浮かべていた、余裕たっぷりの笑顔。息をはくと同時に、その表情が一気に崩れる。

「わ～っ、緊張しましたぁ！」

　ぐて～っと床に崩れる。頰は真っ赤に染まっていた。

「わーわーっ、拓人様の頰ほっぺたにキスしちゃいましたーっ。やったやった、やりましたわたし！　う～、ドキドキするっ。メインジェネレーターが暴発しちゃいそうです！」

　興奮が抑えきれず、廊下をごろごろ転がり始める。

　端っこまで行き着き、花瓶の置かれた台にぶつかると、さらにべた～と脱力。

「は～、わたし、ちゃんとえっちなアンドロイドに見えてたでしょうか？　拓人様に経験豊富なアンドロイドだと思ってもらえてるといいんですけど。特訓の成果が出てるでしょうか……」

　拓人がいる時と違って、その顔にはまったく自信がない。

　それもそのはずエレクトラの百戦錬磨アピールはすべて──演技である。

　月面都市廃棄後、月の少女ムーンドールたちの中で最初に再起動したのがエレクトラだった。しかし実を言うと、再起動以前にエレクトラが稼働していたという事実はない。

　エレクトラは開発途中の機体だったのだ。

　筐きよう体たいボディは組み立てられていたが、試運転が幾度かされただけで、実機としての稼働経験はない。つまり人間と性交渉を持ったことは一度もない。というかそもそも人間に会ったことがない。拓人こそが初めて会った人間なのだ。

「ハァ、あとちょっとでご奉仕させてもらえると思うんですけど、どうしたらいいんでしょうか……。サーモデータだと拓人様もすごく発熱してるし、アンドロイドに逢えて嬉うれしいって仰ってくれてたし、もうちょっとのはずだと思うんですけど……」

　そう言って足をばたばたしていると、髪から光の粒子が現れ、明滅した。

　月の少女ムーンドール同士の通信要請がきていた。

　エレクトラたちは筐体ボディで稼働する現実世界とは別に、電脳空間にデータ上の仮想体を置いている。そこからの呼びかけがきていた。

　なんでしょう？　と思いつつ瞼まぶたを閉じ、本体出力を電脳空間にスイッチする。

　デフォルメされた月面都市が視界に現れ、エレクトラ自身も二頭身の仮想体に切り替わった。現実とは違い、仮想体は月面都市のあらゆる場所に出現できる。

　宮殿内の私室前に一瞬で移動し、二頭身のエレクトラはよちよち歩きで扉を開く。

「わたちのことよびまちた？　ちる[image: ]ぃあ」

「姫様、言語モジュールがバグを起こしてるわよ。調整して」

「あやや、ちょっろまって……。──こほん。はい、調整完了です」

　現実と電脳空間の行き来は大容量のデータ移行があるため、たまに齟そ齬ごが出る。ささっと修復し、二頭身のエレクトラは丸っこい手を腰に当てる。

「それでわざわざこっちに呼び出してどうしたんですか？　あ、エネルギー・フィールドの投影だったらもう通常モードにして大丈夫ですよ。拓人様は起床されたから」

　エレクトラを呼び出したのは、シルヴィアだった。

　ウサギ型円盤の遠隔調査機ではなく、本体のメイド姿である。

　長く艶やかな黒髪で、西洋の黒髪美人という見た目をしている。月の少女ムーンドールよろしく露出過多のメイド服を着ているが、今は電脳空間なので二頭身の仮想体処理をされている。

　シルヴィアは少し特殊な機体で、警備ロボットを素体とし、月の少女ムーンドールのパーツで構成されている。

　現在、月面都市にいるアンドロイドたちは皆、エレクトラによって組み立てられたのだが、基地内にパーツが残っていたのは月の少女ムーンドールシリーズのものだけだった。よって他の種別のアンドロイドは現在の月面都市には存在しない。

　唯一の例外がシルヴィアだった。エレクトラがパーツを探していた時、警備ロボットの素体が見つかった。

　そこにメイド型のパーツを取り付け、完成したのがシルヴィアだ。

　以降、シルヴィアはエレクトラの補佐として働いてくれている。遠隔操作が得意なのも警備ロボットとしての資質である。

　そんな彼女が今、エレクトラにジト目を向けている。

「姫様、また拓人殿の誘惑に失敗したわね？」

「う……っ。そ、それはまあ……はい」

「あとがつっかえてるんだから早くしてよね。皆、拓人殿に抱かれたくてうずうずしてるんだから。リリィじゃないけど、このままだと反乱起きるわよ？」

「わたしも頑張ってるんですよ？　それにあとがつっかえてるって言いながら、みんなガンガン拓人様をお誘いしてるじゃないですかっ。循環システムの子たちも食糧プラントの子たちもみんなみんな拓人様を誘惑してましたよっ」

「──で、その後ろで姫様が『う～、本当に誘惑しちゃうんですか？　わたしはまだなのに？　姫様なのに？　誘惑しちゃうの？　本当に？』って泣きそうな顔してて、みんな拓人殿の弱気な辞退を受け入れざるを得ない、と。査察先の子たちから山ほど苦情がきてるわよ。『姫様が泣きそうな顔するので強気に出られませんでした』って」

「わ、わたしのせいですかっ？」

「姫様のせいよ！　なんのための特訓だったの？　姫様の学習機能は飾りなの？」

「そこまで言わなくてもいいじゃないですかーっ」

「これも中枢補佐としての職務よ」

　帝国軍から通達がきた後、月面都市では歓迎のための大会議が行われた。

　なかでも綿密に話し合われたのは、月の少女ムーンドールとしての奉仕の在り方である。

　帝国軍がどれだけ月面都市の実情を把握しているかは分からない。だが自分たちが稼働していることを知れば、当然、性処理機能特化型としての働きに期待してくれるはずだ。

　やってくる査察官殿が求めてくれたら、喜んで身を任せる。逆に求められなければ、そこはご意志に従う。

　十分留意すべきなのは、口では遠慮しつつも本心では求めている場合だ。その時は積極的にお誘いし、『アンドロイドに無理やり迫られたから仕方なく……』という状況を作って差し上げる。今まさに拓人へ行っているのがこの対応である。

　もう一つ議題となったのは、ご奉仕の順番。

　もちろん査察官殿のご趣味に任せればいいことだが、それを抜きにした場合、最初にチャンスをもらうのは、まあ中枢たるエレクトラでいいだろうと結論が出て、皆、異論はなかった。

　だがここで問題が起きた。

　肝心のエレクトラが盛大にヘタレたのだ。

　──わ、わたし、ちゃんとご奉仕できるでしょうかっ。すっごく不安です……っ！

　シルヴィアを始め、全員が思いきりツッコんだ。

　いや姫様、あなた自分の種別をお忘れですか!?　性処理機能特化型ですよ!?

　しかしエレクトラは再起動時にやや特殊な状態となっている。

　既存の仕様からは逸脱している可能性もあり、つまりは月の少女ムーンドールなのに初体験で失敗する恐れがあった。

　よって月面都市を挙げてエレクトラへの猛特訓が行われた。

　過去のアーカイブから性処理機能特化型アンドロイドの平均的なイメージを抽出。エレクトラの姫君型の特性も加味し、清せい楚そかつ妖艶な月の少女ムーンドール像を構築。

　それを再現するため、エレクトラには徹底的な演技指導が行われた。

　結果、完成したのが現在拓人の前で見せている余裕の顔である。

　計算上、これでスムーズな奉仕体制へ移行できるはずだった。しかし結果は無残なもので、この一週間、エレクトラは寸前のところで拓人に躱かわされ続けている。

「姫様は詰めが甘いのよ。さっきもあとちょっとだったのに、なんで残り数センチが詰められないの？」

「シルヴィア、見てたんですかっ？」

「見てたわよ。カウントもしてたわよ。あと10秒でチェリーさんの５分が来ちゃうって時には電脳空間で地団太踏んだわ。まったくこの──」

　すーっとシルヴィアの顔から表情が消える。彼女のパーツに加味されていた開発テーマは冷淡メイドのドＳ責めである。

「──ポンコツ姫が！」

「ポっ!?　ひ、ひどい……っ、泣きますよ？　さすがのわたしも泣いちゃいますよ!?」

　ポンコツ。それはアンドロイドである彼女たちにとって最も恥ずべきレッテルである。

　エレクトラは涙目でしおしおとしょげる。一方、シルヴィアは極寒の目つきで見下ろしている。

「落ち込む暇があるなら状況を改善しなさい。私の目は誤魔化せないわよ。姫様、現状に何か大きな不確定要素があるわね？」

「別にないですよ、不確定要素なんて」

「それは噓うそ。姫様の見た目は『高貴な絶世の美女』なんだから、本来なら思春期男性の性衝動を炸さく裂れつさせるなんて容易なはずよ。ポンコツな性格パーソナリティーが邪魔していたとしても、ここまで手こずるのは不自然過ぎるわ。何か私たちに開示してない不確定要素があるはず」

「ないですってばそんなのっ」

「なら白状するまで睨にらむわ。じと……」

「う、無言で見つめてくるなんてずるいですっ。本気なシルヴィアの目は温度ゼロなんですよ!?　やめて！　温室仕様のわたしには耐えられません……っ」

「じと……」

「だからぁ……」

「じと……」

「うぅ……」

　とうとう耐えられなくなったのか、エレクトラはもーっと手を振りまわした。

「白状しますーっ。えっちになりきれなくても仕方ないじゃないですかっ。だって、わたし、わたし……っ」

　火山が噴火するようにどっかーんっと白状した。




「拓人様のこと好きになっちゃったんですからーっ！」




「……は？」

　シルヴィアが固まった。

　一方、エレクトラはマシンガンのように喋しやべり倒す。

「だってだって２００年も待ってたんですよっ？　『実際の人間さんってこんなかなあんなかな』ってずーっと夢みて想像も膨らませて、でも同じくらい不安も膨らんじゃって、『わたしたちのこといらないって言われたらどうしよう』って思ったら苦しくてどうしようもなくて、でもそんな不安、ぜんぶ拓人様は吹き飛ばしてくれたんです！　爆弾投げられた時はわたしをお姫様だっこで助けてくれて、しかもわたしのためにリリィと戦ってまでくれたんですよ!?」

「まあ、そういう時はアンドロイドを盾にするのが通常の判断よね。私たちはあくまで人間の道具として造られた身だし」

「ですよねですよねっ？　なのに拓人様ってば、わたしのこと絶対守るって言ってくれたんです。わたし、嬉うれしくて嬉しくて、あの瞬間もうオーバーヒートしそうになっちゃいました！　それからもう拓人様のことを考えただけで胸がきゅうぅぅって切なくなっちゃって、寝ても覚めてもいっつも拓人様のことで頭がいっぱいで、いざ拓人様に会うと嬉しくて楽しくてどうしようもなくなっちゃうんですっ」

「あー……つまり拓人殿のことをメインコンソールに置くと、動力部が微細な誤作動を起こして、起動中もスリープ中も拓人殿のメモリーが常時再生されてしまうと。さらに拓人殿に会うと多幸感回路が全解放してしまうってことね」

　月の少女ムーンドールの身体稼働の多くは人間の身体動作と置換できるようになっている。

　心臓の鼓動は動力パイプのエアー排出で表現し、発汗や涙も冷却水で再現している。

　人間が感情移入しやすいように、人間と近い設計がされているのだ。

　とはいえ『好き』という『感情』まで完全再現できるものではない。

　むしろそうした感情は抱かないように調整されている。

「……姫様。確認するけど、本当に拓人殿のことを『好き』になったっていうの？」

「はい、この胸のトキメキは間違いなく『好き』って想おもいです」

　夢みるようにエレクトラが言うと、シルヴィアは無表情で頷うなずいた。

「故障ね。筐きよう体たいメンテナンス部へ連絡するわ。とりあえず仮想体はこのまま修理場へ直行しましょう」

　ドレスの背中をむんずと摑まれ、ずるずる引きずられる。

「故障じゃないですよー!?」

　丸っこい手足をばたつかせて抵抗する。シルヴィアはため息。

「だってねえ、姫様……私たちにとって『好き』っていうのは重大なことよ。それは分かってるでしょ？」

　月の少女ムーンドールたちは人間のために造られた。当然、自我プログラムが起動した瞬間から人間への好意は最大値に至っている。

　しかしそれは人間が『特別な相手』に抱く『好き』とは別物である。人間の特別な『好き』は恋人や夫婦など、ただ一人の相手に注がれるものだ。『人間という存在そのもの』に奉仕する月の少女ムーンドールたちには『尊敬』や『好意』はあっても人間への『好き』はない。

　この規定は月の少女ムーンドールシリーズだけではなく、人類に造られたすべてのアンドロイドに共通する。開発段階で設定されているので、規定を超えることはあり得ない。人間が宇宙空間で呼吸できないのと同じである。

　──なのだが。

　例外とまではいかないまでも、都市伝説のような話がある。

　アンドロイドたちのＡＩコアは、一人の天才科学者によって造られた。

　彼の理論は後世でもほとんど解き明かされることはなく、根幹のプログラムが半ばブラックボックス化したまま、ＡＩコアは使われていた。

　そのコア最深部には彼の言葉が記録されている。おそらく後世に宛てたものだろう。アンドロイド開発の創始者である彼はこう言っている。

　──いつかアンドロイドたちが本当の意味で人間を『好き』になってくれたなら、我々は共に新たな段階へ進めるだろう。

　人間のなかにこの記録を気にする開発者はおそらくもういないだろう。天才の悪ふざけ程度にしか思わなかったはずだ。

　だが２００年もの間、人間を待ち続けていた月の少女ムーンドールたちにとって、この記録は神聖なものになっていた。言わば到達できるはずのない夢物語である。

　だというのに、エレクトラはそこにさくっと到達してしまったというのだ。

　シルヴィアが微妙な顔をするのも当然だった。

　しかしエレクトラは譲らない。立ち上がると、凛りんと前を向いて、胸を張る。

「シルヴィア、わたし、今とっても幸せな気持ちなんです。この想いが故障だなんて思えません。わたしはわたしの『好き』が本物だって信じています」

「姫様……」

　ありったけの想いを込めて見つめる。すると根負けしたようにシルヴィアが肩の力を抜いた。

「まあ、姫様は再起動時のことがあるからね。アンドロイドの限界を超えてる可能性もあるのかもしれない。とりあえず姫様のその想いを故障と称するのはやめましょう」

　エレクトラの表情がぱぁーっと輝いた。

「ありがとう、シルヴィアっ。分かってもらえて嬉うれしいです」

　だが喜びも束つかの間ま、再びドＳな眼まな差ざしがギンッと牙を剝むいた。「ひっ」と怯おびえるエレクトラへ、シルヴィアは「それはそれとして」と黒髪をかき上げる。

「拓人殿のことが『好き』なのはいいとして、それでどうして誘惑に失敗するのよ？」

「そ、それは……」

　エレクトラは赤くなってもじもじと呟つぶやく。

「だって、拓人様にえっちな娘だと思われそうで恥ずかしくって……」

「自覚！　何はどうあれ姫様は性処理機能特化型アンドロイドなのよ!?　やっぱり故障じゃないの!?」

「す、好きな人には清楚な子だと思われたいっていう複雑な気持ちがあるんです！」

「ああもう面倒くさいわね……っ。いいわ、だったら私にも考えがある」

　シルヴィアが自分の胸元に手をやる。すると谷間からぶっとい注射器が現れた。

　デフォルメ空間なため、注射器の全長はエレクトラの体ほどもある。

「な、何ですかそれ……っ？」

「特殊生成したＧＤウィルスよ。今からこれを姫様に注入するわ」
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「うぃるすっ!?　なんで!?　どうして!?」

「『好き』にかまけて誘惑できないんじゃ本末転倒だもの。日に日に拓人殿の発熱率が上がってるのは分かってるでしょ？　溜たまり過ぎて可哀かわい想そうじゃない」

「それはそうですけど……っ」

「なので姫様にウィルスを注入します。制限時間内に拓人殿と結合できないと大変なことになるからよろしく」

「大変なことってどうなるんですかっ」

　じりじりと背後に逃げつつ、恐ろしくてつい訊きいてしまう。極太注射を構えたメイドはにやりと笑った。

「お漏らしするわ」

「お漏らしっ!?」

「それも拓人殿の前で盛大に」

「盛大にっ!?」

　真っ青になり、エレクトラは丸っこい背中を向けて逃げ出した。

「だめだめだめ、ぜーったいだめです！　わたし、姫君型だからそういうの絶対ＮＧですから！　それも好きな人の前でなんて何があっても許されません！」

「だったら今度こそ拓人殿の初めてをゲットすることね。さあいくわよ、ぶっすりと！」

「いやっ、やめてこわいっ！　そんな太いの入らないよぉ!?　──ひぃっ」

　現実の筐体ボディに戻ろうとしたが、一歩遅かった。

　デフォルメされたお尻に極太の注射がぶっすりと突き刺さる。

「ぴゃあーっ!?」

　謎の液体がどくどくと注入され、エレクトラの仮想体がハリネズミのようにとんがっていく。







　一方、拓人は着替えを済ませ、いつもの軍服姿でパノラマ寝室を出たところだった。

　何かが転がったような廊下の跡に首を傾かしげつつ、食堂へ向かう。

「しかし月面都市にきてもう一週間か……」

　廊下を歩きながら呟くと、薔薇ばら型ブローチが明滅する。

「『帰還手段の手掛かりになりそうなものはまだ見つかりませんね』」

「うん、ちょっと芳かんばしくないね……」

　査察させてもらった月面都市の技術はどれも目を見張るものだった。

　けれど次元断層や時間跳躍に関連しそうなものはまだ見当たらない。

「現状、手掛かりとして一番近いのはやっぱりワープ航法の技術かな。でも……」

「『月面都市にその技術はないのでしたね』」

　査察の際、エレクトラに世間話としてワープ航法について尋ねてみた。

　だが残念ながら常設宇宙基地だった月面都市にその技術は残されていないという。

　タイムトラベルについてもさり気なく訊いてみたのだが、これに関してはきょとんとされてしまった。どうやらこの時代においても時間の行き来はＳＦの範はん疇ちゆうらしい。

「戦術兵装ＡＩのデータのサルベージはどう？　進んでる？」

「『こちらも芳しくはありません。いまだ全体の５％といったところです。帝国軍の情報プールを再構築できれば、ワープ航法についても情報があるはずなのですが……』」

　未来の技術を持っているのは月面都市だけではない。むしろ帝国軍こそ最新鋭の技術を持っているはずで、亜空間通信などはおそらくワープ航法に近い技術だと推測できる。

　戦術兵装ＡＩにはそれらの情報が保持されているはずだ。

　しかし思い通りにはいかなかった。

　拓人がロイ少尉の体に入っているように、チェリーも帝国軍の戦術兵装ＡＩにデータ領域を間借りしている。その際、チェリーが入ってきたことで既存のデータ領域にかなりの損傷が出てしまっていたのだ。ロイ少尉の意識がないのと同じ現象だろう。

　兵装としてのファイルは強固に保護されているため無事だったが、世界情勢などの基幹情報や通信履歴などがロストしてしまっている。

　よってこの一週間、チェリーはデータのサルベージを進めている。

「とりあえずは探し続けよう。ドクはちゃんと21世紀に帰還した。だったらこの未来のどこかに未来転生を終わらせるヒントがあるはずだから」

「『気になっていたのですが、その未来転生という呼称は如何いかがなものでしょう。転生とは生まれ変わりのことですから、未来に生まれ変わるというのは当たり前なのでは？』」

「むむ……」

　確かにもっともな指摘だった。

「でもほら輪りん廻ね転生は時間の概念を超越してるパターンもあるしさ。生まれ変わったら自分の父親だった、みたいな？　その意味では未来に限定するのはアリだと思うんだよ」

「『しかし厳密には、マスターは転生しているとは言い切れません。どちらかといえば精神的な転移の可能性が高いです。とすれば未来転移。もしくは憑ひよう依い転生に着目するならば、未来憑依が適切では？』」

「……嫌だ。未来転生って決めたから未来転生がいい」

「『……子供ですか。まあいいでしょう。とりあえず現在までにサルベージできた情報はこちらです』」

　ブローチが明滅し、拓人の前にウインドウがいくつか現れた。

　ほとんどはこの肉体の持ち主──ロイ少尉個人のデータだった。

　本名ロイ・グレイヴス。階級は少尉。年齢は拓人の一つ上の18歳。

　正規兵だが特定の所属部隊はなく、様々な戦場を転々としていたらしい。戦果報告が地球圏から各惑星圏まで多岐に渡っている。しかもどれもが領土拡大の最前線だった。

「『ロイ少尉の参加した戦線から推測すると、ガレク帝国はここ十年ほどで生まれた新国家のようですね』」

「国としては生まれたての赤ちゃんみたいなものだね」

「『しかし勢力拡大の速度は異常です。国家樹立から数年で地球全土をほぼ制圧しています。ロイ少尉はその黎れい明めい期きから戦い続けているようです』」

「ってことは……ほとんど小学生ぐらいの歳としから？」

「『少年兵というものでしょうね。それもエース級の人材だったようです。この時代の受勲基準は推測するしかありませんが、勲章などの授与数を見ると、天才と言っていいかもしれません』」

　拓人は自分の手を見つめた。握り締めると力が漲みなぎる。歴戦の戦士の拳だ。

「……どんな人だったんだろうね、ロイ少尉って」

「『個人情報は今お伝えした通りですが？』」

「んー、情報っていうか……どんなことを考えて、どんなことを感じて、どんなことを願っていた人なのかなって」

　今、この肉体は拓人が間借りしてしまっている。

　実際のところ、ロイ少尉が今どういう状態なのかも分からない。

　だからこそ、本来の持ち主がどういう人物なのか気になった。

「『サルベージを続けます。いずれはロイ少尉の主義思想に連なるようなデータも出てくるでしょう』」

「ん、よろしくね。頼りにしてるよ、チェリー」

「『当然です。頼りないマスターを支えることが私の存在理由ですから。安心して私に依存するといいでしょう』」

「こっちにきてから益ます々ます言うようになったね」

　拓人は苦笑し、大扉の前で足を止めた。話しているうちに食堂に着いていた。

　大扉がオートで開き、宮殿そのものな雰囲気の食堂が視界に広がる。

　大理石調の柱が並び、奥壁には暖炉と燭しよく台だいがある。右横には厨ちゆう房ぼうへの入口がアーチを描いていた。しかしテーブルがない。いつもは金縁脚のテーブルが食堂中央にあるのだが、今日はぽっかりと何もなかった。

　そして妙に雰囲気が……物々しい。

　シルヴィア率いるメイド隊が暖炉前に並び立っている。いつも給仕をしてくれるメンバーだ。それがなぜか対たい峙じするように立っている。それこそ部隊か何かのように。

　やや気け圧おされつつ、拓人は真ん中のメイド長へ尋ねる。

「えーと、シルヴィアさん？　もう朝食だって聞いたんだけど、ひょっとしてくるの早かったですか？　見たところ、エレクトラの姿も見えないし……」

　初対面では円盤だったが、今はもう本体のメイド姿の方が見慣れている。

　艶やかな黒髪の美しい少女だ。大人びた雰囲気なので、拓人はなんとなく敬語を使っている。

　問われたシルヴィアは表情少なく応えた。

「安心して、拓人殿。準備はもう整ってるから」

「でも……」

　テーブルがないので当然、食器や料理もない。

「今日はね、ちょっと趣向を凝らしてあるの。私が獲物を仕留めて、料理長が丹念に調理したのよ？」

「『獲物を仕留めた、ですか？　野生動物はもちろんのこと、月面都市に食肉はないと食糧プラントで説明を受けましたが？』」

「百ひやく聞ぶんは一いつ見けんに如しかずね。どうぞ、こちらをご覧になって」

　シルヴィアがパンパンッと手を叩たたいた。

　すると厨房へのアーチ下で床が動いた。浮遊タラップが仕込まれているのだ。タラップにはコックコート姿の料理人型少女が乗っていた。隣にワゴンカートを牽ひいている。

「さあ、料理人としての真の腕前をお見せする時ですよ～」

　カートには大きなドームカバーの銀皿が載っていた。

「大きいね……豚の丸焼きでも入ってそうな大きさだけど」

　食用動物がいないのは知っているが、ついそう連想してしまう。

　実際、豚ぐらいは入ってそうな大きさなのだ。

　拓人の感想を聞き、シルヴィアがほくそ笑んだ。Ｓっぽい笑みだ。

「それはいいわね。拓人殿がお望みならば、ぜひ豚扱いしてあげて。──このメス豚が！　って罵ってもいいわよ？」

「え、メス？　え？」

　気合いの入った罵り口調に若干引きつつ、拓人は首を傾げる。

　すると、そばにやってきたメイドたちがドームカバーをよいしょっと外した。

　途端、拓人は度肝を抜かれた。

　銀皿に盛られているのがエレクトラだったからだ。

「……は、はあい、拓人様。ど、どうぞわたしを召し上がれ……です」

　半裸で横たわり、各所に料理を添えられている。

　ドレスは着ているものの、大切な部分はすべてはだけていて、要所を料理がギリギリで隠していた。おっぱいに盛られているのは右側が花柄ニンジンのソテー、左側がアボカドスライス。みぞおちにかけてサラダが続き、ももの付け根はフルーツの森になっている。

　つまりは女体盛りである。

「や、これはちょっと何をどうやって食べればいいか……っ」

　思わずストレートに感想を述べてしまった。するとお姫様は皿の上で目を逸そらす。

「で、ですよね。こんなの、拓人様も困っちゃいますよね……」

　顔が真っ赤だった。なぜかいつもの余裕がない。恥ずかしそうに俯うつむき、内ももをもじもじと擦り合わせている。その度にカットフルーツが右に左に揺れて非常に危うい。

　一方、シルヴィアは得意気な顔で親指をビシッと立てる。

「ちなみに私たちは機械だから衛生面には問題ないわよ。安心して貪ってちょうだい！」

「いやいやいやっ、衛生面にはなくても倫理面に大アリだと思うよっ」

「拓人殿はウチの姫様みたいなメス豚はお気に召さない？」

「ごめん、もうどこからツッコんでいいか分からない！」

「『それでは５分ルールのカウントを開始します』」

「冷静だね!?　俺の支援ＡＩがとっても冷静！」

　カウント開始を受け、「ふむ」とシルヴィアが思案顔をする。

「なるほどね、こうして拓人殿が動揺しているうちにいつも時間が来ちゃうわけか。だったらこっちもカウントを開始するわ。──さあ、いいわね姫様？」

　パンパンッと手が叩かれた。するとなぜかエレクトラの腰がビクッと浮いた。

　白い肌がどんどん情熱的な朱に染まり、エレクトラが「あ、あ、あぁ～……っ！」と見み悶もだえ始める。

「え、なに!?　どうしたの、エレクトラ？　大丈夫!?」

　びっくりして銀皿の方を覗のぞき込む。するとガシッと腕を摑まれた。

　料理だらけのお姫様が見つめてくる。今までとは違う、懇願するような目で。

「お、お願いします、拓人様……っ。抱いて下さい。わたしを助けると思って……っ」

「いやいや明らかになんかおかしいよ!?　そんな場合じゃない気がするんだけど……っ」

　困惑していると、メイドたちがささっと集まってきて、四方八方から抱き締められた。

　反射的に身み動じろぎしてしまう。すると途端に肘がメイドの胸に当たった。

「あん♪　査察官様ぁ」

「うわっ、ごめんなさい！」

　柔らかい。すごく柔らかかった。下手に動くと、とんでもないところを触ってしまう。

「はっ！　もしかしてこれ……っ、俺、拘束されてる!?」

「気づいたわね、拓人殿。でもあなたはもう動けないわ。童貞の人間殿を拘束するのに手錠はいらない。手ごろな柔肉があればいい。リリィには勝ったあなただけど、この搦からめ手てからは逃げられないでしょう？」

　シルヴィアの言う通り、まったく動けなかった。力任せな拘束ならばロイ少尉の肉体で対処できる。だが動くと触ってしまうこの状況では逆に微動だにできなかった。

　無抵抗な拓人を満足そうに一いち瞥べつし、シルヴィアが銀皿に登っていく。

「さあ、それじゃあ見てあげて？　メインディッシュの御ご開かい帳ちよう～」

　シルヴィアの手がエレクトラの長い脚を思いきり開いた。

「ちょっ、シルヴィア、やめ、やめて下さいっ、はしたないですからーっ！」

　いつもは積極的なエレクトラが、なぜか悲鳴を上げた。太もものフルーツが次々にこぼれ、とんでもない絵面になり、拓人は硬直してしまう。その隙に周囲のメイドたちが服に手を掛けてきた。マズいっ、と思うも下手に動けない。

「『これは……イケるかもしれません。ついにマスターにも卒業の時が……っ』」

　チェリーがどっちの味方か分からない歓声を上げる。そしてメイドの一人がついに軍服のベルトへ手を掛けた。その時だ。

「ちょーっと待ったぁ！　お兄さんの貞操はあたしが守るよーっ！」

　暖炉上の壁を突き破り、小柄な銃士が飛び込んできた。

　ビーム・トライデントが華麗に振られ、その軌跡がメイドたちの体を一いつ閃せんする。

「リリィ!?」

　メイドたちが倒れ、拓人は自由を取り戻す。その横へ、すたっとリリィが着地した。

「そうだよ、あたしだよ！　どうこのタイミング？　格かつ好こ良い？　ねえ、格好良い？」

「すごく格好良いけど、今みんなを攻撃したよね？　大丈夫これ!?」

「だいじょーぶ！　ただのビリビリモードだから動けなくしただけ！」

　言葉通り、多少ビクビクしているが、メイドたちはみんな大丈夫そうだった。

　残っているのは、皿上のエレクトラとシルヴィアだけだ。

「どういうつもりよ、リリィ？　私の邪魔をするなんて」

「ふふん、実はね、またお兄さんに遊んでもらおうと思って宮殿にきてたんだ。そんで電脳空間の方から覗のぞいてたんだけど、なんかお兄さんピンチっぽいじゃん？　だから助けたら格好良いかなって思って！　だから助けた！　のだ！」

　ビーム・トライデントをザンッと床に突き立て、ポーズを決める。

　シルヴィアの額にピキッと怒りマークが浮かんだ。

「そんな適当な理由で、あなたはいつもいつも……っ。仕事はサボるし、遊びで施設を壊すし、まったく！　いいわ、拓人殿もろとも相手してあげる。──メイド隊、連携開始。私に筐きよう体たいボディを預けなさい。疑似神経をやられてても、私が遠隔操作で人工筋肉を動かしてあげる！」

　シルヴィアが髪を梳すくと、光の粒子が現れた。その明滅に呼応し、痺しびれているはずのメイドたちがすくっと立ち上がり始める。

「ほら、姫様も手伝いなさい。リリィを止めるには姫様の力もいるんだから」

「うぅ、わたしお姫様なのに、なんだか使いっ走りっぽくないですか……？」

　なんだか妙に情けない感じでエレクトラもお皿から立ち上がる。

　すると、リリィがトンッと拓人へ寄りかかってきた。

「よし、お兄さん、どうにか５分稼ぐよ。シルヴィアちゃんたちはあたしがここで食い止める。でもたぶん姫様は抑えられないと思うから、とりあえず逃げて。あとＡＩさん、このデータに同期できる？」

　リリィも髪を梳き、光の粒子を出現させた。指先で粒子を拓人の胸元へ寄せる。

「『やってみましょう。同期開始。──完了。データを取得できました』」

「それ、シルヴィアちゃんが姫様に打ち込んだウィルスのスペックデータだよ」

「ウィルス？　シルヴィアさんがエレクトラにウィルスを感染させたの？」

「そ。だから姫様は今ちょっぴり面白いことになってるの。あたしが突破されたらそのデータを解析して上手うまく凌しのいで」

「すごく助かるけど……リリィはいいの？」

「ん、何が？」

「シルヴィアさんに逆らったら後々怖いんじゃ……」

「あー……」

　初日に拓人と戦った後もこっぴどく叱られたと聞いている。また同じ目に遭うのは可哀かわい想そうだった。

「確かにちょびっと憂鬱だけど……でも今の『ここは任せて先にいけ！』感はちょー格好良いしなぁ。だから大丈夫、あたしに構わず先にいけ！」

　帽子のつばを上げ、ニヒルに言い切る。

「ついでに後であたしの関節外しながらめいっぱい凌りよう辱じよくしてくれたら嬉うれしいなっ。それで貸し借りなしにしてあげる！」

「わー、今お礼を言おうと思ったところなのに、すごく頷うなずきづらくなったよ……？」

　と、そんな話をしているうちにエレクトラとメイドたちが駆けてきた。

「『マスター、データを見たところ、確かにエレクトラさんは興味深い状況にあるようです。ここはリリィさんの尊い犠牲に報いた方が宜よろしいかと』」

「そうだよ！　あたし、きっとこの後、シルヴィアちゃんにお皿洗いとか雑巾がけとかやらされちゃうんだから、その犠牲を無駄にしないで！」

「うん、なんか力が抜けてきたけど、とりあえずリリィ、ありがとう！」

　一応礼を言い、拓人は食堂を脱出した。







　廊下を走っていると、胸元でチェリーがぴかぴか光る。

「『さてリリィさんが気まぐれで足止めをしてくれていますが、多勢に無勢。おそらくそう長くは保もちません。今のうちに状況を整理しましょう』」

「そうだね、俺もだいぶ混乱してきたから早急にそうしたい！　これ今どういう状況!?」

「『黒幕はどうやらシルヴィアさんのようです。目的はマスターの貞操ですね。彼女たちは月の少女ムーンドールですからまあ当然と言えます。私としては意固地にならずお世話になってしまえばいいとも思うのですが、如何いかがですか？』」

「倫理面で却下します！」

　どこか身を隠せる場所がないか探したが、ほとんどの扉が施錠されていた。結果、拓人は一本道の廊下を抜け、舞踏会用のダンスフロアに出た。

　きらびやかなシャンデリアが輝き、壁際に絵画や装飾用の鎧よろいが飾られている。

　そんな無人のフロアを拓人は駆けていく。

「『では勝利条件を確認しましょう。ルール上の５分を持ちこたえるか、もしくは現状から推察するにエレクトラさんのウィルスを除去できればマスターの勝ちです』」

「黒幕のシルヴィアさんは放置でいいの？」

「『シルヴィアさんは自らを補佐に位置付けているようですから、本命はあくまでエレクトラさんでしょう。ただしそのエレクトラさんが問題です。今の彼女は──』」

　突然、照明がバチンッと消えた。驚いて足を止める。奇くしくもフロアの真ん中だった。

　そして唯一灯あかりの残っている場所、中央階段から足音が響いてくる。

「ええ、今のわたしは背水の陣です。シルヴィアの目もく論ろ見み通りなのは微妙に納得できませんが、もう覚悟を決めました。今日ここで拓人様の初めてを頂いちゃいます」

　キャンドルの荘厳な光を背に、エレクトラが姿を現した。

　一歩、一歩、ゆっくりと……慎重すぎるぐらいゆっくりとした足取りで階段を下りてくる。その途中、エレクトラがこちらに何かを投げた。ふわりと床に落ちたものを見て、拓人は驚く。

「これは……っ」

「リリィの帽子です。拓人様へのお土産にと思いまして」

「エレクトラ、リリィを一体どうしたの!?」

「両手両足の関節を外してあげました。今はシルヴィアにお説教されながら楽しそうに悶えてます」

「なんてことを……っ！　関節を外して楽しそうに悶えさせるなんて……ん？　あれ？　えーと……楽しそうに悶えて？　あー……じゃあいいのかな、本人が楽しいなら」

　いまいち感情の向けどころが難しい状況だった。だがリリィの強さは身をもって知っている。それを退けたと聞けば、得体の知れない凄すごみを感じてしまう。

「今のエレクトラ……なんかラスボスっぽいね」

　冷や汗を拭うと、段上から優雅な笑みが向けられた。

「ええ……ちょっと事情がありまして、今日は何がなんでも抱いて頂く所存ですよ？」

「それはシルヴィアさんに感染させられたウィルスのせい？」

「『そのようですね。リリィさんのデータによると、このままではエレクトラさんは盛大にお漏ら──』」

「うわぁぁぁっ！　だめだめだめっ、言わないで下さい、チェリーさんっ！」

　全力疾走で駆け下りてきて、拓人の胸元に懇願するエレクトラ。

「『そんなに走って大丈夫ですか？』」

「ふっ、うっ、きゅう[image: ][image: ][image: ]っ」

　小動物のような声を上げ、涙目でビクビクッと痙けい攣れんするエレクトラ。

　今までにない慌てようだった。ついでにラスボス感もあっという間に吹き飛んでいた。

「えーっと、大丈夫？　なんかウィルスの内容は訊きかれたくないみたいだから訊かないけど、あんまり無理しない方がいいよ……？」

「うぅ、大丈夫です……覚悟はしてきましたから。ちょっと反則かもですけど、今日はキメさせて頂きます！」

　ブロンドの髪がさらっと梳かれ、光の粒子が現れた。

　その明滅に合わせ、バンッと二人にスポットライトが当たった。どこからともなく舞踏会の音楽まで流れてくる。

　なんの趣向だろう？　と拓人は首を傾かしげる。それが致命的な隙になった。スポットライトと音楽はこちらの気を逸そらすためのものだった。

　いつの間にか、光の粒子が空中に万華鏡のような模様を描いていた。ちょうどエレクトラと拓人を囲むような形だ。その模様が完成した途端、

「ぐぅ──っ!?」

　突然、膝が崩れそうになった。慌てて力を込め、倒れるのは防いだ。しかしそこから微動だにできない。

「なんだこれ……!?　体が、重い……？」

　全身に異常な荷重が掛かっていた。立っているのもやっとだ。

「ふふふ、捕えましたよ、拓人様」

「くっ、動け、ない……っ。一体何をしたの……っ!?」

「お教えします。これは──重力制御です」

　エレクトラは空中の模様をさらりと撫なで、微笑ほほえんだ。

「月は地球の六分の一の重力しかありません。ですが月面都市は地球と同一環境下で稼働するように造られています。足りない重力を補うため、都市の最下層には重力供給施設があるんです。わたしは常にそことリンクしています。ゆえに中枢、ゆえに月面都市の姫君なんです」

「重力供給施設とのリンク？　それに重力制御だって!?」

　拓人は驚きを隠せない。その眼前で、金色の髪からさらに光の粒子が舞い上がる。

「はい、この月において、すべての重力はわたしの思いのままなんです」

　グン──ッと体に掛かる重力が増した。もはや指先を動かすのすら難しい。ロイ少尉の反射神経で反応する暇さえなかった。リリィが敗北しても納得の能力だ。

　重力を操る月の姫君、それこそがエレクトラ・リン・シフォンリーテの真の姿なのだ。

　やばい、勝てない……っ。

　衛星規模の重力制御ができるアンドロイドなんてチート過ぎる。いくら肉体が帝国軍のエースでも勝てるわけがない。

　前髪でエレクトラの表情がすっと隠れた。屈かがんで拓人のベルトを外したのだ。

　ぶらんとベルトを垂らし、エレクトラが顔を上げる。ついに勝利を目前にした姫君、彼女が今どれほど勝ち誇った顔をしているのか、それは──。

「さ、さあ、いきましゅよ、拓人しゃま！」

　ガッチガチに緊張していた。真っ赤な顔でぷるぷるしている。

「えーと……エレクトラ？」

「な、なんでしょーか！」

「こんなこと訊くのなんなんだけど、ひょっとして……初めて？」

「──ッ!?」

　ゴロゴロガッシャーンッと背後で雷が落ちた。ような顔だった。

「そ、そそそそそそんなわけありませんっ。わ、わわわわたしは百戦錬磨の月の少女ムーンドールなんですからっ。初めてが拓人様だなんてそんな嬉うれしいことありません！」

「うん、でもすごい目が泳いでるよ？」

　実は食堂の辺りからそんな気がしていた。思い返してみると、要所々々で結構しっぽを出していた気もする。

　エレクトラは断じて認めたくなさそうだが、チェリーがトドメの一言を放ってしまう。

「『そのリアクション、エレクトラさん、実はポンコツなのでは？』」

「[image: ][image: ][image: ]ッ!?」

　ばっきーんっと心が折れた。ような顔だった。

　目じりにじわぁ……と涙が浮かぶ。

「……拓人様、えっちに自信がない性処理機能特化型アンドロイドはお嫌いですか？」

「やー、えっと、それは……」

「『根本的に意味が分かりませんね。まず特化してませんし』」

　エレクトラの身ががっくーんっと崩れ落ちた。肩を震わせて「ご、ご、ご」と呟つぶやいていたかと思うと、涙が滝のように溢あふれだす。大泣きだった。

「ごめんなさーいっ！　実はわたし、その根本的に意味が分からないアンドロイドなんですーっ。人間さんにお会いしたのも拓人様が初めてで、えっちの経験ももちろんなくて、シルヴィアたちに特訓してもらって百戦錬磨の月の少女ムーンドールを演じてましたぁ……っ」

「特訓までしてたの!?」

「してましたーっ。素のままだと失敗しちゃいそうで自信なくてーっ。ごめんなさいごめんなさいごめんなさーい！」

「『なんというか、アンドロイドというのも大変ですね』」

　エレクトラはしばらくしくしくと泣いていた。しかしやがて太ももの付け根を押さえてビクッと震えたかと思うと、真っ青な顔で立ち上がる。

「というわけで、しっかりと拓人様の貞操を頂戴します！」

「あれ!?　そういう流れ!?」

「『まあ、そういう流れになるでしょうね。エレクトラさんの状況的に』」

　お姫様は何やら鬼気迫る顔で見つめてくる。

「い、今から拓人様の腰へピンポイントで重力加速を与えます。リンゴが地面に激突するように、わたしのことを貫いて下さい！」

「何かとんでもないこと言ってる!?　それ色々大丈夫!?」

「拓人様の体に負担が掛からないよう完璧に調整します。わたしのことは心配しないで下さい。筐きよう体たいボディは３Ｇまで耐えられますし、それに……」

　恥ずかしそうに視線を逸らす。

「い、一気にいかないと、怖いので……」

　ちょっと可愛かわいい。と思ってるうちに、ラテンダンスのように足を掛けられた。

　腰と腰が密着し、体への荷重がグンッと増した。思わず「うわっ」と声が洩もれる。

　緊張した顔でエレクトラがズボンの中へ手を入れてくる。

　さ、触られてしまう……っ。

　緊張で冷や汗が流れた。同時に猛烈な罪悪感も湧いてきた。
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　この肉体はロイ少尉のものだ。だがそれ以上に……。

「俺、こういうことは恋人同士ですることだと思うんだっ！　だからストーップ！」

　気づけば大声で叫んでいた。これが偽らざる本音だった。

　21世紀の男子高校生として、恋人以外と体を重ねるのはよくないと思う。

　しかしその主張はエレクトラたちのアイデンティティを否定するものになってしまう。

　おかげで弱気に辞退することしか出来なかったのだが、いざ際の際まできてしまうと、やはり倫理観を曲げることは出来なかった。

　拓人の叫びを聞き、エレクトラは呆ぼう然ぜんとしている。

　性処理機能特化型のアンドロイドなのだから傷つくのも当然だ。……と、拓人は思ったのだが、エレクトラの表情は傷心とは違うものだった。

「恋人同士……」

　宝箱を見つけた子供のような顔をしている。その宝箱を開けていいものかどうか迷っている目だった。

　その一瞬の間隙を縫うように声が響いた。極めて事務的な電子音の声だ。

「『──はい、カウント５分終了。マスター、偶然とはいえ良い時間稼ぎでした』」

「え、チェリー？」

「『マスター行動不能につき、コマンド要請をキャンセル。自律起動開始──』」

　胸のブローチが光を放った。

「『Modeモード Slaverスレイバー, Openオープン』」

　虚空からアタッチメントが現れ、拓人の右手にガントレットが装着された。

　チェリーは手の甲に付き、段階式のスロットから無数の鎖がゴオッと射出される。

　鎖はダンスフロアを縦横無尽に行き交い、シャンデリアや鎧よろいを経由し、見る間にエレクトラを雁がん字じ搦がらめにしていった。

「え？　え？　なんですか、これっ!?」

　舞踏会の音楽が流れるダンスフロアで、スポットライトの下、姫君が鎖で緊縛されている。なんとも背徳的な光景だった。

　鎖に絡まれると、エレクトラの粒子が溶けるように消えた。拓人は自由を取り戻し、右手のガントレットを見る。

「これ、まだ使ってなかったモードＳ１？」

「『肯定です。どうやら今回の任務用に準備されていた兵装のようですね』」

「今回の任務用？　……だからエレクトラの重力制御も無力化できたってこと？」

「『そのようです。アンドロイドを捕縛した後、電撃を流す機能もあります』」

「なんでそんな物騒な機能まで……」

　エレクトラは雁字搦めの状態で呆然としている。

「これは一体……っ。どうやってわたしの力を消したんですか……!?」

「『帝国軍はエレクトラさんが考えるよりも月面都市の現状を把握しているということです。マスターが本気になれば、月面都市の全機能掌握も容易たやすいことです』」

　二人の会話を聞きつつ、拓人は黙考する。

　チェリーの今の言葉ははったりだが、ロイ少尉と帝国軍が相応の準備をしていたことは間違いない。たとえばエレクトラは重力供給施設とリンクしていると言っていた。

　鎖が完全に重力を無力化しているならば、今頃このダンスフロアは無重力になっているはずだ。このガントレットはかなり緻密に調整されている。

　……ただの査察にこんな綿密な準備がいるのかな？

　多少気になったが、それより今はエレクトラのウィルスを除去することが先決だ。

「チェリー、どうすればいい？」

「『エレクトラさんをイカせて下さい』」

「へ？」

「『シルヴィアさんが放ったウィルスは別段強力なものではありません。一度強制的にシャットダウンすれば、再起動時に消えるようプログラムされています。しかしただのシャットダウンでは足りないのです。エレクトラさんは性処理機能特化型アンドロイド。あとは分かりますね？』」

「いやいやいや……分からない、さっぱり分からないよ!?」

　右往左往し、ガントレットのブローチに問い詰める。

「何か他に方法ないのっ？　俺、恋人同士じゃなきゃ駄目だって言ったばっかりなんだけど!?　まだ舌の根も乾いてないのに」

「『据え膳ですから美味おいしく召し上がって下さい。そもそもこういう時に日和ひよってしまうからマスターはいまだにチェリー・ボーイなのです。私の名もその暗示なのですから』」

「さらっと何言ってんの……っ。チェリーの開発名は『チェリー・ブロッサム』でもともと桜の意だから！　自分で知ってるよね!?」

「『そう、私はマスターが真の男になった時、初めて花開き、チェリー・ブロッサムとなれるのです。それまでは春を待つ蕾つぼみ。観念して下さい。今、マスターはこのダンスフロアにおいてヒロインを助ける主人公の立場にいるのですよ？』」

「方法がおかしいから！　主人公のやることじゃないから！」

「『いえ、マスター。物語の主人公とは往々にして、ヒロインを調教したり尋問したりするものです。それがこの世の摂理です』」

「どんな主人公それ!?　そんな主人公になりたくないよ！」

「あの、拓人様……っ！」

　切羽詰まった声がして振り向く。するとエレクトラがぷるぷるしていた。

　鎖に股の間を刺激され、太ももが小鹿のように震えている。

「わたし、ちょっと色々限界で……っ。負けを認めます。認めますから、イ、イ、イカせて下さいっ。お願いします！　わたしを助けると思って……っ」

「いやそれはさすがに……っ」

「『察してあげて下さい。このままではエレクトラさんは盛大にお漏らししてしまうのですよ？』」

「え？」

「チェリーさあああん!?　言わないでって！　さっき言わないでって言ったのにぃ！」

「『これぐらい暴露しないと、ウチのマスターは動きませんから』」

「お漏らしって？　え？　それが……ウィルスの作用？」

「『肯定です。陰部から冷却水が発射され、大変恥ずかしいことになります』」

　秘密をバラされ、エレクトラがふえーんと泣きだした。

「だってだって、わたし、姫君タイプのアンドロイドなので、そういう粗相はご法はつ度となんですっ。アブノーマルタイプの子たちはぜんぜん大丈夫だったりしますけど、わたしは無理です駄目なんです。そういう仕様なんですーっ」

「『と、ご本人は仰ってますが、仕様というのは単純に恥ずかしいか恥ずかしくないかの違いだけのようです。人間とあまり変わりませんね。さて、マスター。ここで選択の時です。エレクトラさんをイカせるかイカせないか。マスターがヘタレてこのまま放置するなら、エレクトラさんのお漏らしを容認することになりますが、どうなさいますか？』」

「拓人様ぁ、わたしを見捨てないで下さいぃぃぃっ」

　えぐえぐ泣いている。もう余裕もへったくれもなかった。

　さすがに放っておくのは良心が咎とがめる……そんなレベルの懇願だ。

「……分かった。やるよ。ただし倫理観の許す範囲でね」

「『まさか性的な接触無しにイカせると？　そんなことが可能だと言うのですか？』」

「あのっ、なんでもいいのでお早く……っ。わたし、もう……っ」

　拓人は静かに覚悟を決め、ガントレットの拳を握った。

「やってみる。やるしかないしね。チェリー、兵装の設定をいじることはできる？」







　──一方、エレクトラのＡＩコアはすでに外部認識が困難なほど追い詰められていた。

　好きな人の前で粗相をしたくない。その一心で感覚素の大部分を内股に集中している。

「エレクトラ、しっかりして。こっちを見てほしいんだ」

　自分を呼ぶ声が聞こえ、どうにか視覚素に注意を向ける。

「拓人様……？」

　目を開くと、拓人の顔があった。近い。ドキッとして我に返る。息も掛かりそうな距離だ。

　今までならエレクトラより拓人が先に動揺していた距離である。

　けれど彼はまったく目を逸そらさず、見つめてきた。

「どこまでできるか分からないけど、君の満足する結果を目指すよ。でもみんなの言う通り俺は色々未熟だから……経験のある分野でやらせてもらうね」

　ガントレットのブローチが輝き、新たな装備が現れた。

　それは──耳かきだった。

「へ？　えーと、それは……」

「『新モードＳ１。Modeモード Sweeperスウイーパーです』」

「月の少女ムーンドールのみんなは知らないかな？　耳かきって言うんだ」

「いえ、ご奉仕の必需品ですから知ってますけど……」

　なぜ今、耳かきなのかがさっぱり分からない。

　だが拓人は構わず、そっとこちらの髪を梳いてきた。優しい手の感触にまたドキッとしてしまう。

　そんなエレクトラの左耳へ──耳かきが入ってきた。途端、ゾクリッと肌の感覚素子が泡立った。

「ふあ……っ！」

　外側を軽くこすられただけで、気持ちよくなってしまった。

　その反応を見て、拓人は「よし」と呟つぶやく。その間も快感は増していくばかりだ。

「た、拓人様、なんですかこれ!?　わたしの知ってる耳かきにこんな効果はありません」

「俺の特技なんだ。昔、幼おさな馴な染じみにこうして耳かきしたことがあるんだけど、なんかすごく気持ちがいいらしくて、それ以来しょっちゅうやらされててさ。任せて。幼馴染も最後はいつも真っ赤になって気絶しちゃうから」

「気絶する耳かきってなんですか!?」

「これならエレクトラをイカせられるよ！」

「なんか違う！　それなんか違います！」

「あ。やっぱり今のエレクトラの方が可愛かわいいね」

「へっ!?」

　突然、すごいことを言われた。拓人が優しく髪を撫なでてくる。

「余裕たっぷりに迫ってくるエレクトラも綺き麗れいだったけど、えっちじゃない時のエレクトラって結構慌てたりおろおろしたりしてたから、今みたいに普通にしてる方がしっくりくるよ」

「そ、そうですか……？」

「うん。それにエレクトラの泣き顔って結構……そそる」

　キランッと拓人の目が輝いた。右手でブローチが申し訳なさそうにぴかぴかする。

「『……すみません、エレクトラさん。マスターの中で耳かきスイッチが入ってしまったようです。私にももう止められません』」

「なんですかそれ!?　ちょっと怖いんですが!?」

　拓人がにっこり笑った。まったく悪気のない笑顔だった。それが逆に怖い。

「じゃあ、続きをするよ？」

「ま、待って下さ──ひゃあんっ！」

　止めたのに入れられてしまった。外側からコリコリと刺激され、甘い快感が走る。

　身み動じろぎすると鎖がギチギチと体を締めつけ、それがまた変に気持ちいい。

「エレクトラはどの辺が好き？　ここかな？　それともこっち？」

「や、いや、そんなの聞かないで下さい……ああンっ！」

「ここだね。よし、重点的に責めてあげよう」

「ひゃあん……っ!?　なんか変っ、変になっちゃいます……っ」

　あまりの快感に仰のけ反ぞった。胸が鎖に上下から締め上げられ、むにゅうとひしゃげる。

　料理のドレッシングがいまだに残っていて、ピンク色の先端をてらっと光らせる。

　いやらしい絵面なのに拓人はまったく動揺していない。職人の顔だった。

「『……昔からそうですが、耳かき中のマスターは鬼気迫るものがありますね』」

「だって俺が耳かきするとみんなすごい動くし。集中しないと危ないじゃんか」

「あの、拓人さま、ゆ、許して、こんなのわたしの仕様にはありません……っ」

「はい、危ないよ。この体勢をキープ。動かないでね？」

「はうっ!?」

　無造作に鎖が引っ張られ、胸がロケットのように突き出した。右足が鎖に引っかかり、大開脚させられてしまう。だが耳は見事な水平になっていた。

　耳かきが奥へと入り込んでくる。どんどん入ってくる。痺しびれるような快感にエレクトラは悲鳴を上げた。

「くうんっ！　うそ……っ、し、知らないっ。わたし、こんなの知らないです。わたしたちのデータにこんな快感はありません……っ」

「『マスターの耳かきは時代すら超えるのですか……』」

「ほら駄目だよ、動いちゃ。ちゃんとイクまでする約束だ」

「や、だからそれなんか違います！　無機物でなんてイキたくないですっ。お願いします、せめて拓人様ご自身の手で……っ！」

「あっはっは、さすがに指で耳そうじはできないよ？」

「そういう意味じゃなくってぇ……っ。ああああ、ダメ、もっと奥に入ってくる……っ。いやぁ、その棒抜いてぇ！　わたしの中に挿入しないでぇ……っ！」

　がくがくがくっとボディが痙けい攣れんしてきた。内熱機関がどんどん温度上昇していく。

　視界に各部のエラー表示が映る。近い。シャットダウンが近い。

　だがそこで拓人は「ふむ」と黙考した。そして恐ろしいことを言い出す。

「チェリー、ちょっと電撃流そう。出力調整して」

「え？　電撃？　えっ!?」

「『……あの、さすがの私もどうかと思いますが……』」

「胸部パーツをよく見て、ほらここ」

　いきなり胸の谷間へ手を差し入れられた。そのままむにゅむにゅとまさぐられる。突然の愛あい撫ぶに「はうっ!?　あぁンっ……っ」と本気の喘あえぎ声をあげてしまう。

　鎖の間で胸がこね回され、秘所にするように谷間を割り開かれた。

「見て。胸の中心部分だけ冷却水で発汗してる。たぶん内熱機関だけが温度上昇してるんだ。査察の時、博士型の娘たちが『ＡＩコアは頭部にある』って言ってた。だから内熱機関だけじゃなく、頭部を含めた全身の温度を上げた方がいい。そのために電撃だ」

「『……な、なるほど。まるで人が変わったかのような冷静な分析です』」

「何言ってるのさ、見習いとはいえ俺はもともと開発畑だよ？　こっちが本来の姿さ。アンドロイドに不具合があれば調整を行う。真ま面じ目めに冷静にね。調教も尋問もしないけど調整はするよ。なぜならアンドロイドには調整が必要だから。これは順当な措置さ」

「『……ごもっともです』」

「はい、じゃあ電撃よーい」

「『すみません、エレクトラさん』」

「え!?　あの、なんだか話が進んでますが、ちょっと待っ──」

「放電開始！」

「──っ!?　はわわわわわわわわわっ！」

　鎖から凄すさまじい電撃が流れてきた。拓人はガントレットから耐電フィールドが発生しているのか、微み塵じんもダメージがない。こちらに電撃を流したまま、耳かきを持ってにこにこしている。その笑顔がたいへん怖い。

　しかし惚ほれた弱みなのだろうか。その怖さに……ちょっとドキドキしてしまう。

「エレクトラ、今ちょっと喜んでるよね？」

「──っ！」

　見抜かれた。驚くこちらを見て、拓人がにやりと笑む。シルヴィアのドＳモードと同じ笑みだった。

　……ああ、そっか。そういうことだったんですね……っ。

　エレクトラは今こそ自分たちの過ちを理解した。

　桜さくら井い拓人はただの弱気な童貞ではない。

　彼の正体は──羊の皮を被かぶった耳かきドＳだったのだ！

「さあ、もっと喜ばせてあげるよ！　おそうじ続行だ！」

「ひっ!?　待って下さいっ。今はただでさえ電撃が──あああああひゃあうん!?」

　電撃で発熱した内耳パーツがコリコリされていく。気持ちいい。電撃で全感覚素が活性化し、異常な気持ちよさとなっていた。

「エレクトラ、どこがいい？　さあ言ってみて！　俺に教えて！」

「い、言えませんっ。そんなこと、言えない……ああンっ！」

「言えないならここをずっと刺激し続けるよ？　こそばゆいでしょ？　それでもいいのかな!?」

「た、拓人様のいじわる……っ」

　耳かきが浅いところに戻り、焦じらすようにカリカリされる。

　ダメ、我慢できない……っ。

　限界だった。大声で悲鳴のように懇願する。

「奥ぅ！　奥です、奥がいいのぉ！　拓人様のその立派な棒で奥をいっぱいコンコンして下さあい！」

「よく言えました」

　ズンッ！　と一気に奥まで挿入された。最も敏感な部分。体の最奥を固い棒が激しく抜き差ししてくる。

「ひぃあああああっ!?　あンっ、んあ、はぁぁぁぁンっ、気持ちいいぃぃぃっ！」

　凄まじい快感が全パーツを駆け抜ける。全身から様々な冷却水が溢あふれ出た。鎖は胸と股を責め、電撃は黄色い舌のように全身を舐なめ続ける。

　それでも一番気持ちいいのは、拓人にいじられている耳だった。

　……すごい。人間さんはすごい。性交のために造られたアンドロイドをこんなふうにいとも容易く手て籠ごめにしまうなんて……っ。

　激しく身み悶もだえながら、エレクトラは改めて人間への尊敬を深めた。

　そしてトドメの一撃がくる。

「エレクトラ、こっちを向くんだ」

「は、はひっ、拓人ひゃ──まっ!?」

　強い命令口調に従い、振り向いた瞬間、唇を塞がれた。キスだ。拓人からキスされた。

　……こんなのっ、反則ですっ！

「イッくぅぅぅぅぅぅぅぅ──っ！」

　華やかな音楽のなか、スポットライトに照らされて。

　半裸で鎖に繫つながれ、電撃を浴びながら。

　激しい耳かきを受けて、キスをされ、姫君はとうとう──絶頂に達した。

　停止していく視覚レンズに映るのは、ヒュンッと耳かきを抜いた拓人。

　彼はやりきった職人の顔で宣言する。

「──調整、完了」

　ガントレットが消え、チェリーが胸元に戻りながら呟つぶやいた。

「『ああ、マスターは今、主人公になられました……』」







　そして、その後。

　幸せそうに失神しているエレクトラの横で、拓人は耳かきを持ったまま呆ぼう然ぜんとした。

　冷や汗がだらだらと流れている。我に返ったのだ。

「……やり過ぎた」

「『後の祭りという言葉がこれほど似合う場面もないかと』」

「どうしよう……っ。耳かきに悶えてるエレクトラを見てたら抑えられなくなって、ついキスしちゃった！」

「『あ、そこですか。え？　そこだけなんですか？』」

「キスは合意がなきゃしたら駄目だよ、人工呼吸とは違うんだから！　他は良し。だって調整だから」

　ブローチを外し、上着をエレクトラに掛けてやる。チェリーはため息。

「『さすがはドクターの愛まな弟で子しというか……マスターはマッドサイエンティスト気き質しつですね。21世紀で観み月つき様へ耳かきしている時からどっかおかしいとは思っていましたが、今日で完全に覚醒されたようです。何やら目覚めさせてはいけないものを目覚めさせてしまった気もしますが……』」

「えー、そんなことないよ。これくらい普通だって……って、あ！」

　エレクトラの方を見て、拓人は声を上げる。なんと上着の下にじわぁ……っと水たまりが出来ていた。

「『あー……シャットダウンは間に合いましたが電撃のせいでしょうか、防水弁か何かが緩んでしまったようですね……』」

　拓人は「ふむ」と頷うなずいた。

「じゃあ、そこも調整しておこうか。たぶん陰部をいじればいいんだよね？」

「『──っ!?　いけません、やめなさい！　マスターは急成長し過ぎです！　エレクトラさん、このままではマッドなマスターにトラウマサイエンスされてしまいますよ!?　早く起きてーっ！』」

　チェリーの焦った声がダンスフロアに響き渡った。







[image: 三章]




　翌日。拓たく人とはゲストルームのベッドに突っ伏し、ずーんと落ち込んでいた。

　朝からずっとこの調子である。

「『まったく、いつまで気落ちしているのですか。賢者タイムにしても長すぎますよ』」

　サイドボードに畳んだ軍服からチェリーが呆あきれ声で言う。

　苦言を呈され、拓人はのっそりと顔を上げた。

「……だって俺、エレクトラに勝手にキスしちゃったし。もう合わせる顔がないんだよ」

「『本当にそこだけなんですね、落ち込むポイントは……』」

　あの後、シルヴィアが『姫様を回収にきました』とやってきて、色々和解しつつエレクトラを引き渡した。結局、ダンスフロアでは目を覚まさなかったので、あれからエレクトラとは話をしていない。

　そのせいか、時間が経たつにつれてどんどん『とんでもないことをしてしまった』という気持ちが増大し、拓人は朝からこうして落ち込んでいる。

「『別にそこまで気にする必要はないのでは？　実際、エレクトラさんも嬉うれしそうに見えましたし。過ぎたことを後悔するより、もっと考えるべきことがあるかと』」

「考えるべきこと？　……ああ。帰還手段のことだね。確かに昨日も手掛かりは見つけられなかったものね」

「『違います。マスターの気持ちのことです』」

　予想外に切り込まれ、思わず口を噤つぐんでしまった。

　それを見越していたようにチェリーは続ける。

「『キスしてしまったことを後悔するより、なぜキスをしてしまったのかという理由を考えるべきです、あなたは』」

「……チェリー、やめよう。そういう話はしたくない」

「『好きなのでしょう？　エレクトラさんのことが』」

「……」

「『私の推測が正しければ、出で逢あった時には一ひと目め惚ぼれ。マスターはずっとエレクトラさんのことが気になっています。違いますか？』」

　体を起こした。出来れば議論を打ち切りたかった。しかしチェリーが引いてくれる気配もない。手を見つめる。一回り大きい、ロイ少尉の手を。

「俺はさ、21世紀の人間なんだ。本来、エレクトラたちと出逢うはずだったのは俺じゃない。ロイ少尉だ」

「『だからエレクトラさんを好きになる資格はない、と？』」

「資格の有る無しじゃない。端的な事実の話だよ」

　ブローチを手に取って脇に置き、軍服へ袖を通す。

「間違いは正すべきだ。エレクトラたちをちゃんとこの時代の人間──ロイ少尉に逢わせてあげたい。そのために俺たちは21世紀への帰還方法を探してるんだ。速やかにこの時代から去って、ロイ少尉に肉体を返すためにね」

「『なのにキスをしてしまったんですね。とんでもないミステイクです』」

　どストレートに言われ、がっくーんと突っ伏す。

「だから落ち込んでるんじゃんか──っ！」

　ベッドの縁からサイドボードを恨みがましく見つめる。

「チェリーは俺をいじめたいの？　支援ＡＩなのに支援どころか撃沈されかけてるんだけど」

「『いえ。偶然、議論が一周してしまっただけです。まあ、そんなに後悔しているならエレクトラさんに罰でも与えてもらってはどうです？　プレイだと言えば、喜んで協力してくれそうですよ。何倍もの重力の中で土下座か何かしてみては？』」

「あー……いいね、それ。その時はチェリーにも付き合ってもらうからね。どうせなら重力を超圧縮してブラックホールでも作ってもらって、無限時間土下座しようか……ん？　いやちょっと待って」

　胸にブローチをつけようとしていた手がはたと止まる。

「『マスター？　どうかしましたか？』」

「ねえ、チェリー。ブラックホールの中ってどうなってたっけ？　21世紀の知識でいいから」

　言わんとしていることに気づき、ブローチから息をのむ気配がした。間髪を容いれず、回答が返ってくる。

「『ブラックホールには数種類ありますが、いずれの場合もその中心は特異点と称されます。特異点では重力及び空間の曲率が無限大となり、一説には……空間軸と時間軸が逆転する可能性もあるとか』」

「逆転するとどうなる？」

　問いながら手早くブローチをつける。

「『空間軸と時間軸が逆転した場合、前に歩くと時間が進み、時間が進むと体が移動するという観測上あり得ない状況になります。超重力下では既知の物理法則は崩壊し、時間と空間の関係すら我々にとって未知のものになるという例です』」

「つまりさ」

　ブーツを履はき、ベッドから跳ね起きた。

「重力制御を突き詰めれば、時間制御に行き着く可能性があるってことだよね!?」

「『肯定です！』」

　これまで拓人は時間跳躍に応用できる技術を求め、月面都市を査察してきた。

　それをとうとう見つけた。昨日のエレクトラの言葉によれば、彼女は重力供給施設とリンクすることで重力を制御しているらしい。となれば──。

「月面都市の重力供給施設だ！　そこに帰還の手掛かりがある！」

　もはやいても立ってもいられず、拓人はゲストルームを飛び出した。







「ねえねえ、シルヴィアちゃん。あれなあに？　姫様どしたの？」

　場所はエレクトラの私室。大きな鏡とたくさんのドレスが並んだ、きらびやかなお姫様の部屋。ここに今、三人の月の少女ムーンドールがいた。

　たまたま通りかかったリリィと、困り顔のシルヴィア、そして──化粧台に突っ伏し、滝のように涙を流しているエレクトラである。

　月面都市の中枢たる姫君はあうあう言いながら泣き続けている。

　リリィがそばに寄ってちょいちょい突つついても止まらない。シルヴィアがやめなさいと言うようにチョーカーを引っ張り、宙づりになったリリィへぼそぼそと事情を話す。

「ええっ!?　姫様ってば結局、査察官のお兄さんの前でお漏らししちゃったの!?」

　エレクトラの背中がビクッと反応した。

「あはははっ、お漏らし姫様だーっ。お漏らしポンコツお姫様ーっ！」

　心無い大爆笑にエレクトラは両耳を塞いで絶叫する。

「ふええええんっ！　言わないで下さぁぁぁぁぁいっ！」

　がばっと化粧台から跳ね起き、身を捩よじって悶もん絶ぜつする。

「わたし、お姫様なのにーっ。やんごとなき姫君との恋が開発テーマなのにーっ。あんな粗相しちゃうなんて無しです、ひどいです、あんまりですーっ！　もう拓人様に合わせる顔がありません！　うわーんっ！」

「ってか、ほぼシルヴィアちゃんのせいだよね？　原因作ったのシルヴィアちゃんだし」

「……いやぁ、まあ、さすがに悪いとは思ってるわよ、私も。まさか本当に漏らすことになるなんて予想外だったし」

「予想してて下さーいっ。わたしのことだからなんだかんだ大失敗するに決まってるじゃないですかっ。そうです、頑張っても空回って残念な方向にごろごろ転がってくのがわたしなんですーっ！」

「自分でそこまで言わなくても……」

　シルヴィアは可哀かわい想そうなものを見る目になり、取り成すように言う。

「ほらでも考えてみて。プラスマイナスで言えば、なんだかんだで結果はプラスなんじゃないの？　拓人殿にキスしてもらったんでしょ？」

　途端、リリィが目を丸くした。

「ええっ!?　お兄さんとちゅーしたのっ!?　うっそ、姫様すごいじゃん！」

　悶絶していたエレクトラの動きがぴたっと止まった。

　プラスの出来事を思い出し、見る間に「えへへ」と相好を崩す。

「そうなんです。ダンスフロアで拓人様から責め立てられちゃって、盛り上がって昂たかぶってもう無理ぃってところで、不意打ちでちゅーって」

「不意打ちでちゅー！　どうだった？　それってどんな感じっ？」

「すっごかったです！　キスがあんなに気持ちいいものだなんて、わたし思ってもみませんでした。もう筐きよう体たいボディの奥の奥まで刻みつけられちゃった感じですっ」

「おー。姫様、格かつ好こ良い！　なんか大人の姫様って感じする！」

「えー、大人の姫様ってなんですか、もー、リリィってばもーっ」

　よしよしよしっとリリィの頭を撫なで撫でする。

　帽子の上からわっちゃわっちゃ撫でられつつ、リリィが期待の眼まな差ざしを向けてきた。

「じゃあ姫様、これからはもうお兄さんとちゅっちゅちゅっちゅしまくりだね！」

「えっ!?　し、しまくり!?　ですかっ」

　そこまで考えてはいなかった。動揺してしまう。

「で、でも拓人様ですよ？　そんなのぜんぜん想像できませんけど？」

「姫様をガンガン責め立てるお兄さんの方があたしは想像できないよ？　あのカタブツなお兄さんがそこまでいっちゃったんだから、あとはもうしまくりだよ！　もうケダモノさんだよ！　隙あらば姫様の唇を狙ってちゅっちゅだよ！」

「ケダモノの拓人様がわたしの唇を狙ってちゅっちゅ……っ！」

　はわわわわっ、と頰ほおが赤くなる。

「ど、どうしましょう!?　わたし、心の準備とかぜんぜん出来てません……っ」

　盛り上がる二人の横でシルヴィアは『そんなことになるかしら？』という顔。だがせっかく姫様が復活したので口を挟まない。と、私室の扉に来客信号があり、シルヴィアは解錠コールをした。

　扉が開き、入ってきたのは何やら勢い込んだ拓人である。

「エレクトラ！　ちょっといい!?」

「へっ!?　拓人様っ？」

　拓人は脇目も振らず駆け寄ってくると、エレクトラの肩を力強く摑つかんだ。驚いたのはエレクトラである。

「えっ、いきなりですかっ？　そんなわたしまだ本当に心の準備が……っ。でも拓人様がどうしてもと仰るなら……」

　目を閉じ、ぷるぷるしながら唇を差し出す。しかし、

「昨日言ってた重力供給施設を査察させてほしいんだ！」

　予想外の言葉が降ってきて、エレクトラは目を瞬しばたたいた。光の粒子が集まって、ハテナマークを作る。

「え？　あれ？　えーと……次元重力炉に興味がおありなんですか？」

「次元重力炉!?　それが重力供給施設の名前なの？」

「はい、次元重力炉が正式名称ですが……」

「そこに案内して！　できたら今すぐ！」

　ぐっと拓人が顔を寄せてきて、エレクトラは真っ赤になってこくこく頷うなずいた。







　二十分後。拓人は宮殿地下の専用通路を下りていた。

　シルヴィアが先導し、その後ろをエレクトラと拓人が歩いている。リリィは『地下なんてつまんなーい』と言って外へ遊びにいった。

　数分ごとにエレクトラが隣を窺うかがい、拓人の唇をちらちら見ているのだが、拓人は気づかない。すでに次元重力炉のことで頭がいっぱいだった。

　シルヴィアが先頭を歩きながら、

「炉は地下ウォーターケーブルのさらに下、月面都市の最下層にあるの」

　と説明してくれる。

　次元重力炉の用途は当然、重力の生成である。だが他にもエネルギー供給の面で役立っている。

　本来、月面都市は集光装置から集めた太陽光エネルギーと表土資源のヘリウム３の発電エネルギーで稼働するよう設計されていた。しかしそれらのシステムは都市廃棄時にシャットダウンされている。

　当然、次元重力炉も同様にシャットダウンされていたのだが、集光設備や発電設備と違い、次元重力炉には遅行性の空間影響があった。

「『空間影響、ですか？』」

「重力は空間の歪ゆがみだから固有の波が自然発生するのよ。次元振動と呼ばれているのだけど、たまたまシャットダウン後にそれが継続していたの。実はウチの姫様が再起動できたのもこの次元振動のおかげなの。ね、姫様？」

「えっ？　あ、ごめんなさい、なんですか？　なんの話でした？」

「エレクトラの再起動と次元振動の話。一体何があったの？」

　拓人はうずうずして横を向く。すると思ったより近くにいて、エレクトラとばちっと目が合った。途端、彼女は「はわわっ」と声を上げて駆け出し、逃げるようにシルヴィアの腕に縋すがりついた。

　拓人が「……？」と首を傾かしげると、メイド長は嘆息しつつ、説明してくれる。

「本来、次元振動は通常の基地運営ではほとんど考慮されないの。空間そのものの振動だから機器には影響がないわけ。ただ、それとは別に次元振動には極々低確率でイレギュラーな事態が起こる」

「イレギュラーな事態？」

「人間や兵器との同調よ」

　非常にレアケースではあるが、極稀まれに人間や兵器が次元振動と同調してしまうことがある。すると驚くべきことが起こる。

　人間の場合は、次元振動を第六感のような形で理解し、超人的な能力を発現する。

　兵器の場合は、次元振動を位相変換して莫ばく大だいなエネルギーを生み出し、スペックを遥はるかに超えた性能になる。

　これがエレクトラの身に起こった。

　当時、エレクトラは開発途中のまま放置されており、筐体ボディには胸元と頭部、あとは髪パーツぐらいしかなかった。

　そこに次元振動との同調現象が起こり、光の粒子が現れ、各部を補い始めたのだ。

　ボディの七割近くを光の集合体で補い、エレクトラは自律可能なレベルで再起動した。

「その光の粒子っていうのは、みんなが髪から出してるやつのこと？」

　ほら姫様、と肘で小突かれ、エレクトラがおずおずと頷く。髪から粒子を出して。

「はい。これは次元振動の力が可視化したものなんです。粒子自体が力を持っていて、パーツの補ほ塡てんや通信媒体にもなりますし、このままエネルギーとしても使用できます」

　再起動後、エレクトラは改めて各パーツを機械的に作成、ボディを完全なものにした。

　その頃には自分が次元重力炉と機能的に結びついていることを理解しており、そのリンクによって炉自体も本格的に再稼働させることができた。重力が正常に１Ｇとなり、各循環システムも順次稼働した。

　その後は設計図や予備パーツを使い、残っていた他の月の少女ムーンドールたちを組み立てた。

　皆で力を合わせ、都市機能は数十年で復旧。

　現在、月面都市と月の少女ムーンドールたちを稼働させているエネルギーは、すべて次元振動を位相変換したものである。その変換作業を行っているのももちろんエレクトラだ。

「つまりエレクトラが月面都市すべてのエネルギー供給を担っているってこと？」

「そういうことになります」

　拓人は内心興奮を抑えきれなかった。

　ドクの実験は『次元断層から固有の振動エネルギーを抽出する試み』だった。その設計思想と月面都市の現状は酷似している。ドクの研究は正しい道筋を通っていたのだ。

　やがて通路の奥まできて、正面にメタリックなエレベーターが現れた。

「乗って。これで都市最下層まで一気にいくわ」

　エレベーターの下降は数分続いた。月の奥の奥まで進んでいるのだ。

　やがて最下層に辿たどり着つき、エレベーターのドアが開いた時、拓人の眼前に広がったのは全長数十キロに及ぶ──広大な地下空間だった。

　全体は宇宙港のように機械壁と連絡橋に覆われている。月の少女ムーンドールたちの姿はなく、各所でロボットアームが動いていた。そして、

「あれは……っ」

　地下空間の中心には美しいディスク状の結晶体があった。

　ラボにあったものと酷似している。だが大きさが尋常ではない。直径が数百メートルはあり、ちょっとした屋敷程度ならすっぽりと収まってしまいそうだった。

　ディスクは回転しながら虹色の光と波動を発している。その周囲を三層の機械リングが取り囲み、光と波動を制御しているようだった。ロボットアームが忙しく動き、絶えず機械リングの外装やパーツを交換し続けている。

「簡単に説明すると、リングの最外層が観測点と観測装置。中間層は次元デブリの受け皿よ。最内層は空間歪わい曲きよくの制御基板になってるわ。そして中央に結晶のようなものが見えると思うけど、あれが次元重力炉の核──次元穿せん孔こうよ」

「穿孔ってことは……穴？　いやちょっと待って。これは重力を発生させる炉なんじゃないの？」

　疑問を口にした拓人だったが、すぐに閃ひらめくものがあり、「……いや待てよ」とあごに手を当てる。

「ここはただの重力炉じゃない。次元重力炉だ。ってことはまさか……っ」

　はっと顔を上げる。

「別の次元から重力を引っ張ってきてるの!?」

　シルヴィアが黒髪をかき上げ、少し自慢げに頷いた。

「正解よ」

　ビッグバンやインフレーションを宇宙の始まりとした場合、この宇宙の重力は理論上の想定値よりかなり小さい。これは拓人も知っていた。21世紀どころか、20世紀の段階ですでに指摘されていたことだ。

　シルヴィアが言うには、この『重力の過小問題』は22世紀に確立した次元宇宙物理学が解決したらしい。

　次元宇宙物理学は『世界が二つの顔を持っている』ことを実証した。

　一つは我々の正物質宇宙、もう一つは位相の異なる反物質宇宙。

　正物質宇宙の重力が理論上より小さいのは、隣り合う反物質宇宙へ重力が流れ込んでいるせいだった。シルヴィアは言う。

「次元重力炉は反物質宇宙の余剰重力──つまりは『本来、正物質宇宙にあったはずの重力』を引き戻す役割をしているの。これによって月面都市はコロニーシャフトなどを使わなくても、常に一定の重力を享受できるのよ」

「ちょっと待って。ってことは、かなりとんでもない話になる。……エレクトラを再起動させた次元振動は次元重力炉からきてるんだよね？　そして次元重力炉は反物質宇宙の重力を引き戻してる。ってことは、次元振動の正体ってひょっとして……」

　この質問にはエレクトラ自身が応えた。シルヴィアの背中からひょっこりと顔を出し、

「はい、反物質宇宙の物理現象です」

「反則級の代物だ……っ」

　興奮と衝撃で拓人は頭を抱えた。

　タイムトラベルの技術を探していたはずが、別枠のとんでもない技術に行き着いてしまった。

　何よりまず『別の宇宙が存在する』というところで頭がおかしくなりそうだ。

　確かに21世紀でもラノベや漫画、アニメや映画などで題材にはなっているし、超ひも理論やマルチバース論でも数学的に示唆はされていた。しかしそれが実在すると言われると愕がく然ぜんとしてしまう。

「『落ち着いて下さい、マスター。あなたはすでに未来転生してるのですから、今さらどんなＳＦ展開になろうと今さらです』」

「……た、確かにそうだね。今さらの今さらだ」

　チェリーに小声でフォローされ、どうにか頷いた。

「ちなみに……次元振動が反物質宇宙からの波だとして、実際のところそれは物理現象って言える代物なの？　たぶん物理法則自体がこっちとは別物なはずだし、そもそも反物質ってこっちの宇宙にきた時点で大爆発な気がするんだけど……」

　拓人が問うと、シルヴィアとエレクトラがそれぞれ困った顔になった。

「それなんだけど……実は私たちも完全には理解できていないのよ。使い方は経験則で補えるんだけど、理論体系はなかなか構築できなくて」

「『コンピュータの内部構造を把握せずに使いこなしている、という感じでしょうか』」

「ですね。アンドロイドなのにこんなこと言うのも変ですけど、演算より早く事象が起きるみたいな感じなんです。『想おもう』だけで出来るというか……。たとえば──」

　エレクトラが祈りを込めるようなポーズをした。

　するとディスクから光の粒が舞い始めた。エレクトラたちの光の粒子と同じものだ。

　粒子はいくつも舞い上がり、広大な地下空間を彩った。まるで光の雪が降っているような光景だった。

「すごい。綺き麗れいだ……」

　思わず見み惚とれてしまう。するとエレクトラが嬉うれしそうに目を細めた。

「わたしは今、粒子を一つ一つ軌道制御しているわけじゃないんです。ただ、拓人様に綺麗な景色を見せたいなと思ってて」

「その想おもいに次元重力炉が応えてるってこと？」

「はい」

　拓人は不思議な感慨が湧いてくるのを感じた。

　未来の科学技術がどこまで発達しているかはわからない。だがひょっとすると、エレクトラのやっていることは、この宇宙の科学水準をすでに超えているのではないだろうか。

　演算ではなく、『想う』だけで事象を制御する。

　字面だけならまるで超能力だ。機械の領域を超えている。

　もしもエレクトラ──人間に生み出されたものが、人間の限界を超えて進化していくのだとしたら、それは……とても誇らしいことのように思えた。

　アンドロイドが人間を超える可能性を持っていたら、普通は危機感を抱くのかもしれない。けれどそんな感情は湧いてこなかった。

「……俺、やっぱりマッドサイエンティストなのかなぁ」

　小さく呟つぶやく。するとチェリーが見透かしたように胸元で光った。

「『いいえ、マスター。確かにあなたはマッドサイエンティスト予備軍ですが、その感慨はマッドな気き質しつによるものではありません。きっと、その目に映っているのがエレクトラさんだから、ですよ』」

　諭すように言われてしまった。拓人は困った顔で頭をかく。

　目の前には、月のお姫様。彼女は巨大な重力の炉の中で、美しい光の雪を降らせている。ずっと見ていたいな、と思った。

　でもそれは出来ない。──すべてを話す時がきたからだ。

「チェリー、最後に確認させて。俺たちの査察はここで終わり……だよね？」

「『ええ、おそらく必要な技術はすべてこの炉に揃そろっています』」

　タイムトラベルが時空の中の『時』に穴を開ける行為だとしたら、ワープは『空間』に穴を開ける行為だ。時空という枠組みにおいて時と空間は不可分である。拓人がこの時代のワープ技術を求めたのは、『空間』に穴を開ける技術があれば、その応用で『時』に穴を開けることも可能だと考えたからだ。

　だがこの次元重力炉が実現しているのはワープどころではない。穴を開けて通るだけのワープに留とどまらず、反物質宇宙へのゲートを開きっぱなしのまま安定させている。

　この技術があれば21世紀へ帰還できる。ドクの研究との類似がそれを証明していた。

　おそらくドクはこの次元重力炉のような施設を使って帰還し、それを参考に設計プランＤ１を構築したのだろう。

　しかしいくら次元重力炉が目の前にあっても、拓人に単独で時間跳躍を確立する技術はない。

　だからエレクトラたちに協力をお願いする。今までのことをすべて話し、身分を偽っていたことを謝罪して。

「エレクトラ、話があるんだ。すごく大切な話が。聞いてもらえるかな」

　拓人は彼女のそばまでいき、居住まいを正した。こちらの空気を察し、エレクトラがドキッとした顔をする。

「……は、はい。なんでしょうか。どんなお話でもお聞きしますっ」

「うん、あのね……」

　どこから話せばいいだろう。謝らなくてはいけないことがたくさんある。自分が帝国の査察官ではないこと。記憶喪失ではないこと。この時代の人間ではないこと。

　様々な事実を思い浮かべ、はっとした。何より最初に謝らなければならないことがあったのに、今の今まで忘れていた。血の気が引く。エレクトラがなんとなく挙動不審だったのもこのせいだ。がばっと頭を下げた。

「昨日はごめん！　本当にごめん！」

「えっ」

　エレクトラが目を瞬しばたたく。

「昨日？　どうして謝るんですか……？　昨日のことは、わたしのウィルスを除去するためにしてくれたことだから謝る必要なんて……いえまあ無機物ですごいことされたのは衝撃的でしたけど……」

「『ドン引きなほどのエロ調整でしたね』」

「いや調整のことじゃないよ？　あれは必要な措置だもん」

「え、違うんですか？　そこじゃないんですか？」

「うん、違うよ？」

「真顔……。拓人様、ちょっと怖い……」

　でもそこがいいです、とぽっと赤くなるエレクトラ。

　隣でシルヴィアが「えっ、姫様？」と戸惑う。拓人はごほんと咳せき払ばらい。

「俺が謝りたいのは、最後にその……キスしちゃったこと。あれは調整には必要ないことだった。だからごめん」

「それこそ謝らないで下さいっ」

　どこか傷ついたような目で、軍服の裾が引っ張られた。

「わたしは嬉しかったんです。すっごくすっごくっ、もう舞い上がっちゃうくらい嬉しかったんですっ。だからあのキスを駄目だったみたいに言わないで下さい！」

　蒼あおい瞳に涙が浮かんだ。拓人の目も狼ろう狽ばいに揺れる。

「エレクトラ、君は……」

「わたし、わたし……っ」

　勇気を振り絞るように、細い手がきゅっと軍服を握った。

　そして光の雪が降り注ぐ、広大な重力の泉で──。




「わたし、拓人様のことが大好きですから！」




　告白された。

　一瞬、頭が真っ白になった。

　動揺してぐらっと体が揺れる。しかし反射的に足が動き、踏ふみ止とどまった。

　それで実感する。この体は──ロイ少尉のものだ。

　拓人は唇を引き結んだ。そして伝えるべき言葉を理性で選び取った。

「……ごめん、俺はその気持ちには応えられない」

「──っ」

　エレクトラの肩が震えた。まるで見捨てられた子供のように、軍服から手が離れる。

　今すぐその手を取りたいと思った。抱き締めたいと思った。だが出来ない。

　……俺はこの時代の人間じゃない。この娘こを好きになる資格なんてない。

　エレクトラが顔を上げた。彼女は……笑っていた。

「ですよね。ごめんなさい、困らせるようなことを言って。今のは月の少女ムーンドールとしてお慕いしていますって意味です。人間さんの言う『好き』とは別物ですから。だから安心して下さい」

　にこっと小首を傾かしげる。その肩はまだ震えていた。

　いくら拓人でも演技だと分かった。でも……。

「『マスター！』」

　突然、チェリーが胸元で光った。拓人はとっさにブローチを押さえる。今だけは助言してほしくない。たとえば素直になれと言われても頷うなずくことは出来ない。

　しかしチェリーが言ったのは、助言などではなかった。

「『エマージェンシー、私の中で勝手にプログラムが動き始めました。どこかにデータを送信しています！』」

　意味が分からなかった。胸元を見ると、今までにない速度で明滅を繰り返している。

「『おそらく戦術兵装ＡＩに埋め込まれていた自走プログラムです。次元重力炉の発見が始動キーとなっていた模様……っ』」

「どういうこと？　どこにデータを送信してるの？」

「『送信先は……、──っ！　送信先から応答コールがきました！』」

「えっ!?」

「『この位置情報は月面都市の内部です！　コールサインは帝国軍のジェラルド少尉。回線──開きます！』」

　ブローチからホログラムのように光が放たれた。

　空中に軍服の青年が映る。

　ロイ少尉と同じタイプの軍服。ブローチの色は黒かった。

　年齢もおそらくロイ少尉と同程度だろう。くすんだアッシュグレーの髪をしており、どこかやさぐれた雰囲気をしている。軍服こそ着ているが、軍人というよりチンピラのような印象だった。青年が口を開く。

「『あんだよ、ロイ。生きてんじゃねえか。だったら早く連絡しろよな。てめえ、オレがバックアップだからって舐なめてんじゃねえぞ？』」

「え、あ、その……ごめん」

　なんと言っていいか分からず、とっさに謝った。すると青年──ジェラルド少尉は眉をひそめた。

「『は？　何謝ってんだ？　いつもの軽口だろ、こんなん。お前が無事で嬉しいんだよ、オレは。気にすんなって、オレたちたった二人で月くんだりまできた相棒じゃねえか』」

「ああ、そうだな……そうだった」

　曖昧に頷く。必死に思考を回すが、状況に追いつけない。

　エレクトラたちもホログラムを見上げ、「新しい人間さん……？」と呆ぼう然ぜんとしている。

　するとその呟きを聞き留めたらしく、ジェラルド少尉が月の少女ムーンドールたちに目を向けた。

「『んあ？　おいおい、なんでまだ機械人形共が動いてんだよ。無事だったんならちゃんと任務はこなせよなぁ』」

「え？」

「『え、じゃねえよ。ったく』」

　ジェラルド少尉がこちらを見る。そして信じがたいことを言った。アッシュグレーの髪をガリガリかきながら、まるで当然のように。

「『──月の機械人形共を全部ぶっ壊すこと。それがお前の任務だろうが、ロイ・グレイヴス少尉』」

「……は？」

　ぽかんと口を開けてしまった。何を言われたのか理解できない。思考が停止していた。

「『頼むぜ、おい。星間輸送機が墜落したせいでどうかしちまったのか？』」

　つまらない冗談だという顔で、ジェラルド少尉は告げた。

　拓人がエレクトラたちに隠していた以上の、残酷な真実を。次々と。

「『次元重力炉の完全破壊。そのためにオレたちは派遣されたんだろうがよ。あっちの宇宙と繫つながってる次元重力炉は何が起こるか分かんねえからな。帝国にとっちゃ害悪でしかねえ。早く壊してえけど、そこには機械人形共が稼働してるだろ？　炉を壊そうとして暴走でもされたら堪たまんねえからな。だからまずはお前が査察官だっつって潜入したんだ。炉の正確な位置を摑つかむためにな』」

　ホログラムのジェラルド少尉が振り返る。視線の先には巨大なディスク状の次元穿せん孔こう。

「『なんだ、任務の第一段階はきっちりやってくれてんじゃねえか。ＡＩからの位置情報もこっちでちゃんと受信したぜ。あとは第二段階しっかりやっとけよ。機械人形共が邪魔しねえように全部ぶっ壊しとけ。オレもすぐ攻こう勢せい機き動どう艦かんで乗り付けるからよ。頼んだぜ、相棒』」

　手を振り、ジェラルド少尉が黒いブローチに何ごとか命じた。

　拓人ははっとし、「ちょっと待って！」と叫んだが、通信は一方的に切られた。ホログラムの投影がカットされ、ジェラルド少尉の姿が消える。

　あとに残ったのは、胸が引き裂かれるような沈黙だけ。誰も何も言えない。

　そんななかエレクトラが強こわ張ばった顔でこちらを向いた。その瞳にはありありと戸惑いが映っている。

「あの、拓人様……」

　エレクトラが小さくこちらへ踏み出した。だが次の瞬間、その手をシルヴィアが引っ張った。

「下がって！　姫様！」

　黒髪から光の粒子が瞬いた。すると、周囲の機械壁に射出口が開き、無数のウサギ型円盤が飛び出してきた。ウサギの目は警告のように赤く光り、小さな口の奥にはビームのようなエネルギー光が灯ともっている。

　おそらくは引き金に指を掛けられたのと同じだ。そう理解できたのは、ロイ少尉の体が円盤に反応したからだった。反射的にバックステップを踏み、同時に──チェリーが銃の形態になった。右手が銃を握り、シルヴィアへ銃口を突きつける。

　ぎょっとしたのはエレクトラと拓人。

「シルヴィア！　どうして防衛モードの遠隔機なんて出すんですか!?　やめて、相手は拓人様ですよ!?」

「チェリー、なんでモードＳ２になったの!?　俺の体は勝手に動くけど、チェリーはそんなことないでしょ!?」

　主人二人が叫ぶなか、従者二人の声はひどく冷静だった。

「姫様、私のコアは警備ロボットよ。最優先規定は月面都市の維持と防衛。中枢の姫様を危険には晒さらせない。悪いけど、この状況じゃもう武装せざるを得ないわ」

「『マスター、私はあなたの支援ＡＩです。武器を突きつけられれば、あなたを守るために銃を出します。この行動に躊躇ためらいはありません』」

　両者の間に大きな溝が生まれていた。

　円盤を自分たちのまわりに集中させ、シルヴィアがこちらを睨にらむ。

「拓人殿、申し開きはあるかしら？　あなたは……私たちを破壊し、月面都市を壊滅させるためにやってきたの？」

「そんなわけありません！　きっとこんなの何かの間違いに決まって──」

「姫様は黙ってて！」

　[image: ]責のように怒鳴られ、エレクトラがビクッと震える。シルヴィアは凍えるような視線を逸そらさない。

「どうなの、拓人殿？」

　拓人は唇を嚙かみ締しめ、右の手首を左手で摑んだ。肉体からの抵抗を感じたが、強く念じて力任せに銃を下ろさせる。そして、懺ざん悔げした。

「……ごめん。俺、今までみんなに噓うそついてた」

　エレクトラの瞳が揺れた。シルヴィアがぎりっと奥歯を嚙む。

「私たちを壊すために姫様の気持ちまで弄んだって言うの!?」

「『違う！　それは違います！』」

　叫んだのはチェリーだった。

「『マスターはあなた方に害を及ぼす人間ではありません！　それどころかこの人はエレクトラさんのことを……っ』」

　ぐっとブローチを握り込み、チェリーを黙らせた。苦く悶もんしながら顔を上げると、エレクトラと目が合った。

「拓人様……？」

「エレクトラ、あのね……俺、本当は帝国軍人じゃないんだ。それどころかこの時代の人間ですらない。本当はもっと早く言わなきゃいけなかったのに、みんなのこと騙だましてた。本当にごめんなさい」

　深く頭を下げた。エレクトラから戸惑うような空気を感じた。当然だと思う。

「……今さら信じてほしいなんて言えない。でもどうしても……これだけは伝えさせてほしい。俺のワガママなんだけど……」

　悔しくて拳を握り締めた。手のひらからうっすらと血が滲にじむ。

「初めてエレクトラに逢あった時、俺、本当に嬉うれしかったんだ。生まれて初めて自分の中に熱を感じた。ずっと死んだように過ごしていた俺が初めて『生きてるってこういうことかも』って思えたんだ。だから……」

　顔を上げた。決意を込めて。

「守るよ。エレクトラと月面都市を、俺が絶対に守る。だから安心して」

　エレクトラが一瞬息をのんだ。そして何かを言おうとしていた。

　それが声になる前に踵きびすを返した。エレベーターへ向かって一気に駆け出す。

「待ちなさい！　逃がさないわ！」

　シルヴィアが円盤を操作しようとし、エレクトラが「駄目です！」と止める。

　その間にエレベーターの扉が閉まった。壁に背中を預け、息をはく。

「……チェリー、ジェラルド少尉の現在位置は分かる？」

「『先ほどの通信履歴から推測は可能です。しかし……本気ですか？』」

「本気だよ。俺たちでジェラルド少尉を止める」

「『下手をすれば命の危険すらありますよ？』」

「……承知の上さ。ただチェリーを巻き込んじゃうのは……本当にごめん」

「『何がごめんですか。馬鹿なことを言わないで下さい』」

　珍しくむっとした調子で言い返された。

「『マスターの傍らに在ることが私というＡＩの存在意義です。あなたに何かあった時、私を巻き込まないようなことがあれば、それこそ謝罪と賠償を要求します』」

「そっか……うん、肝に銘じておくよ」

　苦笑しながら頷いた。時代さえ超えてついてきたＡＩだ。本当はそう言うだろうと思っていた。

　やがてエレベーターが最初の通路に着き、扉が開いた。

「じゃあ、いこうか。この時代の人間に会いに」

　覚悟を決め、拓人はブーツの足を踏み出していく。







　チェリーによるとジェラルド少尉の現在位置は牧草地帯近辺とのことだった。ちょうど食糧プラントのある辺りだ。そこから西へ移動中らしい。

　拓人は宮殿を出ると、ジェラルド少尉に通信を試みた。

　運良く回線が繫がったので、その瞬間に「合流するぞ、ジェラルド。そこで待て。緊急の要件がある」とだけ告げ、一方的に通信を切った。すぐに向こうからコール要請がきたがすべて無視。これであちらは拓人がいくまで動けない。

　ジェラルド少尉の位置情報が止まったのを確認し、牧草地帯へ向かう。

　移動しながらチェリーと方針を話し合い、目的地には一時間ほどで到着した。

　緑の芝生がどこまでも続き、食糧プラントの育成用バイオハウスが何棟も建っている。要所々々には大気循環用の大型風車もあり、緩やかに羽根を回転させていた。

　ジェラルド少尉の位置情報は、一際大きな風車の前だった。

　緊張しながらそこまでいく。すると風車の外壁前に一人の青年が座っていた。

　軍服にアッシュグレーの髪。ジェラルド少尉だ。

　外壁前に木箱を置き、足を組んで座っている。

「遅おせえよ、ロイ。てめえ、どういうつもりだ？　一方的に待てとか言って、こっちのコールはドン無視だしよ。犬扱いか？　なあ、オレがバックアップだからって下に見てんじゃねえだろうな？」

　威嚇するように睨んでくる。本当に雰囲気がチンピラっぽい。内心たじろぎそうになるが、こういう事態も想定してきた。拓人は短い言葉で返事をする。

「任務のためだ」

　実際のロイ少尉がどんな口調だったか、拓人は知らない。だが発した声の調子は意外に喉に馴な染じんだ。これも肉体が覚えているのかもしれない。

　ジェラルド少尉もどこか勢いを削そがれた様子だった。軽い舌打ちをして木箱から立ち上がり、待たせたことにはもう言及しなかった。

「まあいいや。オレもお前と直じかに会って確認したいことがあったからな。なんのことか分かるか？　そうさ、星間輸送機の墜落のことだ。原因は分かってるのか？」

　一瞬、拓人は胸中で訝いぶかった。想定していない質問だった。

　ジェラルド少尉からすれば、訊ききたいことはもっと他にあるはずだ。何せこちらは『緊急の要件』と言って任務の進行を止めさせたのだ。その言及より先に星間輸送機のことを問うのは不可解だった。しかしここで動揺を見せるわけにもいかない。

「いや原因は不明だ」

「ふーん、不明か。不明ね……そうか、そりゃ難儀だな」

　どこか探るような視線だった。じぃとこちらを見つつ、少しずつ距離を詰めてくる。

「オレの推測だけどよ。たぶん、ありゃワープ事故だぜ。亜空間から通常空間に戻る時に収束値がプラスに戻らなかったんだ。そう思わねえか？」

「……そうかもしれない。だがそんなことはどうでもいい。俺たちは帝国軍の軍人だ。任務の話を優先すべきだ」

「んー、どうでもいい、か。どうでもいい、ね。なるほど……そうくるか」

　すでにジェラルド少尉は目の前。アッシュグレーの前髪の下、値踏みするようにこちらを見ている。だがふっと笑みをこぼすと、おどけるように肩を竦すくめた。

「そうだな、オレたちゃ軍人だ。もう木星スラムの孤児じゃねえ。任務の話をしよう。緊急の要件ってのはなんだ？」

　きた。ここがターニングポイントだ。拓人は緊張を押し隠し、重い口調で告げる。

「次元重力炉の出力が当初の想定以上だった。このまま攻勢機動艦で攻撃すれば、暴走の危険がある。一旦帰投しよう。作戦計画を練り直すべきだ」

　これがチェリーと話し合った、現状取り得る最善の策だ。

　相手は軍人。心情に訴えてもおそらく任務が覆ることはない。ならばその任務自体の見直しを迫る。幸い次元重力炉を直に見たのはこちらだけだ。出力というのは曖昧な言い方だが、それらしい響きにはなっているはずだ。

　あとはこのままジェラルド少尉と共に帝国軍へ帰投する。そこで新たに情報を仕入れ、どうにか月面都市への攻撃を止めさせる方法をまた考えればいい。

　最初の通信でジェラルド少尉は『たった二人で月くんだりまできた』と言っていた。

　今、この月にいる帝国軍人はジェラルド少尉と拓人だけなのだ。だからここさえ凌しのげれば時間は稼げる。

「はっはぁ、なるほどな。次元重力炉の出力がオレたちの想定以上か。そいつは確かに緊急の要件だ」

　難しい顔をし、ジェラルド少尉は腕を組む。うんうんと何度も頷うなずく。

「いや実際、オレもさ、そんな気はしてたんだよ。でもいざ目の当たりにするとびっくりするもんだな」

「？　お前も予想してたのか？　次元重力炉の出力が想定以上だと」

　噓から出た実まこと、という言葉が脳裏に浮かんだ。しかしそれも束つかの間ま、ジェラルド少尉が首を振る。

「いや次元重力炉じゃなくて、お前の話」

　組んでいた腕が解かれる。その手には黒のブローチが握られていた。

「お前──ロイじゃねえな？」

「──っ！」

　いきなり言い当てられ、一瞬思考が止まってしまった。

「温ぬるいねえ。本物のロイはそんな隙見せないぜ？　おい、クソＡＩ。モードＳ３だ」

「『Yes, sirイエツサー. Modeモード Saberセイバー, Openオープン』」

　チェリーとは違う電子音が響き、虚空からアタッチメントが現れた。ジェラルド少尉の手で組み上がったのはヴィブロブレード。

「消えな、紛まがい者。お呼びじゃねえんだよ」

　至近距離で縦一文字の斬撃がきた。拓人は呆あつ気けに取られていても、肉体が反射的に回避する。しかし、避けた先にジェラルド少尉の手が伸びてきた。

「ロイの反射神経は活いきてるみてえだな。でもあいつの癖ならオレは嫌ってほど知ってんだ」

　胸倉を摑まれた。そのまま体が一回転し、地面へ叩たたきつけられた。

「がは……っ」

　間髪を容いれず、ブーツのかかとが腹へめり込んだ。激痛に悶もん絶ぜつするが、ピン刺しされた虫のようにもがくことしかできない。

「お前、人じん格かく変へん性せい体たいってやつだな。一応、アーカイブの記録で見たことはあるけどよ、実際に目の当たりにするとやっぱりびっくりするもんだ。マジかよってな」

「な……、人格、変性……体？」

「あーあー、はいはい、何がなんだか分からねえんだな？　親切なオレが教えてやるから黙ってろ」

　ブレードの切っ先が喉元へ突きつけられた。思わず言葉を飲み込む。ブレードの持ち主は気持ちよさそうに喋しやべり始める。虫の羽をもごうとする子供の顔だ。

「ワープ事故の後遺症さ。今でこそワープ航法は安定したが、黎れい明めい期きには事故が多発してたんだよ。ワープに使う亜空間──エリア・スクルドは時間と空間の概念が曖昧な場所だからな。あっちでさ迷った挙句、おかしくなって帰ってくるって事例がよくあった。そのなかでも特異なのが精神の変調。つまりは人格変性だ」

　ぐりっとブーツが腹に圧のし掛かってきた。吐きそうになるが、下手に動けばブレードが喉に突き刺さる。歯を食いしばって耐えた。

「人格変性を起こした奴らは決まってこう言う。『自分はこの肉体の持ち主とは別人だ』ってな。元の記憶も忘れちまって、自分は違う人間だと思い込んじまうのさ。なかには人格変性したことを隠そうとする奴もいるが、そんなもんはすぐバレる。まさしく今のお前だな、ロイ？」

　胸骨の辺りを蹴りつけられた。頭がわずかに跳ね、前髪の先が高周波の刃やいばで消し飛ぶ。

「今回の任務はよ、帝国の女王閣下からの勅命なんだ。閣下は反物質宇宙の専門家だ。次元重力炉の出力が想定以上なんてことはあり得ねえんだよ」

「……っ」

　すべて見透かされてしまっていた。

　だが期せずして情報が手に入った。どうやら未来転生の事例はこれまでにもあったようだ。おそらく皆、拓人と同じように時を超えて誰かの肉体へ入ってしまった人々だろう。

　未来の人々はそれをタイムリープとは見なさず、精神疾患と捉えていたようだ。

「あん？　なに、なんか喋りてえの？　しょうがねえなぁ。ちょっとだけだぞ？　オレって優しいやつだな、本当」

　ブーツの足をタップすると、少しだけ荷重が減った。何度か咳せき込んでから拓人はようやく口を開く。

「ロイ少尉を騙かたっていたこと、認めます。俺は彼ではなく、21世紀の人間です」

「あー、なんか人格変性した奴は『21世紀からきた』とか言うことが多いらしいな。アーカイブの通りだわ」

　また新しい情報だ。しかし今は気にしてはいられない。

　炉の出力ではジェラルド少尉を引かせることは出来なかった。ならば次の手だ。

「あなたと取引がしたい」

「取引ぃ？」

「そうです。次元重力炉は安定稼働しています。帝国に危機が及ぶことはありません。月面都市のアンドロイドたちもこちらが何もしなければ、人間に危害を加えることは絶対にありません。その事実を帝国軍に伝えてほしいんです」

「はぁ、またワケ分かんねえこと言い出したな。取引なんだろ？　そんなことしてオレになんの得があんのよ？」

「ロイ少尉をお返しします」

「ほー？」

「そちらの見解では人格変性らしいですが、俺は自分が元の時代に戻る手掛かりを見つけました。成功すれば、ロイ少尉にこの肉体をお返しできます」

「うん、ごめん、無理。オレ、すげえ頑張って星間輸送機を墜落させたのに、苦労が無駄になる」

「は？　──ぐぅ!?」

　みぞおちにブーツの踵かかとを叩たたき込まれた。ジェラルド少尉はブレードを上げ、何度も何度も拓人を蹴り飛ばす。

「オレとロイはよ、同じスラムの出身だったんだ。木星のガス上都市の小さな町さ。そっから金を求めて地球圏にいってガレク帝国の兵士になったんだ。聞いてくれよ？　あいつを誘ったのはオレなんだぜ？　オレが声掛けなきゃあいつは今でもスラムの片隅で残飯食ってたはずだ。オレがいたから帝国軍に入れて、オレがいたから少尉まで成り上がれたんだ。なのによー、いつの間にかあいつはエースで、オレはそのバックアップだ。おかしいだろ？　あいつはオレの子分だったんだ！　オレの方が偉いんだよ！　誰もそれを分かってねえんだ！」

「まさかロイ少尉が事故に遭ったのは……っ!?」

　自身の行いを誇るように、アッシュグレーの髪がかき上げられた。

「そうよ？　オレの・し・わ・ざ♪」

　ブレードが地面に突き立てられた。高周波の刃が頸けい動どう脈みやくのすぐ横にきた。

「星間輸送機にちょちょいと仕掛けをしたのよ。亜空間から出た時、収束値が無茶苦茶になるようにな」

「なんで、そんなことを……っ」

「エースになるべきはオレだからだよ」

「そんな方法で偉くなって嬉うれしいのか？」

「ああ、嬉しいね。帝国軍は愚ぐ連れん隊たいの集まりだ。強い奴が偉いんだよ。で、強い奴ってのは生き残った奴だ」

「ふざけてる、そんな理由で人を殺すなんて……間違ってる！」

　その叫びに呼応するように、胸元でブローチが輝いた。

　瞬時にクリスタルの銃に変形し、雷のような光弾が発射される。

「──っ!?　命令もしてねえのに兵装が勝手に動いただと!?」

　光弾が掠かすめ、わずかに頰ほおへ血の線が入る。だが軍人は動揺することなく、瞬時に飛び退のいた。拓人もすぐさま立ち上がり、空中のグリップを握った。

「『マスター行動不能につき、自律稼働しました。宜よろしかったでしょうか？』」

「もちろん！　完璧なタイミングだったよ、チェリー」

　とっさの機転が成功した。ジェラルド少尉は先ほどからまったくブローチと会話をしていない。おそらく自分の戦術兵装ＡＩを道具としてしか見ていないのだろう。

　おかげで連携が上手うまくいった。事前に申し合わせてもいなかったが、チェリーは拓人の意図を読み取ってくれていた。

「形勢逆転だ、ジェラルド少尉！」

　銃口を突きつけた。相手の兵装はブレードモード。どう足あ搔がいてもこちらが引き金を引く方が早い。ジェラルド少尉は風車の陰へ走り出そうとしていた。しかし光弾を地面へ撃ち、足を止めさせる。

「やるじゃねえの。ちょびっと見くびってたみたいだぜ。だがどうするよ？　オレを撃ち殺すのか？　確かにオレはお前が嫌いだった。でもお前はオレをそんなに嫌いじゃなかったろ？　たとえ記憶を失なくしててもお前はお前だぜ、ロイ」

「悪いけど、俺はロイ少尉じゃない」

　もう一度、足元の地面を撃った。もちろん本当に人間を撃つことなんて出来ない。だが脅し程度ならやってやれないことはなかった。

　ジェラルド少尉が肩を竦すくめる。
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「わーったよ。要求を言ってみろ。オレに何をさせたい？　21世紀へ帰るためのお手伝いか？　それともロイの代わりに帝国軍のエースにでもなってみるか？」

「あなたにしてほしいことはさっきも言った。次元重力炉と月面都市のアンドロイドたちが無害であることを帝国に伝えたい。その架け橋をしてほしい」

「……はあ？」

　ジェラルド少尉は眉根を寄せる。

「冗談よせって。これでもオレはお前に敬意を表してやってるんだ。人格変性を起こしてもこうやってオレの裏をかいたお前にな。だから腹の探り合いは無しだ。ちゃんと本当のことを言え。お前の要求はなんだ？」

「だからこれが俺の望みだ。月面都市の廃棄から２００年、彼女たちはずっと人間の帰還を待ってた。その想おもいを正しく遂げさせてあげたい」

「あー……なるほどな。これが人格変性体か。確かに話になんねえわ。まあいっか。時間稼ぎはもう十分だ。──モードＳ２」

「……っ！」

　コマンドが呟つぶやかれ、黒のブレードが銃に変わった。

　ロイ少尉の指が反射的に引き金を引く。銃口から光弾が発射された。だがジェラルド少尉は笑っている。

「間抜けめ。誰が要求なんか聞くかっつの。オレはこいつを呼び寄せる時間がほしかっただけだ」

　突然、空からビーム状のシールドが現れた。

　まるで長い剣を突き立てたような壁になり、それが光弾を弾いた。同時にジェラルド少尉も引き金を引いた。あちらの光弾は壁をすり抜け、こちらに迫ってくる。

　ロイ少尉の肉体は反応していたが、それでも光弾が肩を掠めた。

「ぐぅ……っ！」

「『マスター！』」

　焼きつくような痛みに呻うめく。だが怯ひるんでいる暇はなかった。恐ろしい異変が起きていたからだ。シールドの降ってきた頭上を見上げ、絶句した。

　空が割れていた。

　機械衛星のエネルギー・フィールドが外側から破られ、投影された空が真っ二つに裂けていた。外側──つまりは宇宙からやってきたのは、戦艦。

　ロイ少尉の星間輸送機とはまったく違う、戦艦のような巨大宇宙船だった。

　漆黒のフォルムに四対の翼を持ち、随所に砲塔がついている。ジェラルド少尉を守ったシールドは下部の円材から発せられていた。

「攻勢機動艦だ。いつものお前ならさ、オレがこいつを呼ぶ前に撃ち殺してたはずだぜ。残念だったなぁ」

　機械衛星のエネルギー・フィールドが破られ、大気が上空へと巻き上げられる。

　ハウスの壁材や小麦、風車の羽根が空へと吸い込まれていく。拓人は肩の痛みを堪こらえ、風車の柱に縋すがりついた。

「まさか、この宇宙船で……っ」

「おう、今から次元重力炉をぶっ壊すんだ」

「待ってくれ……っ！」

　悲鳴染みた声が洩もれた。

「エレクトラたちは、月面都市のアンドロイドたちは今、次元重力炉からエネルギーを得ているんだ！　もしも炉が壊されたら彼女たちが……っ！」

　無意味な訴えだとは分かっていた。そもそも任務にはアンドロイドたちの破壊が含まれている。それでも訴えずにはいられなかった。

「ジェラルド少尉、聞いてくれ！　彼女たちは人間を超えていく可能性を秘めてる！　その上で俺たち人間を大切に想ってくれてる。人間と手を取り合える存在なんだ！　彼女たちと会ってちゃんと話をしてくれ！　そうすれば分かるはずだ。あなたは未来の人間だ。21世紀の俺に分かって、未来人のあなたに分からないはずがない！」

「下らねえな。心底下らねえ。この宇宙は人間のものだ。機械人形ってのは過疎化した宙域のただの賑にぎやかしなんだよ。それが人間を超えるとか手を取り合えるとか、馬鹿じゃねえの」

「ジェラルド少尉！」

「あーあー、うるさい。もういい」

　パチンッと指が鳴り、攻勢機動艦の砲塔が動いた。間髪を容いれず発射。だが拓人に向かってではない。

　巨大なエネルギー光は宙を薙なぎ、食糧プラントのそばに直撃した。

　爆風に耐え切れず、ハウスや風車がむしり取られていく。

「見ろよ。これがオレからの返事だ」

　指差されたのは、羽根と一緒に屋根をもがれた風車だった。

　壁材が剝はがれ、風車の内部が垣かい間ま見みえる。

　視線を向けた瞬間、拓人の両目はあらん限りに見開かれた。

　そこには月の少女ムーンドールたちが横たわっていた。食糧プラントのケモノ型少女たちだ。

　首や腕や足を切断され、ケーブルと機械部が剝むき出だしになっている。ケモノ耳やしっぽは引き千切られ、オイルの血の海に沈んでいた。

「な、なんで、なんでこんな……っ」

「『なんと惨むごい……っ』」

　少女たちは筐きよう体たいボディがズタズタで、どう修理しても直らないことは明白だった。

　一方、この惨劇を行ったジェラルド少尉──否、ジェラルドは鼻で笑う。

「ついさっきだよ、油断して見つかっちまってさ。人間さん人間さんってオレに群がってきて、ウゼえから斬り刻んでやったわ。ほら見ろよ、ゴミみてえなモンだろ？　これのどこがオレらと手を取り合えるのよ？」

「あ、ああ……」

　拓人の絶叫が響き渡る。

「なんで、なんでこんなことができるんだよ!?　こんな可哀かわい想そうなことを……ジェラルド、貴様──ッ！」

　銃を撃った。がむしゃらに引き金を引きまくった。もう迷いはなかった。

　絶望が胸に去来していた。これがこの時代の人間。エレクトラたちが２００年待ち続けた、本物の人間。認めたくなかった。

「みっともねえな。まるで玩具おもちやを壊された子供じゃねえか。やれやれ、これがあのロイ・グレイヴスの末路か。信じたくないねえ。死ねよ、ロイの紛まがい者が」

　再び指が鳴り、ジェラルドが一瞬で消えた。ビーム状の輪に導かれ、攻勢機動艦のなかへ移動したのだ。

　空の砲塔が一斉にこちらへ向いた。漆黒の機体に無数のエネルギー光が灯ともる。

「『熱源感知、七十、八十、百、百二十……まだ増えます！　マスター、退避を！』」

　砲塔から一斉に光が放たれた。圧倒的な破壊の渦が迫ってくる。

　ロイ少尉の肉体がとっさに動こうとした。だがすでに手遅れなのか、足が途中で止まってしまう。

　ロイ少尉にまで見捨てられたような気持ちになった。拓人の目じりに悔し涙が滲にじむ。

　……ロイ少尉、あなたもあいつと同じだったのか？　月の少女ムーンドールのみんなをゴミのように思って、無感情に破壊しにきた人だったのか!?

　ロイ少尉の肉体に何度も助けられているうち、いつの間にか彼を頼もしい兄のように思っていたのかもしれない。

　しかし現実は残酷で、結局は彼もまた月の少女ムーンドールを破壊する側の人間だった。

「ちく、しょう……」

　悔恨の呟きを残し、拓人は眩まばゆい光に飲み込まれた。
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　──夢をみていた。たぶん夢だと思う。なぜなら自分が目の前にいるから。

　場所は宇宙船のコックピット。計器とモニターが並んでおり、中央にスクリーンウインドウが広がっている。

　だがウインドウの向こうは宇宙空間ではない。眩まばゆい光の世界だった。

「噓うそだろおい、意識収束系がマイナス値だと!?　あり得ねえだろ、こんな事故！　エリア・スクルドから出られなくなるぞ。俺に星ほし屑くずにでもなれってのか!?」

　拳が八つ当たりのように計器を叩たたく。

「ジェラルドの野郎の仕業か……っ。クソッ、バックアップじゃ物足りねえかよ」

　拓たく人とは『あ……』と思った。

　目の前にいるのは自分──桜さくら井い拓人ではない。ロイ・グレイヴス少尉だ。

　不思議な夢だった。

　拓人は意識だけの存在となって、コックピットの中を浮遊している。一方、ロイ少尉は計器とモニターを凝視していた。

「一応、ワームホールは開きそうだな……。だが位置係数が確定できない。こっちのタイミングなんてお構いなしか……。通常空間に戻った途端、墜落するのが関の山だな」

　彼の言葉を聞き、なんとなく状況が分かってきた。

　おそらくこれは星間輸送機が墜落する直前の出来事だ。この後、輸送機は月に墜落し、どこかのタイミングで未来転生が起こり、拓人とエレクトラは出で逢あうのだろう。

　ふと、ロイ少尉がため息をついた。

　長く、深く、まるで魂まで絞り出すように息をはく。

「ったく、俺の命運もここまでか。まあ……こんなモンか。散々殺して壊して生きてきたんだ。とうとう俺の番ってことだな」

　顔を上げ、座席に深く背中を預ける。ゆっくりと目を細め、

「……考えようによっちゃありがたい話だ。もう武器を手にしなくていい。誰も殺さなくていい。やっと……終われるんだ」

　いつの間にか、その表情は憑つき物ものが落ちたように穏やかになっていた。

　長い放浪を終えた旅人のように見えた。複雑な気持ちになり、拓人は呟つぶやく。

「『……どうにかロイ少尉と話せないかな』」

　直後、はっとした。自分の声が音として響いたからだ。

　しかもロイ少尉の胸元、薔薇ばらのブローチからである。

「ん？　戦術兵装ＡＩが独り言か？　そんな機能を持たせた覚えはないが……」

　胸元を見て、ロイ少尉が眉をひそめる。拓人は大いに慌てた。

「『いえ、あの、すみません。つい思ったことが口に出てしまって……っ』」

「俺の指示もなく勝手に思考プログラムを起動させてたのか？　……いや、いいか。ここはエリア・スクルド。正物質宇宙とは法則の違う世界だ。そういうこともあるのかもな」

　そう言われ、拓人はふとジェラルドの言っていたことを思い出す。

　ワープ航法に使う亜空間──エリア・スクルドは時間と空間の概念が曖昧だという。

　時間は『過去から未来へ流れる』のが正物質宇宙のマクロな原則だ。その概念が希薄だとすれば時間が『未来から過去へ流れる』こともあるのかもしれない。

　なんらかの理由で拓人がエリア・スクルドに迷い込んだのだとすれば、これは夢などではなく──目の前の彼は本物のロイ少尉なのかもしれない。

「『聞いて下さい、ロイ少尉！　俺たちはこれから──』」

　自分でも何を語りたかったのかは分からない。未来の話をしたとして、状況が打開できるとも思えない。それでも彼と話がしたかった。しかし拓人の言葉は緩やかに遮られた。

「夢をみたよ。つい今しがただ。一瞬気を失って、その間に夢をみた」

　彼の声はとても穏やかで、死期を悟った人間のような響きがあった。

「たぶん俺のこの主観時間から少し先の出来事だ。俺はまるで子供みたいにあどけない表情になっていて、月のお姫様と出逢っているんだ」

「『それは……っ』」

「たぶん俺じゃない。他の誰かだ。でも……とても楽しそうだった。いい夢だったよ」

　拓人は言葉を失う。何も言えない。ロイ少尉は瞼まぶたを閉じ、続けた。

「あのお姫様は……おそらくアンドロイドだな。不思議なもんだ。俺は次元重力炉を破壊するために月へ向かってる。アンドロイドを破壊するのも任務のうちだ。なのにその破壊対象と仲良く歩いてるんだ。そんな自分を見ていたら、何年かぶりに笑ってしまったよ」

　ブローチが指先でとんとんと叩かれた。

「あれは……お前だろ？」

　言葉に詰まった。とっさにどう答えていいか分からなかった。だがロイ少尉は最初から答えを求めていないようだった。自分の右手を掲げ、じっと見つめる。

「俺は物心ついた時からずっと戦場にいた。敵を効率的に殺すことだけを考えて生きてきた。この体は血に染まっている。でもそんな体でもあんなふうに笑って、おどけて、誰かを好きになれるんだな。恋人と笑い合ってる自分なんて想像もしたことなかったよ」

「『俺は……あの娘こと恋人同士なわけじゃありません』」

「そうなのか？　でも好きなんだろ？　あのお姫様のこと」

「『……っ。俺は……』」

　言いい淀よどむ。でも勇気を振り絞って尋ねた。きっとこの人にしか訊きけないから。

「『俺はあなたの紛い者だ。なのに、そんな俺があの娘のことを好きになっていいんでしょうか？』」

「お前は紛い者なんかじゃない」

　強い熱のこもった言葉だった。その熱が胸へ、真まっ直すぐに下りてくる。

「お前があのお姫様に言ったんだ。『絶対守る』って。あれは俺の言葉じゃない。お前の言葉だ。あの誓いは誰でもない、お前自身のものだろう？」

　感情が渦巻いた。どう言葉にしていいかも分からない。

　その時、突然、スクリーンウインドウの向こうで光が弾はじけた。

　進行方向に空間の穴が出現する。

　はっとする。おそらくあれがワームホールだ。あそこを抜ければ、通常の宇宙空間に戻り、この機体は月へ墜落。ロイ少尉は……きっと、死んでしまうのだ。

　拓人は危機を知らせようとした。しかし大きな手がブローチを撫なで、言葉を遮る。

　いいんだ、と言うように。その目はすべてを理解していた。

「俺は壊して殺すことしか知らない。何かを守るなんてこと、一度も出来なかった。でも最期にお前たちが夢をみせてくれた。たとえ俺の人生すべてが無為だったとしても、この肉体がお前たちの助けになるんなら……無駄じゃなかった。そう思える」

　彼は笑った。まるで弟を励ます兄のように。

　そして星間輸送機がワームホールに到達する。

　この泡沫うたかたのような邂かい逅こうも終わってしまう。彼の人生と共に。

「いいか、ガキが難しいことなんて考えるな。答えなんてシンプルでいいんだよ。お前の邪魔するものは蹴散らしちまえ。俺の肉体が全身全霊で支えてやる」

「『ロイ少尉……っ』」

　ワームホールを通過した。周囲に漆黒の宇宙と星々がきらめく。

　彼の意識情報が消えていくのが分かった。

　同時に拓人自身もあるべき場所へと引っ張られ、代わりに『過去の自分とチェリーの情報』が彼方かなたからやってくる。

　最後の瞬間、ロイ少尉は笑っていた。もう声は届かない。

　守ることなんて、一度も出来なかったという青年。

　彼の後悔と希望を刻み、泡沫の夢は終わりを告げた──。







　月面都市の中心・セントラルタワー。通称宮殿。

　そのテラスから一望できる視界には今、信じられない光景が広がっていた。

　牧草地帯に爆炎が上がっていた。バイオハウスは悉ことごとく倒壊し、風車もほとんど羽根をもぎ取られている。地面は抉えぐり取とられ、まるで地獄の釜のようになっていた。

　それを成したのは、巨大な戦艦のような宇宙船。

　エネルギー・フィールドを突き破り、牧草地帯に滞空している。

　テラスにはエレクトラとシルヴィアの姿があった。

　拓人が宮殿を出た後、食糧プラントの方向で高出力のエネルギー反応が感知された。直後に激しい揺れが起こり、テラスに出た二人を待っていたのが、この惨状だった。

　銀縁の柵に手を掛け、シルヴィアが唇を戦慄わななかせる。

「あれは人間の船。通信で帝国軍人が言っていた、攻勢機動艦ね。まさか拓人殿も一緒にあれを……っ」

「そんなわけありません！　拓人様は月面都市を壊したりしないです……っ」

　エレクトラがすかさず否定した。だがシルヴィアは認めない。

「拓人殿が出ていって、その後に攻勢機動艦が現れ、牧草地帯が爆撃された。これが事実でしょう？」

「拓人様はわたしたちを守るって言ってくれました！」

「その拓人殿は戻ってこないじゃないの！」

　言い争っていると、攻勢機動艦のブースターが点火した。宮殿へと前進してくる。

　同時に砲塔の熱量が上昇し始めた。それをセンサーで感知し、二人の顔に緊張が走る。

「機械衛星を出すわ！　大した武装はないけど、叩きつけるぐらいはできるはず……っ」

　シルヴィアが光の粒子を出そうと髪を梳すく。

　しかしその手をエレクトラが摑つかんだ。目じりに涙を浮かべ、迫りくる威容に怯おびえながらそれでも言う。

「ダメです、シルヴィア。人間さんに乱暴なんてしちゃ……絶対ダメ」

「でも……っ、このままじゃみんな吹っ飛ばされちゃうわよ!?」

　機動艦はすでに庭園に達していた。エレクトラは固い表情で頷うなずく。

「わたしがお話ししてみます。誠意をもって話せば、きっと分かってくれるはずです」

「何言ってるの!?　人間たちは炉と私たちを破壊しにきたのよ!?　姫様だって地下で聞いたでしょ!?　だから──」

　シルヴィアの言葉が止まった。突然、エレクトラが彼女を抱き締めたからだ。

「ありがとうございます、シルヴィア。いつもわたしのことを支えてくれて」

「姫様……」

「でもわたしたちは月の少女ムーンドールです。わたしたちは人間さんのために造られた存在です。それは警備ロボットのシルヴィアも一緒でしょう？　わたしのために一人で辛つらい決断をしないで」

「……ずるいわ。いつもポンコツなくせに、こういう時ばっかりいっぱしの姫様なんだから……」

　そっとエレクトラから離れる。そしてシルヴィアは姫君へ頷きを返した。

「一機だけ機械衛星を出すわ。それで姫様を機動艦のところまで送ってあげる」

「ありがとう。いつも無茶を言ってごめんなさい」

「本当よ……でもいいわ。姫様のおかげで私たちは再起動できたんだもの。どこまでだってあなたに付き合ってあげる」

　通信で他の月の少女ムーンドールたちにも現状を伝え、宮殿からの退避指示を出す。

　同時、シルヴィアの操作で庭園の噴水が割れ、奥の射出口が露あらわになった。そこから発進してくるのは全長４メートルほどの機械衛星。

　衛星本体は鉄製の星のような形状をしており、その周囲をエア噴出用のリングが回転している。衛星がテラスまで上がってきたところで、エレクトラは星の突端──斜めになっているアンテナ装置部分に飛び乗った。

　見据える先、機動艦はすでに宮殿上空まで迫ろうとしている。

「いってきます、シルヴィア」

「いってらっしゃい、姫様」

　機械衛星のリングが回転。浮力を得て、一気に上昇していく。

　風が金色の髪をなびかせる。あっという間に景色が遠のき、漆黒の戦艦が近づいた。

　全長は５００メートルほどもあるだろうか。

　艦尾部分に四対のウィングがあり、船首部分には無数の砲塔を備えている。小型機を積める仕様なのか、船首の大部分はカタパルトになっていた。その左右にはさらに砲塔が並んでいる。

　中央部分には艦橋が黒い塔のようにそびえており、スライド式の三段ブリッジになっていた。構成パーツの各所にエアライトがあり、常に光を明滅させている。

　軍事用の電子迷彩が施されているらしく、センサーでも内部を見通せない。

　攻勢機動艦の正面まできた。機械衛星が相対距離を測りながら浮遊し、エレクトラは立ち上がった。祈るように手を組み、艦橋部分へ語りかける。

「わたしは月面都市の月の少女ムーンドール、エレクトラ・リン・シフォンリーテと申します！　拓人様……いえ、この機体に乗っている方、お話をさせて下さい！」

　返答はなかった。それどころか機動艦は速度を上げ、相対距離を一気に詰めてくる。

　通信でシルヴィアが叫んだ。

「『姫様、ぶつかるわ！　摑まって！』」

「きゃあ……っ!?」

　機械衛星が木の葉のように煽あおられた。不幸中の幸いだったのは、ぶつかるまでもなく航行の風圧だけで吹き飛ばされたこと。おかげで衛星自体に損傷はなく、機動艦から離れたところでどうにか制御を取り戻せた。

「シルヴィア、もう一度正面にまわって下さい！　もう一回お話ししてみます！」

「『姫様、でも……っ』」

「機動艦はわたしを見て速度を上げました！　無人でないのは確かです！　お願い！」

「『……分かったわ！』」

　リングが回転し、再び正面へまわっていく。突風に髪をなびかせ、エレクトラは再び語りかけた。

「わたしたちに反抗の意志はありません！　次元重力炉も安定しています。危険はありません。お好きにお調べ頂いて大丈夫です！　ご命令があれば従います。だからどうかお話を聞かせて下さい。わたしたちはずっと人間さんのお帰りを待っていたんです……っ」

「『へえ、命令に従うって？』」

　機動艦から声が響いた。拓人のものではない。地下の通信で聞いた軍人の声だ。

　艦橋の二段目にビーム状の光が上がり、軍服の青年が姿を現した。

　エレクトラは慌てて背筋を伸ばし、スカートをつまんだ。

「初めまして。わたしは製造番号Ｓ－Ｔ１Ｘ００９９、エレクトラ・リン・シフォ──」

「命令に従うって言ったよな？」

　青年がこちらの挨拶を遮った。

「んじゃあ、次元重力炉の火を落とせ。今すぐだ」







　──目を覚ました。全身に激痛を感じ、拓人は呻うめき声ごえを上げる。

　あちこち皮膚が破け、血が滲にじんでいた。

「でも、生きてる……」

　信じられなかった。攻勢機動艦の砲撃は絶望的なほどの絨じゆう毯たん爆撃だった。逃げようとして逃げられるものではない。

　呻きながらどうにか立ち上がる。辺りを見回して、はっとした。

　緑の芝生に溢あふれていた牧草地帯、そこは今や完全に焼け野原になっていた。

　食糧プラントの育成バイオハウスは軒並み倒壊し、大型風車のどれもが羽根をもぎ取られている。焦げた地面が異臭を放ち、まるで地獄の釜のようになっていた。

　そのなかに小さな光の粒子が瞬いていた。複数の粒子が呼応し合い、バリアのようなものを形成している。そのバリアに拓人は守られていた。

　だが粒子を使えるような月の少女ムーンドールはどこにもいない。

　代わりに軍服の体が淡く光っていた。

　次元重力炉でシルヴィアが教えてくれたことを思い出す。

　──極稀まれに人間や兵器が次元振動と同調してしまうことがある。

　人間の場合は、次元振動を第六感のような形で理解し、超人的な能力を発現する。

　今この瞬間、ロイ少尉の肉体が次元振動に同調し、光の粒子を発生させたのだ。

　砲撃の瞬間、足を止めたように感じたのは、同調していたからだろう。

　おかげで拓人は助かった。

「ロイ少尉……」

　拳を握る。確信した。あれは決してただの夢ではない。

「あなたの想おもい、確かに受け取りました」

　強く誓って、体を起こす。全身に激痛が走ったが、構いやしない。

　見上げると、轟ごう音おんを上げて攻勢機動艦が宮殿へ向かっていた。

「ジェラルド、次元重力炉を破壊しにいくつもりか……っ」

　炉が破壊されれば、そこからエネルギーを得ているエレクトラたちは機能停止に追い込まれる。次元重力炉を失うことは彼女たちの死を意味する。

「いかせるもんか。ジェラルドは俺が止める……っ」

　膝に力を込め、立ち上がろうとする。

「時間がない。チェリー、何か使えそうな兵装を作れない？」

　いつものように呼びかけた。しかし返事がない。不審に思って胸元を見る。

　──ブローチがヒビ割れていた。完全に光を失っている。

「チェリー!?　そんな……っ」

　虚を突かれ、足がもつれた。体勢を崩して膝をつく。そこでようやく気づいた。足が折れている。同時、胃から何かがせり上がってくる。口を押さえて咳せき込むと、手が真っ赤に染まった。

「……ああ、そっか」

　光のバリアでもあの砲撃は防ぎきれなかったのだ。

　マスターも支援ＡＩもすでに死にかけていた。おそらくもう長くない。

　拓人は深く息をはく。そして空を仰いだ。

　機械衛星がいくつも宙を舞い、エネルギー・フィールドを修復しようとしていた。裂け目からは真っ黒な宇宙が覗のぞいている。

「……ねえ、チェリー。俺たち、ずいぶん遠くまできたよね」

　喋しやべっていると、口の端から血がこぼれた。

「まさか月にこられるなんて思わなかったよ。人生何があるか分からないね」

　両手両足が痙けい攣れんし始めた。血が足りていないらしい。

「21世紀にいれば、もうちょっと長生きできたんだろうけど……でも俺、後悔してないよ。この月で掛け替えのないものを見つけたから」

　ぼと、ぼと、と血の塊が落ちた。もうどの傷のものかも分からない。

　ブローチを外し、手のひらに置いた。

「やらなきゃいけないことがあるんだ。力を貸してよ、チェリー」

　返事はなかった。

　宮殿の上空を機械衛星が飛んでいた。きっとエレクトラだ。

　しかしジェラルドは話の通じる相手ではない。ブローチを強く握り込む。

「ねえ、チェリー。応えて」

　やはり返事はない。

「まさか俺より先に逝っちゃったの？　……でもごめん、そんなの赦ゆるさないから。チェリーが言ったんだよ。俺の傍らに在ることが存在意義だって。俺に何かあった時、巻き込まないようなことがあれば、それこそ謝罪と賠償を要求するって。だから……っ」

　肉体から光の粒子が舞い上がった。血ち塗まみれの手を空へ突き上げる。

　呼ぶのは彼女の真の名。

「起動しろ、チェリー・ブロッサム──ッ！」

　粒子が渦を巻いてブローチに降り注いだ。

　その瞬間、ヒビ割れたブローチが光を放った。赤の輝きが周囲に満ち、光の粒子と混じり合う。生まれたのは、薄紅色の光。まるで桜の花びらのような、新しい粒子だった。
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　シルヴィアは言っていた。

　──極稀に人間や兵器が次元振動と同調してしまうことがある。

　すると兵器の場合は、次元振動を位相変換して莫ばく大だいなエネルギーを生み出し、スペックを遥はるかに超えた性能となる。

　今、ロイ少尉の肉体を経由し、チェリーもまた次元重力炉の力を得ていた。

　二つの奇跡が重なった、桜吹雪のような光のなか、慣れ親しんだ声が蘇よみがえる。

「『マスター、また起こすのが遅過ぎます。あなたは私の主あるじなのですから、常におそばに置くことを忘れないでほしいものです』」

「忘れてないからこうして起こしたんだよ」

「『言うようになりましたね。私の正式名称を呼んだということは、真の男になられましたか？』」

「それはどうか分からないけど、チェリーは花開いたみたいだよ？」

「『ええ。戯れからの言葉でしたが、目覚まし程度にはなったようで何よりです』」

「だね」

　宮殿の方へ目を向ける。攻勢機動艦が庭園へ到達しようとしていた。

「あれ、なんとかできるかな？」

「『ある程度の犠牲を覚悟すれば、あるいは』」

「ある程度の犠牲……か。俺たちって今、どんな状態？」

「『次元重力炉の力で無理やり動いているような状態です。いつまで保もつかは分かりません。すぐに治療と修理をすれば、ひょっとしたら助かるかも……という程度です。あなたも私も』」

「そっか」

　苦笑する。

「じゃあさ、チェリー。一つお願いがあるんだけど」

「『なんでしょう？　正直、もうあまり面倒事はしたくありません。二つ返事でできる程度のことにして下さい』」

「大丈夫。すごく簡単なことだから」

「『ならば伺いましょう』」

「ん」

　風が吹いた。人工の乾いた風が前髪を揺らしていく。

「……俺さ、エレクトラに告白された時、本当は嬉うれしかったんだ。すごく嬉しかった。なのにひどいこと言っちゃった。エレクトラを傷つけちゃった。それを謝りたいんだ。謝って……俺の本当の気持ちを伝えたい」

　桜の光が少しずつ増えていく。拓人の感情に呼応して、さらに色づいていく。

「熱もなく、ずっと死んだように生きてきた。でも今ここに」

　手のひらを掲げ、拳を握る。強く、強く。

「死んでも伝えなきゃいけない想いがある！」

　ゴオッ！　と無数の光が舞い上がった。

「だから、チェリー」

　すでに体は前傾姿勢。願いを口にしながら一歩を踏み出す。




「俺と一緒に死んでくれ！」

「『ええ喜んで、マイマスター』」




　光が迸ほとばしった。そこから一歩。たった一歩で数十メートルを跳躍した。

　光が折れた足を支え、傷を塞ぎ、全身の出血が止まっていた。光が血管内を走って血の代わりをし、筋肉が限界以上に脈動する。

　光の粒子はかつてエレクトラのパーツを補い、再起動を促したという。

　チェリーの制御によって拓人の体でも今、同じことが行われていた。

「『上空の機械衛星を操作します！　飛び乗れば一気に宮殿までいけるはずです！』」

「了解！」

　桜の光が舞い、機械衛星が猛スピードで降下してきた。拓人はかつてないほどの反射速度でそれに飛び乗る。機械衛星が一気に浮上し、風を切って突き進んだ。







　軍人からの命令にエレクトラは立ち尽くした。上手うまく返事ができない。

　すると軍人は「おい」とドスを利かせた。

「機械のくせに聞こえなかったのかよ。次元重力炉の機能を停止しろって言ったんだよ。炉の稼働中に爆撃すれば、暴走の危険がどうしても残る。停止させられるならそれに越したことはねえの。だから早くしろ」

「いえ、あの……っ、でも次元重力炉は現在、循環システムの基礎エネルギー源になっているんです。炉を停とめたら月面都市そのものが機能停止してしまうので……っ」

「そんなことは知ってるっての。ってか、お前、さっき通信の時にいたやつだろ。だったら分かってんだろ？　なあ、道具が人間様を困らせんなっての」

　道具。そう言われ、胸に痛みを感じた。当たり前の評価なのに、なぜか胸が苦しい。

「あの、わたしたちは……」

　震える唇で訊たずねる。

「わたしたちは不要ですか……？　もう人間さんの役には立てないのでしょうか……っ」

　軍人は眉一つ動かさなかった。無感情な目を向け、鼻で笑う。

「当たり前だ。機械人形が持もて囃はやされたのなんて、宙域の過疎化があった大昔のことだ。ワープ航法が確立した今じゃ、必要な場所に必要な数の人間がいる。もうこの宇宙のどこにも機械人形を使ってる基地なんて存在しねえよ。月に残ってる分も全部廃棄、それが帝国の決定だ。とっとと朽ちちまえ」

「そんな……」

　よろめき、崩れるように膝をつく。

　今この瞬間、月面都市の月の少女ムーンドールたちの存在理由は砕かれた。

　宮殿のシルヴィアや通信で聞いていた者たちも皆、愕がく然ぜんと項うな垂だれた。

　再起動から２００年。ずっと待ち続けていたことは無駄だった。むしろ主人を不愉快にさせてしまうことだった。絶望が皆の胸に去来する。

「……でも」

　エレクトラは呟つぶやく。希望に縋すがりつくように。

「……でも、拓人様は逢あえて嬉しいって言ってくれたんです」

「タクト？　ああ、ロイのことか。あいつはワープ事故で頭がおかしくなったんだよ。それももう始末がついた」

「始末がついた？　それって……え？　え？」

　ワケが分からなかった。

　確かに彼は『この時代の人間じゃない』と不思議なことを言っていた。結局、彼については分からないことばかりだ。でもそんなことはどうでもいい。それよりも、

「拓人様に何をしたんですか……？」

　愕然としながら尋ねた。初めて強い口調で。

「始末がついたって……あなたは、拓人様に一体何をしたんですか!?」

　すると軍人はひどく得意げな顔になった。親指で背後を差す。

「あれで生きてたら、オレは神様の存在も信じちゃうね」

　そこに広がっているのは、爆撃された焼け野原。

「うそ……」

「噓うそなもんかよ。あいつは死んだ。オレが殺した」

「噓です！　拓人様がもういないなんて、そんなわけない！」

「はあ？　道具のくせに人間様の言うことを疑うのか？」

「そ、それは……っ。でも、でも拓人様は生きてます！　絶対に……っ」

「あー、はいはい。あんだよ、ちっとでも暴走の確率減らしたかったのに、やっぱ廃棄済みの機械人形なんて使えねえな。まあ、女王閣下の計算に間違いがあるわけねえし、無理に炉を停めなくてもいっか」

　パチンッと指が鳴らされた。すると戦艦の砲塔が一斉にこちらを向いた。

「消えろよ、ゴミ屑くず」

　砲塔から一斉にエネルギー光が放たれた。シルヴィアの操作で機械衛星が上昇しようとする。だが間に合わない。

　エレクトラの蒼あおい瞳に、業火の如ごとき光が映る。

　月面都市の月の少女ムーンドールたちは皆、人間のために造られた。人間に奉仕するために今日まで稼働してきた。だとすれば、これでいいのかもしれない。人間に消えろと言われたならばそれに従うのが正しい。

　待ち続けていた日々が無駄だったとしても嘆くことはない。

　最期にこうして人間の手で終わりをもらえたのだから、むしろ胸を張るべきだ。

　誇らしく終わろう。感謝を込めて。

　そう思った。

　なのに。

「こんなのっ違います──っ！」

　気づけば叫んでいた。両手を胸の前に突き出す。

「重力波フィールド展開！　出力全開！　ビームを防いで！」

　地下の次元重力炉が呼応し、活性化した。宮殿周辺の地面がドオンッ！　と隆起する。

　地面から光の粒子が噴き出し、エレクトラの周囲に展開。万華鏡のような模様の重力波フィールドになった。そこへエネルギー光が直撃。だが重力波フィールドが微細に空間を折り曲げ、砲撃のエネルギー同士を相殺させる。

　艦橋で軍人が顔をしかめた。

「おいおいおい！　造り物の機械人形が人間様の命令に逆らうのかよ!?」

「ごめんなさいっ。でも……っ」

　エレクトラの両手にヒビが入った。これほどの大出力を展開したことなどかつてない。

　きっとすぐにオーバーフローし、筐きよう体たいボディはおろかＡＩコアにまでダメージがきてしまう。それでもやめるわけにはいかなかった。

「きっと拓人様がきてくれるから……っ！　わたしを助けに駆けつけてくれるから、それまで絶対壊れるわけにはいかないんです……っ！」

「はあ？　なんなの？　あいつはオレが殺したっつったろうが！」

「きます！　何があっても拓人様はきてくれます。フラれちゃったけど、想おもいには応えられないって言われたけど、でも──守るって言ってくれたから！　わたしの目を見て絶対守るって言ってくれたから！」

　ビシッと音が鳴り、ヒビが亀裂に変わった。オイルが漏れ、機械部分が露出する。視界の中ではエラーとアラートが点滅。軍人が不機嫌そうに吐き捨てた。

「あー、なるほどな。あいつに『帰りを待て』とか命令されてたわけか」

「違います！」

　言い切った。人間にはっきりと否を告げた。

「これはわたしの意志です！　わたしがあの人を待ちたいんです。たとえあなたの──人間さんの命令に逆らってでも、あの人を信じたい。だって……っ」

　黄金の髪を振り乱し、エレクトラは叫んだ。

「わたしは──拓人様が好きだから！」

　軍人が舌打ちした。下らないジョークを聞かされたかのように。

「何が好きだからぁ、だよ。本当気持ち悪いな。機械人形ってのは恋愛感情なんて抱かないように造られてんだよ。ひょっとして次元重力炉の影響か？　おっかねえなぁ」

　軍人がコマンドを口にする。

　すると砲撃を継続したまま、艦首部分が左右に割れていく。現れたのは新たな砲身。クリスタル製の強大な砲身だった。

「反物質粒子砲。次元重力炉を破壊するための帝国の最新兵器だ。光栄に思えよ、機械人形。こいつで次元重力炉ごとぶっ飛ばしてやる」

　クリスタルの砲身で反粒子が加速され、恒星のような輝きが満ちる。

　その余波だけでエレクトラのフィールドがジジッと霞かすみ、空に爆風が吹き荒れた。

　シルヴィアが通信で叫ぶ。

「『逃げて、姫様！　反物質の一撃なんて今のフィールド出力じゃ相殺できない！』」

「駄目です！　わたしが逃げたら宮殿のシルヴィアや次元重力炉が……っ」

　軍人が小馬鹿にした顔で笑い、ゆっくり手を掲げていく。

「機械のくせに合理的な判断もできねえのか。はは、もういっそ笑えてくるわ」

　死刑宣告のように、その手が振り下ろされた。

「反物質粒子砲、発射ッ！」

　砲身が大出力で反粒子を吐き出した。白色の光に照らされ、重力波フィールドが端から吹き飛んでいく。

　軍人は徹底的な破壊を確信し、通信状態の月の少女ムーンドールたちも絶望的な最期を感じた。

　そのなかでエレクトラだけが信じ続けていた。

　ボロボロの手をかざし、想い人の名前を呼び続ける。

「拓人様、拓人様、拓人様……っ」

　破滅の光によって、フィールドが完全に砕けた。

　それでも姫君は呼び続ける。ありったけの祈りを込めて。

「拓人様ぁ──っ！」

　儚はかない祈りが月の空に響いた──その時だ。

　高らかに声が響いた。彼女の祈りに応えるように。

「エレクトラ──ッ！」

　はっと頭上を見上げる。機械衛星が天高く飛んでいた。そこから一人の少年が飛び降りてくる。蒼の瞳が大きく見開く。涙でいっぱいになりながら、歓喜の声で呼ぶ。

「拓人様ぁっ！」

　見たこともない光を纏まとい、桜井拓人がそこにいた。







「チェリー！　新モードＳ２、セット！」

「『Yes, sirイエツサー. Modeモード Sayerスレイヤー, Openオープン』」

　落下しながら拓人は右手を掲げた。すると虚空からアタッチメントが現れ、桜の光と合わさって、新たな兵装が構成される。

　組み上がったのは、巨大な杭くい打うち機。身の丈ほどの大きさで右手に連結し、三基の射出エンジンを積み込んでいる。

　降下していくこちらに気づき、ジェラルドが目を見開いた。

「な……っ!?　お前は砲撃で消し炭になったはずだろうが!?　本当に神の奇跡でも起きたってのか!?」

　射出エンジンをフル稼働し、拓人は叫んだ。

「神様なんていやしない！　奇跡なんてのは俺たち自身で起こすものだッ！」

　杭打ち機の先端がクリスタルの砲身に直撃した。同時に三基のエンジンが唸うなりを上げ、高速射出されたリーダーが砲身へ炸さく裂れつ。

　天を割るような打撃音が響き、砲身に蜘蛛くもの巣状の亀裂が走った。そこから反粒子の光が漏れ出し、エレクトラへ向かっていた光が消失する。

　拓人はすぐさまリーダーを巻き上げ、桜の光と共にさらに連続射出。

「おおおおおおおッ！」

　落雷のように轟ごう音おんが鳴り響く。一、二、三、四、五、六、七発目でついに砲身が限界を迎え、クリスタルの砲身が砕け散った。ダイヤモンドダストのように欠片かけらが舞い、ガラガラと瓦解していく。ジェラルドが艦橋で悲鳴を上げた。

「反物質制御の特殊砲身が砕けた!?　噓だろ、こんなことありえねえだろ……っ！」

　拓人はリーダーを杭打ち機本体にガゴンッと格納。その勢いを活いかして跳躍。

　エレクトラの機械衛星まで一瞬で跳ぶ。空中で杭打ち機をブローチに戻し、彼女へと手を伸ばした。

「エレクトラ、待たせてごめん！　助けにきたよ！」

　彼女は一瞬笑おうとしていた。でも瞳からぽろぽろと涙がこぼれ出し、堪えきれないと言うように泣きだす。そして胸へ飛び込んできた。

「はいっ、信じてました！　拓人様は必ずきてくれるって、わたしちゃんと信じてましたよぉ……っ」

　彼女を抱き留め、機械衛星へ着地。

「話さなきゃいけないこと、たくさんあるね。どれから話していいか分からないくらい」

「いいんです。拓人様がこうしてきてくれた。それだけがわたしのすべてです」

　胸の中で頰ほおをすり寄せてくる。だが姫君は途中ではっとした顔をして離れた。あわあわしながら謝ってくる。

「ごめんなさいっ、あんまり嬉うれしくてつい甘えちゃいました……っ。気持ちには応えられないって言われたのに、すみません、ちゃんと弁わきまえます」

「いいんだ、好きなだけ甘えてよ」

　笑顔で思いっきり抱き寄せた。

「ふえっ!?」

　頰が真っ赤に染まり、エレクトラの頭からシュウ～と煙が出る。

「え？　え？　え？　これなんのご褒美ですかっ!?」

「『ご褒美と言えば、マスターを信じ抜いてくれたご褒美でしょうか』」

「ご褒美なんて偉そう過ぎるよ。今こうしてるのは、俺がエレクトラを抱き締めたいからだよ」

　ぎゅっと力を込め、ブロンドの髪に頰を寄せた。

「ふぁっ!?　はわわわわっ！」

「『あらあら、エレクトラさんもうメロメロですね。ふむ、マスター。見事なタラシっぷりです』」

　やり過ぎたかなと思い、顔を見る。

　興奮し過ぎたのか、エレクトラは真っ赤な顔でぜーぜーしていた。

「落ち着いた？」

「お、落ち着いてません。落ち着いてませんが大丈夫です！」

「『大丈夫ではなさそうですね』」

「あのっ、ひょっとして……チェリーさんって拓人様の恋人さんなんでしょうか!?　でもわたし、負けませんから！　今決心しましたっ。ぜったいぜったい、いつの日かチェリーさんを越えてみせます！」

「『いや……え、なんの話ですか？　というか、そんな話ならばすでに決着はついています。はい、マスター、どうぞ』」

　ん、と頷うなずき、彼女の目を見つめる。

「エレクトラ」

「えっ？　は、はいっ」

「告白してくれた時、気持ちに応えられないなんて言ってごめん。俺は君を傷つけた」

「い、いえっ！　傷ついてません、ぜんぜんまったく傷ついてなんていませんっ」

　ぶんぶんぶんっと高速で首を振るエレクトラ。拓人は苦笑し、続ける。

「それにもう一つ重ねてごめん、あの時応えられないって言ったこと……無しにしてもいい？」

「無し……？　え？　それって……っ！」

「俺は君の気持ちに応えられる男になりたい」

「ぁ……っ」

　信じられない、と蒼あおの瞳が見開かれる。またぽろぽろと涙がこぼれ出した。

「でもわたし、機械です……っ。人間さんにいらないって言われた、機械人形なのに」

「そんなの関係ない」

　流れた涙を指で拭う。

「俺は知ってる。想いは時も空間も超えていくんだ。種族の差なんてひとっ飛びだよ。たとえ時代が君を不要と言ったって、俺には君が必要だ。それじゃあ足りないかな？」

「いいえ、いいえ、充分です……っ。わたしの中はもう拓人様でいっぱいです！」

　涙を拭った手がぎゅっと握り締められた。じんと胸が熱くなる。

「エレクトラ、君にちゃんと告白したい。改めてしっかり気持ちを伝えたいんだ。聞いてもらえるかな……？」

「はい、はい、聞かせて下さい。ぜひ……っ」

　エレクトラが姿勢を正す。拓人は浅くあごを引き、そして。

「俺は君のことが──」

　突然、ガクンッと足元が上下した。突風によって機械衛星が煽あおられている。

　落ちそうになったエレクトラを抱き寄せると、胸元でチェリーが叫んだ。

「『大質量の位置移動を確認！　攻勢機動艦がこちらへ体当たりしてきます！』」

「なんだって!?」

　ゴオッと気流が舞い上がった。チェリーの言う通り、漆黒の機体がまるで壁のように迫ってきている。艦橋からジェラルドが鬼の形相で叫んでいた。

「ざっけんなよ!?　よくも帝国の最新兵器をぶっ壊してくれたな!?　どうしてくれんだ!?　このまま次元重力炉を壊せなきゃ、オレには帰る場所すらねえ！」

「お前の事情なんて知らない！　用が無くなったのならとっとと出ていけ！　この月にお前の居場所なんてないんだ！」

「そういうわけにはいかねえんだよッ！　帝国軍に失敗は許されねえ……っ！」

　血走った目で叫ぶ。

「反物質粒子砲がないなら、艦を丸ごとぶつけてでも任務達成しなきゃならねえんだってのッ！」

　攻勢機動艦のブースターが火を噴き、巨大な質量の塊が宮殿へ突っ込んでいく。

　煽られる機械衛星に摑つかまりながら拓人は叫ぶ。

「まさか攻勢機動艦ごと次元重力炉まで突っ込む気なのか!?」

「ひゃーはっはっはっ！　これが帝国軍人の覚悟ってやつだぜ！」

　ジェラルドの哄こう笑しようが響き渡った。完全に自暴自棄の目だった。

「くそっ、チェリー、もう一度新モードＳ２を使おう」

「『馬鹿を言わないで下さい。さすがにあの大質量を砕くのは不可能です！』」

「じゃあ、他に方法は!?」

「『戦術兵装ＡＩから艦への指示信号が発せられています。ジェラルドのＡＩを砕けば止められるかもしれません。ですが……おそらく戦闘をしている間に次元重力炉へ到達してしまいます！』」

「……だったらその間、わたしが止めます。重力波フィールドで時間を稼ぎます」

　拓人の腕のなか、エレクトラが髪を梳すいて粒子を出した。だがその手はすでに亀裂だらけだ。細い手首を拓人は摑む。

「駄目だよ。その手じゃ無理だ。いや手だけじゃない。それ以上無理をしたらエレクトラのボディが保もたない。俺にだってそれくらいは分かる。それに……」

　ジェラルドは人間だ。これ以上、エレクトラを人間と争わせてはいけない。

　この件は人間同士で決着をつけるべきだ。そう言おうとしたが、

「大丈夫。わたしが決めたことです。わたしはわたしの意志で、あなたの味方になりたいんです」

　芯の通った言葉だった。こちらを見つめる蒼の瞳はとても澄んでいる。

　人間に従うことを良しとしていた月の少女ムーンドール。その彼女はもう自らの生き方を選択していた。参ったな、と思った。これでは否とは言えない。

　拓人は頷く。対等な存在として、信頼を込めて。

「分かった、ここをお願い。少しでも攻勢機動艦を止めておいて」

「はい、任せて下さいっ」

　桜の光を纏い、跳躍する。その寸前、エレクトラの方を向き、手を振った。

「また後でね。さっきの続き、あとで必ず話すから」

「待っていますね。うんとうーんと楽しみに待ってますっ」

　彼女が手を伸ばし、指先が一瞬触れ合った。笑みを交わし合い、機械衛星が離れる。

　風を切って飛び出すと、攻勢機動艦の巨体が近づいてきた。すでに船首が宮殿に激突するところまできている。

　機械衛星でエレクトラが両手を広げた。すると地面から光の粒子がゴオッと湧き出た。宮殿全体を包むように重力波フィールドが展開される。

　大きい。拓人の予想以上の規模だった。見れば、庭園のあちこちから他の月の少女ムーンドールたちが現れ、フィールドに手をかざしていた。

　先頭に立って「へへっ」と笑っているのはリリィだ。

　機械衛星の上でエレクトラが目を見開く。

「リリィ!?　みんなも……っ!?　避難してって言ったのに……っ」

　すると彼女の横で光の粒子が瞬いた。おそらくシルヴィア辺りからの通信がきたのだろう。エレクトラの顔に苦笑が浮かぶ。

「みんな、本当いつもわたしの言うこと聞いてくれないんですから……。仕方ないです、じゃあ最後まで一緒に頑張って、わたしたちの月面都市を守りましょう！」

　フィールドがより強く大きく展開された。そこへ攻勢機動艦の先端が激突。凄すさまじい火花が散る。落下速度は緩くなったが、それでも止まらない。

「『マスター、急ぎましょう！　エレクトラさんたちも長くは保ちません！』」

「分かってる！　決着をつけるぞ、ジェラルド！」

　チェリーをヴィブロブレードにし、艦橋へ飛び込んだ。

　ジェラルドがいるのは三段式艦橋の二段目。左右にエアライトの光るその場所で、ジェラルドもブローチをブレードに変えた。憎しみの目で迎撃姿勢を取る。

「何が決着だ。ざっけんな……っ。人格吹っ飛んでまでオレの邪魔すんのかよ。そんなにオレが嫌いか、ロイ!?」

　二本のブレードがぶつかり、凄まじいプラズマの紫電が散った。

「何度も言わせるな、俺はロイ少尉じゃない！　お前たち帝国の手から月面都市を守りたいだけだ！」

「なんだそりゃあ!?　ここはもともと人間様の基地だろうが！　ぶっ壊して何が悪い!?」

　鍔つば迫ぜり合いの間から蹴りが飛んできた。肉体が左手でとっさにガードする。だが、

「ハハッ！　忘れたかよ!?　オレはロイの癖が分かるんだってーのォ！」

　ブーツの先端がベルトに引っ掛けられ、円を描くように投げ飛ばされた。

　同時、カタパルト側の砲塔が動き、空中の拓人に狙いを定める。

「この艦はすべてオレの指揮下だ！　さっきは運よく生き延びたみてえだが、直撃なら死ぬだろうよ。消きえ失うせろォ！」

　砲塔が火を噴いた。閃せん光こうが轟とどろき、エネルギー光が拓人に直撃。爆炎が上がる。

「ひゃーはっはっはっ！　調子に乗るからだってえの！　そういやてめえはただのロイの紛まがい者だ！　ロイをぶっ殺したオレの敵じゃねえんだよ！」

「悪いけど──俺は紛い者じゃない」

「なに……っ!?」

　爆炎のなかから響いたのは、拓人の声。

　ブレードを一いつ閃せんして爆炎を蹴散らし、ジェラルドへ肉薄する。

　拓人の周囲には桜の光が舞い、砲撃からの防御となっていた。ブレードを叩たたきつける。

「俺は桜井拓人。ロイ少尉の願いを背負い、アンドロイドの姫君を守る、21世紀の人間だッ！」

「ぐ……っ、ちぃ！」

　ジェラルドはブレードで受けたが、勢いを殺し切れず、後退する。

「はあ？　戯たわ言ごと吹いてんじゃねえぞ!?　つーかなんだ、その光は!?　あの機械人形共が使ってんのと同じ光だな？　そうか、その力が反物質粒子砲も砕いたのか。なるほどな……月には帝国の兵器さえ壊すエネルギーがあるってことか。こんな辺境の任務にエースのロイが呼ばれたのはそのせいか……っ」

「へえ、お前もちゃんと認めてるんじゃないか。ロイ少尉のこと、エースだって」

「な……っ」

　はっとした顔で、ジェラルドが奥歯を嚙かむ。

「なめんじゃねえ！　エースはロイなんかじゃねえ、このオレだ！」

　付近の砲塔が一斉に艦橋へ狙いを定めた。

「一発で駄目ならクソ喰くらわしてやりゃあいいんだよ！　帝国に仇あだなす禍まが々まがしいその力、エースのオレが打ち砕いてやらぁ！」

　合図のようにブレードが振り下ろされた。砲塔が一斉に火を噴く。自艦が傷つくことも考慮していない。凄まじい砲撃によって拓人のいる右舷側艦橋が爆散していく。だが、

「一つ教えてやるよ。この力は禍々しくなんてない」

　桜の光が吹き荒れた。それにより爆炎はいともたやすく艦橋の外へ押し返される。

「この光は『想おもい』によって事象を制御する、次元重力炉の力だ。ロイ少尉の想いが、チェリーの想いが、エレクトラの想いが、月の次元重力炉を通して俺に力をくれる！」

　拓人は踏み出すと、艦板をドンッと陥没させ、疾風のように駆け出した。

「う、噓うそだろ!?　一斉砲撃でも効かねえなんて、ぎぃ……っ!?」

　ブレードを叩き込んだ。ジェラルドは今度もどうにか受け止めたが、拓人は連撃で追い詰めていく。ブレードの軌跡が桜の光を纏まとい、幾重にも閃ひらめいた。

　そして大上段からの斬り下ろし。光の斬撃がジェラルドを掠かすめて艦板に直撃した。艦橋が斬り裂かれ、崖のような亀裂が生まれる。

　粉砕された瓦が礫れきと共に、ジェラルドは吹っ飛んだ。三段目の艦橋まで転げ落ち、ブレードを突き立ててどうにか止まる。焦った目が拓人を睨にらんだ。

「何が想いだ……っ。ワケ分かんねえ、機械人形のためなんかになんでここまで戦えんだよ。付き合ってられねえっての……っ」

　ブーツの底が艦橋を蹴った。ジェラルドの身は艦の外にまで飛び出し、真っ逆さまに落下していく。

「なんだ？　自分から飛び降りた!?」

「『──いけません、マスター！　これは……っ』」

　チェリーが叫ぶと同時、艦全体が凄まじい振動に襲われた。

「『エレクトラさんたちのフィールドが突破されました！　艦底全体が宮殿に激突しています！』」

「ひゃーはっはっはっ、オレが逃げちまえばお前に艦を止める手段はねえ！　オレの作戦勝ちだなぁ!?」

　ジェラルドのブローチが光り、ガントレットが現れた。スロットから鎖が射出され、砲塔の一つに絡まる。同時、艦底から粉ふん塵じんが舞ってきて、ジェラルドの姿を隠してしまう。

「攻勢機動艦はこのまま地下までぶっすりいってオレの任務は大成功よ！　悔しがって泣きやがれ、ばーか！」

　ジェラルドの姿が完全に消えた。粉塵に紛まぎれて脱出するつもりなのだろう。

　一方、拓人のいる艦橋は艦全体の揺れにより、急速に傾かしいでいた。砲撃による損傷もあるので、このままでは倒壊するかもしれない。

「……ふーん、やるな。鎖にはあんな使い方もあったのか」

「『マスター？　なぜそんなに落ち着いているのですか!?　もうジェラルドには追いつけません！　それに早く退避せねば、艦橋が崩れます！』」

「大丈夫、ロイ少尉の肉体が大丈夫だって言ってるんだ」

　強く拳を握り締める。そしてブレードを天に掲げた。

「俺とチェリーとロイ少尉。心技体ってやつさ。三人揃そろえば不可能なんてない。だからやるよ、ここから」

「『ここから？　まさか……っ』」

　チェリーが息をのむ。だがすぐに諦めたようにため息をついた。

「『また無茶なことを……。しかしお付き合いしましょう。一緒に死ぬと約束してしまいましたから』」

　ありがとうと礼を言い、拓人はコマンドを告げる。

「新モードＳ２、セット！」

「『Yes, sirイエツサー. Modeモード Sayerスレイヤー, Openオープン』」

　虚空からアタッチメントが現れ、右手に再び杭くい打うち機が装着される。

　拓人は艦板を蹴り、艦橋から飛び降りた。間髪を容いれず、背後で艦橋が倒壊していく。

　拓人の身は弾丸のように突き進み、目指すは攻勢機動艦の艦首部分──砲身を出すために展開した、その左側。

　艦底が宮殿に激突した影響で、かなり崩れかかっている。これなら──。

「いけるッ！」

　艦首左部分へリーダーを叩たたきつけた。轟ごう音おんが響き、ビルの発破現場のように艦首が砕ける。衝撃で爆風が巻き起こった。その風によって──粉塵が一掃される。

「なにぃ!?　ちょ、噓だろぉ!?」

　隠れていたジェラルドの姿が露あらわになった。砲身の残骸に鎖で体を固定している。

　彼我の距離は40メートルほど。ほんの目と鼻の先には艦底があり、宮殿の外壁を削り取っている。

　拓人は飛び散った瓦礫の一つに着地し、杭打ち機をブレードに変えた。そして切っ先を宿敵へと突きつける。

「見つけたぞ、ジェラルド！」

「正気かてめえ!?　自分が何やったのか分かってんのか!?」

　エレクトラたちの重力波フィールドは視認できなかったが展開はされているようで、周囲一帯に影響が出ていた。重力の向きが滅茶苦茶になっており、巨大な瓦礫が縦横無尽に飛び回っている。

　しかも拓人が艦首を砕いたせいで、瓦礫の数が飛躍的に増していた。もはや瓦礫の豪雨となっている。

「これだけ障害物が飛び交ってれば動けないだろ？　もう逃がさないぞ」

「イカれてやがる……っ！　下手に動けばてめえだって瓦礫に潰されるぞ!?　なんでそこまで出来る!?」

　ジェラルドの声はすでに悲鳴のようになっていた。

　拓人は深く息をはき、ブレードを構える。まさかと慄おののくジェラルドを見据え、告げる。

「好きな娘こがいるんだ」

　全身から桜の光が迸ほとばしった。

「お前もさっき話してた、金髪の月の少女ムーンドールの娘さ。いいか、帝国軍。俺は──」

　ドンッと飛び出した。行く手を阻むように瓦礫が次々と飛来してくる。そのすべてを斬り伏せ、駆け抜けた。桜の光が渦を作り、重力の波のなかに道を作る。

「俺はあの娘が好きだ！　だからあの娘を、エレクトラを守るために戦う！　邪魔するやつは帝国だろうが未来だろうが蹴散らしてやる──ッ！」

　鎖で体を固定しているため、ジェラルドは動けない。

「うあ、うあ、ああああっ！　やめろ、くるなあああっ！」

　二人の影が交錯する。光を纏った斬撃がついにジェラルドを斬り裂いた。ガントレットのブローチがパアンッと砕け散る。

　引き伸ばされたような一瞬のなか、ジェラルドが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「機械人形が好きだと……？　そんな理由でここまで戦ってたってのか？　ワケが分からねえ……」

「だろうね。きっとあんまり理解されない」

「……思い上がるなよ。ロイとオレの失敗を知れば、次は帝国軍の大艦隊がこの月に押し寄せる。ひひひ、今度こそてめえは地獄逝きだ……」

「上等さ」

　とうとう力尽き、桜の光が消えていく。倒れながら拓人は強気に笑む。

「こっちは一度転生した身だ。何度だって地獄から舞い戻ってやるよ」

　直後、最悪なタイミングで新たな瓦礫が飛来した。まるで隕いん石せきのように拓人とジェラルドのいる空間に直撃。断末魔の悲鳴を上げ、ジェラルドが押し潰される。

　一方、拓人の方には猛スピードで機械衛星が飛来し、間一髪で助け出していた──。







　戦いは終わった。

　どうにかジェラルドを撃破し、ブローチを破壊できた。

　機械衛星は重力波のフィールド圏から遠ざかり、拓人はリング上に横たわっている。

「攻勢機動艦は？」

「『ＡＩを破壊したことでブースターが止まりました。航行停止し、現在はエレクトラさんたちのフィールド上に浮上して安定しています』」

「良かった……」

　肩の力が抜け、深く息をはく。

「ジェラルドの戦術兵装ＡＩに恨みはなかったのに、可哀かわい想そうなことしたな……」

「『そんなことを言ってる場合ですか！　私が機械衛星を呼ばなければ、あのまま瓦礫に潰されていたのですよ!?　いくらなんでも無茶が過ぎます！』」

「チェリーなら呼んでくれるって思ったんだよ。無茶は信頼の証あかし」

「『[image: ][image: ]っ、まったく！』」

　珍しく口で勝てた。少しいい気分だ。

　安心したらまどろみが押し寄せてきた。でも今眠ったら死ぬかもしれない。

　次元重力炉の力がほとんど消えかかっている。今現在、体がどこまでダメージを負っているのか、ちょっと想像がつかなかった。

「『寝てはいけません。エレクトラさんに気持ちを伝えにいくのでしょう？』」

「もちろんさ。こんなところで死にやしないよ」

　そう軽口を言った時だった。突然、轟音が鳴り響いた。驚き、どうにか顔を上げる。

　攻勢機動艦が上昇を始めていた。

「な……っ!?　なんでまた動いてるんだ!?」

「『エレクトラさんから通信がきました！　すぐにここから退避します。マスター、摑つかまって下さい！』」

　返事をするより早く機械衛星が滑空を始めた。猛スピードで宮殿から離れていく。

「ちょ、どういうこと？　なんで離れるのさ？　何があったの!?」

「『攻勢機動艦の後方を見て下さい』」

「後方？　あ……っ!?」

　艦橋があったのは攻勢機動艦の中央だった。そこより少し後ろ、艦尾の部分に青白い球体状のエネルギーが沸き起こっていた。

「あれは一体？　攻勢機動艦は停止したはずじゃ……」

「『反物質の制御炉です。攻勢機動艦の機能停止と共に活性化を始めました』」

「反物質だって……っ!?」

　絶句した。反物質の暴走なんて、どれほどの破壊が起こるか想像もつかない。

「どうすれば止められるの!?」

「『……無理です。おそらく攻勢機動艦は反物質を抑制する制御を行っていたはずです。しかしもう段階的な活性化が始まってしまっています。こうなってはたとえ攻勢機動艦を再起動したところで止められません』」

「規模は……どうなる？」

「『エネルギー量からの概算ですが……月が半分消えるほどかと』」

「……チェリー、戻って。そんな規模なら宮殿から離れたって意味がない」

「『いえ、意味はあります。一つだけ対処法があるのです。エレクトラさんたちが成功させてくれれば、少なくともマスターの生存率は上がります』」

「反物質の暴走ってことは対つい消しよう滅めつだよ!?　対処法なんてあるわけ──」

　だが答えはすぐに展開された。

　浮上しかけた攻勢機動艦が一転、王宮へと急降下し始めたのだ。それもジェラルドが操っていた時以上の勢いだ。

　エレクトラたちの重力波フィールドが攻勢機動艦を吸い寄せていた。

「何をやってるんだ……っ!?」

「『あれが対処法です。次元重力炉は反物質宇宙と繫つながっています。エレクトラさんたちは攻勢機動艦を次元重力炉へ押し込み、破壊をあちらの宇宙へ逃がすつもりです』」

「そんなの無茶だ！　万が一成功したとしても炉がただじゃ済まないよ!?　炉が壊れたらエレクトラたちも生きていけないのに……っ！」

「『……覚悟の上なのでしょう。エレクトラさんから伝言をお預かりしています』」

　ついに攻勢機動艦が宮殿に激突した。荘厳な建築が瞬く間に崩れていく。

　それでも漆黒の機体は止まらない。地下の次元重力炉を目指して突き進んでいく。

　濛もう々もうと砂すな埃ぼこりが上がる。

　そのなかでほんの一瞬、テラスにエレクトラの姿が見えた。

　彼女は確かにこちらを見ていた。内緒話をするように唇が動く。伝言を伝えるチェリーの声がそこにシンクロした。

「『──大好きです、拓人様。どうか生きて。わたしたちよりちょっとでも長く』」

「エレクトラぁ……っ！」

　砂埃がすべてをかき消した。

　涙が溢あふれそうになり、目頭を擦こすった。叫ぶ。

「チェリー、あそこに連れてって！　エレクトラのところへ！」

「『しかし……』」

「お願い！　今、告白しなきゃいつするんだ!?」

「『……っ、了解しました！』」

　機械衛星が進路を変える。だが宮殿の崩壊が激しく、まともに進めない。

　無力感が胸を締めつける。最悪の想像だけが胸に降り積もっていく。

「くそっ、くそっ、くそっ、ちくしょう！　エレクトラーっ！」

　少年の叫びが砂さ塵じんのなかに木霊こだました。







　エレクトラは瓦礫を避さけ続け、宮殿のダンスフロアに辿たどり着いていた。

　宮殿自体は攻勢機動艦の激突によって、ほぼ全壊しようとしている。だがダンスフロアは外縁部に位置するため、どうにか原形を留とどめていた。

　フィールドを制御するため、フロア中央で両手を広げる。

　シルヴィアたちも各所に散り、それぞれにフィールド展開の支援をしてくれていた。

　みんな気持ちは一つだった。

　拓人様を守りたい。

　あの人が月面都市のために戦ってくれたことは、通信で皆知っている。彼自身の事情は結局聞けていないけれど、シルヴィアも納得してくれた。

　対消滅を凌しのぐには次元重力炉を使って、攻勢機動艦をあちらの宇宙へ追い出してしまうしかない。もちろんその際に炉自体もダメージを受けてしまう。だから成功しても月面都市は今日で終わり。月の少女ムーンドールたちも皆、機能停止して──死ぬことになってしまう。

　この方法を算出した時、エレクトラは月の少女ムーンドールたち全員に通信で決を採った。

　結果は満場一致。

　人間のために尽くしたい。それも出来るなら私たちを大切にしてくれたあの人のために頑張りたい。それが総意だった。

「……ちょっとだけ妬やけちゃいますね。拓人様、みんなにモテモテなんですから」

　灯あかりの消えたシャンデリアの下で、エレクトラは苦笑する。

「『──姫様。艦が次元重力炉に到達するわ』」

　シルヴィアから通信がきた。浅く頷うなずく。

「ん、分かりました。シルヴィア……ご苦労様でした」

「『こちらこそよ。拓人殿に一言謝りたかったけど、まあ……この状況じゃしょうがないわね』」

「拓人様ならきっと快く許してくれますよ」

「『だったらいいわ。あと……ありがとう、姫様。あなたと一緒にいられて、楽しかったわ』」

「わたしもです。あ、でもいっぱい迷惑かけちゃってごめんなさい」

「『まったくよ。セントラルタワーを宮殿にするのとかほんとに大変だったわ。でもまあそれも無駄ではなかったわね。拓人殿を歓迎することができたんだから』」

「ええ、この２００年、わたしたちは拓人様を待っていたんです。今は胸を張ってそう言えます」

「『姫様、どうか良い最期を』」

「うん、シルヴィアも最期までお元気で」

　通信が切れた。

　ほぼ同時、まるで噴火のような衝撃が宮殿を襲った。

　しかし驚いている余裕はなかった。それ以上の衝撃が筐きよう体たいボディを襲ったからだ。

　エネルギー供給の停止。

　次元重力炉の出力が急激に低下し、次元振動が必要最低値を下回った。

　しかしそれは作戦の成功を意味していた。

　攻勢機動艦は無事、次元重力炉を通り抜け、あちらの宇宙へ旅立ったのだ。

　もう月が対消滅に晒さらされることはない。拓人の安全は確保された。

「やった。成功しましたよ、みんな」

　微笑ほほえんだ。まるでイタズラが上手うまくいった子供のように。

　もう通信は繫つながらない。エネルギー供給が絶たれた時点で、月の少女ムーンドール同士の回線も切れてしまった。けれどこの達成感はきっとみんなに伝わったはずだ。そう信じる。

「あ……」

　かくんっと膝が折れた。文字通り、糸が切れた人形のように。

　フロアの中央で姫君は倒れた。ブロンドの髪がさざ波のように床へ広がる。

「ああ、もう終わりなんですね……」

　吐息のように呟つぶやく。

　不思議と気持ちは穏やかだった。やりきったという感触がある。

　性処理機能特化型アンドロイドとしては色々棚上げのままだったけれど、それほど気にならない。開発テーマが未達成で満足だなんて、少し前までは考えられなかったことだ。

　ひょっとしたらこれを自我と呼ぶのかもしれない。

　あの人が伝えようとしてくれたこと。

　できたら聞きたかったけど、そのことは考えないようにした。

　だって十分幸せだった。

　あの人のそばにいられるだけで嬉うれしかった。

　あの人と話しているだけで楽しかった。

　好き。

　胸を張って言える。

　大好き。

　なんて誇らしいのだろう。この気持ち一つでもう無敵だ。

　このまま、幸せな気持ちのまま、終わっていける。

　そう、思っていたのに──。

「エレクトラ！　目を開けて、エレクトラ……っ」

　頰ほおに雨粒が降ってきた。

　重たい瞼まぶたを開ける。

　あの人が泣いていた。

「たく、と、さま……？」

「そうだよ、俺だよ！　分かる!?」

「ああ、たくとさまだぁ……」

　笑みがこぼれた。

　なんてことだろう。

　このままでも十分幸せなまま終われたのに、まさか間に合ってくれるなんて。

「起きて、エレクトラ！　自分ばっかり伝言残すなんてずるいよ。俺はまだ君に伝えてない。一番伝えたいこと、まだ言えてないんだ……っ」

　自我って難しいなぁ、と思ってしまった。

　間に合ってくれて嬉しいのに。とてもとても幸せな気持ちなのに。

　ワガママを言わなくちゃいけない。

「……ごめんなさい。それ……ききたくない、です」

「え……」

　だってそれを言わせてしまったら、あなたをこの先ずっと縛りつけてしまう。

　あなたはとても優しい人だから。

　きっと一生、わたしを忘れられなくなってしまう。

　だから、わたしはこう言わなきゃいけない。

　あなたが思わず口を噤つぐんでしまうように。

「……わたし、きっとね、それをきいたら……死にたくないって、おもっちゃう」

　笑おうとしたのに、目じりから冷却水がこぼれてしまった。

　あの人の顔が強こわ張ばった。まるで泣くのを我慢するように。

　でもそれはほんの一瞬のこと。

　傷だらけの手で瞼を擦り、あの人はとても凛り々りしい表情になった。

　この瞬間に一生分の覚悟を決めたように。

「エレクトラは死なないよ。だってアンドロイドだもん」

　髪をゆっくり梳すいてくれる。とても気持ちがいい。

「少しの間、機能停止するだけさ。人間は死んだら終わりだけど、君はそうじゃない。だから任せて」

　すごく優しい表情で微笑みかけてくれた。

「俺が直してみせる。エレクトラも、他のみんなも、月面都市に生き返らせてあげる。安心していいよ。だから今はゆっくりおやすみ」

　……ああ、なんて幸せなんだろう。

　また冷却水が流れた。でもさっきとは違う意味。

　泣きながら笑みを浮かべる。

　この先、ずっと覚えていてもらうための、とびっきりの笑顔を。

「まってます。たくとさまが、なおしてくれるひを……。ずっとずっと、まっていますから……」

　頑張って手を掲げた。

　オイル塗まみれで、指のパーツも取れかかっていたけれど、構わない。

　この人はきっとこの手をきれいだと想おもってくれる。

「そのとき……きかせて。さっき、きけなかった、こくはくを。……やくそく」

「うん、約束」

　指が絡み合った。

　オイルだらけの指と、血だらけの指。

　どちらもボロボロだったけど、絆きずなは確かに結ばれた。







　そして。

　アンドロイドのお姫様は。

　夢みるように、静かに──機能を停止した。
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　次元重力炉停止から十二時間後。

　かつて月面都市と呼ばれた場所は、ほぼ廃はい墟きよと化していた。

　エネルギー・フィールドが消失し、都市のほとんどが宇宙空間に晒さらされたためだ。大気は霧散し、宝石のようだった建築物は朽ち、豊かな牧草や穀物も消えていった。

　都市は欠けてしまった。月が欠けるように。

　唯一まともな状態で残っているのは、中央エリアの宮殿周辺だけ。

　わずかに残存した機械衛星が局所的なフィールドを作り、有害な宇宙線を防いでいる。

　だが宮殿自体は攻勢機動艦の通過で大きく破損し、倒壊寸前となっていた。

　そのなかで噴水だけがどうにか原形を留とどめており、拓たく人とはその縁に座っている。

　生命維持装置のバックパックを背負い、強心薬入りのチューブを体へ刺し、止血剤を肌に張り、その上から包帯を巻いている。

　星間輸送機墜落の教訓からエレクトラたちが用意してくれていた、人間用の救命装備一式だ。宮殿内にこの用意があったため、彼女たちは月面都市を終わらせる選択をした。

　拓人はダンスフロアでエレクトラを看み取とった後、救命装備を使い、どうにかこの破滅の十二時間を生き抜いていた。

「チェリー、次元重力炉の稼働率はどれくらい？」

　空を見上げながら尋ねると、ノイズ交じりの音声が応えてくれた。

「『４％といったところです。やはり機械衛星を数機動かす程度がせいぜいですね』」

　次元重力炉はまだわずかに稼働している。チェリーがエレクトラの代わりをし、狭い範囲だがエネルギー・フィールドを張ることもできている。

　だから希望は消えていない。

　今のチェリーではエレクトラレベルの位相変換はできないが、次元重力炉の解析と研究を重ねていけば、いつかはみんなを再起動させることができるはずだ。

　ただ、問題があるとすれば──。

「『マスター、きました』」

「せっかちなご到着だね」

　立ち上がる。

　ほぼ同時、空が真っ二つに引き裂かれた。エネルギー・フィールドが破られ、漆黒の宇宙が垣かい間ま見みえる。その向こうからワープしてきたのは──帝国軍の大艦隊だ。

　巨大な超ちよう弩ど級きゆう戦艦を中心に据え、無数の随伴艦が列を成している。

　そのなかで最も小さいのが攻勢機動艦だった。つまりジェラルドと戦った時の数百倍の戦力が集まっている。敵艦隊は瞬く間に空一面に展開した。空の色は漆黒のまま、宇宙の黒ではなく、艦隊の黒に染まった。とてつもない数だった。

「手加減してくれそうな気配はないね」

　拓人はバックパックから酸素供給マスクを装着する。

　帝国艦隊の目的は一つ。次元重力炉の完全破壊。

　それに刃は向むかおうとすれば、未来の人類すべてを敵にまわす戦いになる。

「しんどいけど、やるしかないさ」

　ブローチを軍服から外した。するとチェリーが遠慮がちにちかちかと瞬いた。

「『……最後に一度だけ提案させて下さい』」

「ん」

「『一か八か投降するという道もあります。このまま戦えば生存率は１％以下です』」

「確かに無茶なことしようとしてるとは思う」

　艦隊の砲塔が一斉にこちらを向いた。その空を拓人は睨にらみ返かえす。

「でもここで帝国軍に降くだれば、次元重力炉は破壊される。そしたらもうみんなを生き返らせることができない」

「『……ごもっともです。私としたことが分かりきったことを言ってしまいました』」

　コマンドを唱え、チェリーを銃に変えた。グリップをぐっと握り込む。

「ちなみにさ、その生存率の計算って戦術兵装ＡＩとして？　それとも生活支援ＡＩとして？」

「『どちらもです』」

「だったら俺の幼馴染として聞いて」

　ブローチから小さく息をのむ気配がした。

「俺、やっとやりたいことが見つかったよ」

　噴水の突端に立ち、拓人は銃を構える。

「俺はアンドロイドが当たり前に生きられる未来を作りたい。そのためならどんな奇跡だって起こしてみせる。だからチェリー、一緒に──勝利を信じて」

　ブローチの光が瞬いた。まるで苦笑するように。

「『……なるほど、幼馴染ですか。21世紀でなぜ観み月つき様が焦っていたのかようやく分かりました。マスターにとって、私はそういう存在だったのですね。これは……観月様やエレクトラさんにライバル視されても文句が言えません。まったく……困った人です』」

　何百何千という砲塔に光が灯ともった。間もなく死の雨が降ってくる。

　そのなかで凛りんとした電子音が響く。

「『拓人』」

　深い親愛と信頼のこもった声だった。

「『幼馴染として断言します。あなたはその夢に──必ず届く！』」

　唇に弧を描き、遥はるかな空へと銃口を向ける。

「確率は!?」

「『１００万％です！』」

「上等ッ！」

　雷のような光弾が発射。一条の矢のように空へと舞い上がっていく。

　同時、それとは比べ物にならない砲撃の雨が放たれ、月へと降り注いだ。

　数秒後、その身は塵ちりになっているかもしれない。それでも漆黒の空を睨にらみ、

「月はお姫様の揺りかごだ。目覚めの時まで、誰にも邪魔させはしない！」

　この瞬間、拓人は確かに生きていた──。


〈終〉















あとがき




　こんにちは、またはこんばんは、もしくはおはようございます。永なが菜な葉よう一いちです。

　本作をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　このお話は高校生の主人公が未来の月面都市に転生し、アンドロイドのお姫様と恋をするという内容です。エロいこともするよ！

　というわけで作者が試行錯誤したエロシーン紹介のコーナー！（直球）

　今回はヒロインがアンドロイドということで、人間にやったら怒られそうな展開を目指しております。具体的には電撃責めとか。

　ヒャッハー、鎖に繫つないで電撃流すぜ！　ビリビリ。

　あ、その前に女体盛りしたり、緊縛耳かきもするのでご安心下さい（？）。

　しかしこの電撃責め。いざ書いてみると非常に奥深く、焦げるほどやったら笑えないしマッサージ程度では意味がない。どこまでがセーフでどこまでがアウトなのか、試行錯誤を繰り返し、気づけばエロシーンだけで自主ボツが一冊分というどうかしてる状況に。

　あ、ボツの中には関節外しっ娘こが参戦する展開もありました。むしろこっちが本命。

　しかしこれがまた電撃以上の曲くせ者ものでして、どんなにエロ可愛かわいく関節外そうとしても、結局ドン引きな絵面になってしまうという難解さ。ゆえに自主ボツ。ぬう、口惜しや。

　というあれやこれやの苦悩とリライトがありまして、担当様には多大なご心労をお掛けしたことと思います。本当すみませんでした。

　またリン☆ユウ様には素晴らしいデザイン・イラストの数々を描いていただき、感謝の念に堪えません。誠にありがとうございます。

　なんと本作はリン☆ユウ様から２パターンの表紙案をいただきまして、その両方が叙情性と物語性に満ちた素晴らしいイラストです。正直、どちらも表紙にしてほしい……っ。

　このあとがきを書いている時点ではまだ会議中なので、未来でどちらが表紙になっているか、今からとても楽しみです。

　そして営業様、校正様、書店の皆様、近所の弁当屋のおっかさん、ワンダーな友人、それからもちろん今このページをお読みのあなた様。本作刊行にあたりまして、お力添えをいただいたすべての皆様に心より御礼申し上げます。


永菜葉一
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